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　　　プロローグ　──とある未来１







　暗くら闇やみ。

　暗闇の中で声がする。

「おいライナ」

「…………」

「おい！　ライナ！」

「…………」

「おいと言っている！　起きろライナ！　仕事の時間だぞ！」

　フェリスがそう言って、どんっと、頭を叩たたいてくる。

　それでやっと、ライナは目を開いた。だがまだ意識が判然としない。視界もぼやけてふらふらする。

　なにせ昨日は遅おそくまで仕事していたのだ。

　例によって、シオンの馬ば鹿かのせいで朝まで仕事。

　おまけにここ二日、連続で午前様だ。

　あの馬鹿ほんとにいい加減にしないと俺死ぬぞ、まじ死ぬぞ、いま死ぬぞ、とぶつぶついいながら彼はここのところ頑がん張ばっていたのだが、シオンの奴やつはこんなクソ忙いそがしいのに仕事が進むことが嬉うれしいようで、毎日楽しそうな顔をしているのだがその顔を見るのがまたむかつく。

「ああ～、いま何時？」

　すると声が答える。

「もう八時だぞ」

「そんな早く起きたら俺死んじゃうよ～」

「おまえが起こせと言ったんだ。そうじゃなくても私は朝の準備で忙しいんだ。早く起きろノロマが」

　と、フェリスが言う。

　それに彼は一つあくびをする。目をこする。すると眠ねむ気けのせいか、なぜかちょっと紫むらさきがかってぼんやりしていた視界が、明めい瞭りようになってくる。

　そこは綺き麗れいに整えられた寝しん室しつだった。大きな窓からは陽ひ射ざしが入り込んできている。壁かべにはだんごが描かかれた絵。

　いま彼が寝ねているベッドは大きくてふかふかだ。たぶん、四人は寝れるくらいの大きさ。ベッドと枕まくらだけは寝心ごこ地ちのいいものがいいと言って、ローランドの中でも有名な家具屋に作ってもらったのだ。

　そこで、彼は目を覚ました。

　顔をあげると、目の前にはフェリスがいる。青く澄すんだ瞳ひとみが、こちらを見下ろしてきている。

　彼女は清潔感のある青いワンピースの上に、白いエプロンをつけ、リボンで髪かみをくくっている。たぶん、おそらく、彼女は化け粧しようをしていないが、それでも、

「……なーんか、相変わらずおまえ、無む駄だに美人だなぁ」

　という感想を彼が漏もらすと、フェリスの頰ほおが少し赤らんで、

「な、な、なにを朝から言っているこの馬鹿が。褒ほめてもなにも出ないぞ」

「はは、顔赤いぞ」

「赤くない！」

「嬉しいの？」

「……む～」

　と、なぜか不満そうにフェリスは頰を膨ふくらませてから、こくりとうなずく。

「うむ。もっと褒めろ」

「ははは」

　そこで彼は、ベッドから立ち上がる。

「子供たちは？」

「庭で遊んでる。あと少しで朝食ができるから、呼んできてくれ」

　それに彼は頷うなずいて、寝室を出る。と、そこで足を止め、振ふり返って、

「朝飯だんごじゃないよね？」

「だんごもある」

「他のは？」

「他のもある。だんごだけでは子供の背が伸のびないしな」

「おけおけ、だんご以外もあるならいいや。おまえの料理はうまいしね」

　するとフェリスは大きくうなずき、

「もっと褒めろ」

「ははは」

　と、彼は笑って、再び廊ろう下かを進む。背後でフェリスがキッチンへと向かう音がする。

　この家は、ローランドの郊こう外がいの景色のいい丘おかの上に建っていた。まわりには誰だれも住んでいない、のんびりした場所だ。

　その分城への通勤が大変だが、彼はこの場所が気に入っていた。

　静かで、穏おだやかで、庭で昼ひる寝ねしてても、家族以外には誰にも邪じや魔まされない。

　庭に出ると、子供たちが遊んでいた。

　六歳の男の子と、五歳の女の子。

　庭には彼が作ったブランコと滑すべり台がある。ブランコは魔ま力りよくを伝達すると動く仕組みにしてある。このブランコを使って遊んでいれば、自動で魔法がうまくなっていくようになっている。

　二人はその、魔法で揺ゆれるブランコを、どっちが大きく揺らせるか競争していた。

　その途と中ちゆう、息子むすこがこちらに気づく。

「あ、あ、パパ見てー！　僕こんな揺らせてるよー！」

　続いて娘むすめがこちらを見る。

「あたしのほうがすごいもん！　ほら！　ほらほら！」

　彼はそれに、はいはいとうなずく。

「すごいぞ二人とも～」

　と、やはり寝起きの、あまりテンションの高くない適当な褒め言葉を言うが、それだけで二人には十分のようで、顔は喜びにくしゃくしゃになる。

　子供はかわいい。ずっと一いつ緒しよにいたいと思う。親ばかと言われるかもしれないが、二人とも魔術の才能があり、おまけに剣けんの訓練をフェリスが、勉強をシオンが教えているので、将来はどんなバケモノになるかといまからちょっと楽しみではある。

「…………」

　将来が、あるなら、の話しだが──

　彼は丘の上から、遠くの空をじっと見つめる。

　空は青い。

　だがその青さの向こう側に、黒い煙けむりのようなものが蠢めいている。そしてそれがゆっくり、ゆっくり近づいてきている。

　その煙がなんなのかは、もうわかっている。

　滅めつ亡ぼうだ。

　破滅だ。

　世界の寿じゆ命みようが近づいてきていて、あの煙に覆おおい尽つくされるとこの世界は終わり、リセットされる。

　そして人間たちはそれを受け入れた。

　無む闇やみに戦い、傷つくよりも、破滅を止めることをあきらめ、自分たちの人生を幸せに生きる選せん択たくをした。

　そしてこの十年は、とても素す晴ばらしい時間だった。

　限りある時間を、お互たがいに優やさしくしながら過ごそうと言いあって。

　するとそこで、背後から声がする。

「……ライナ。なにを見ている？」

　フェリスの声だ。

　彼は振り返らないまま答える。

「破滅を」

「……まだ半年ある」

「半年なんて、あっという間だよ。子供たちは、この先の未来を見れない」

「…………」

「それにもう、君を褒めることもできない」

　と、言って、笑って振り返ろうとすると、フェリスが彼の背中をつかみ、手を握にぎって寄り添そってくる。

「……それでも、この十年は楽しかった。おまえの選択は間ま違ちがってない」




　おまえの選択──




　それは、なにもせずに、逃にげたことだ。

　犠ぎ牲せいを出すくらいなら。仲間が死んだり、泣いたり叫さけんだりするのを見るくらいなら、みんなで平和な終わりを受け入れよう──そういう選択をしたことだ。

　そしてフェリスの言うとおり、この十年は素晴らしかった。

　だが、それでも、

「……子供たちの未来が、見たくなっちゃったよ。欲張りかな？」

「…………」

　フェリスは答えない。責めない。誰よりも彼女が子供たちの未来を見たいはずなのに──彼女はただ、ぎゅっと強く、抱だきついてくる力を強めるだけで。

「……残りの時間を、なるべく一緒に過ごそう」

　と、彼女は言って。

　するとそこで、息子が叫んだ。

「あー！　パパとママが仲良ししてるー！　僕もやるー！」

「あたしもー！」

　二人がこちらに駆かけ寄ってくる。

　抱きついてくる。

　嬉しそうに笑う。

　本当に無む邪じや気きに、楽しそうに、笑う。

　子供たちは知らない。

　この世界の寿命は残り半年だと。

　そしてそれは、もうどうにもできないと。

　いくら楽しく笑ったとしても、未来はない。

　それに自分は。

　それに、自分は──










　これは未来の光景。

　これはとある未来の光景だ。




　だが、こんな未来は、絶対にだめだ。







　　　第一章　人の世界







　悲鳴があがっている。

「う、あ、があぁうあああああああああああああああ!?　うががががががあああああああああああああ」

　この国の王、シオン・アスタールの悲鳴だ。

　シオンは全身を痙けい攣れんさせている。意識はない。意識はないのに悲鳴を上げている。

「…………」

　その、王の姿を、ラッヘル・ミラーは静かに見つめていた。

　場所は『王立魔導研究所』の中にある、治ち癒ゆ室だ。

　その治癒室にベッドが四つ、並べられている。

　中央にあるベッドに、悲鳴を上げるシオンが。

　その隣となりのベッドに、ライナ・リュートが。

　さらにその左ひだり隣どなりに、ミルク・カラード。

　一番右みぎ端はしにルシル・エリスが、意識を失って眠ねむっている。

　治ち療りようには『王立魔導研究所』の第一位の地位にある女、カショク・カシャが、研究者たちを従えてあたっている。

　ミラーはその、カシャに聞く。

「それで？」

　カシャが答える。

「……四人同時に、ナイフを胸に刺さしたときと同じ状じよう況きように……」

　そこまでで、状況はわかった。

　ナイフというのは、神などと名乗るふざけた奴やつらの世界へ、シオンやライナといった、神憑つきの人間たちの意識を送り込む魔法だった。

　神に会うために仮死状態になる魔法だ。

　リューラ・リュートルーはこの力を使いこなしていたらしいが、ローランドではつい最近完成した魔法なので、いまいちどう扱あつかう力なのかが、わからない状態だった。

　ミラーはカシャに聞く。

「じゃあ、こいつらは神にあってるのか？」

「……おそらくは」

「神どもは、レムルスの呪のろいで七か月、人間の世界に干かん渉しようしないんじゃなかったのか？」

「…………」

　というのを聞いても、カシャにわかるはずがないことだった。

　なにせこれは、神の側の都合だ。

　七か月干渉してこない──という情報を、そのまま額面通りに信用していたわけではないが、しかし、

「早すぎる。対応が間に合わない」

　と、ミラーは小さく呟つぶやいた。

　カシャは忙いそがしく動き回って、シオンたちになにかの魔ま法ほうをかけている。それがなんのためのものかはわからないが、神々の動きを先回りできるとはとても思えなかった。

　カシャは『王立魔導研究所』の第一位の魔導師とはいえ、かつてのローランド最高の狂きよう気きの魔術師、リューラ・リュートルーではないのだから。

　ミラーは言った。

「とにかく、最善を尽くせ。シオン・アスタールを死なせるな」

「はい！」

　カシャが返事する。

　ミラーはそれを確かく認にんしてから、治療室を出る。治療室の外には、ルーク・スタッカートが立っていた。

　ルークが聞いてくる。

「どうなってます？」

　ミラーは肩かたをすくめた。

「さてね」

「神からの干渉がもう始まっちゃいました？」

「だとしたら、どう思う？」

　ルークはへらへらといつものおどけたような顔のまま、答える。

「まあ、七か月あればどうにかできたかといわれるとちょっとわからないですからねぇ。なにせ相手は神です」

「そうだな」

「だからまあ、今日なにかが始まったところで、言うほど状況は変わらないんじゃないですか？」

　だがそれに、廊ろう下かの奥から、冷たい声が響ひびく。

「いえいえ、状況は大きく変わったでしょう」

　ミラーはそちらに目を向ける。するとそこには、全身黒づくめの、長身の男が立っていた。

　ミラン・フロワードだ。

　フロワードが、言う。

「なにがどう起きたのかはわかりませんが、ライナ・リュート、ミルク・カラード、ルシル・エリス、シオン・アスタール──四人同時に倒たおれた。つまりこの四人はそれぞれ、なんらかの神に憑かれており、さらにお互たがいに関係を持っている」

　ルークも、そちらを見る。

　フロワードが続ける。

「で、我々が最優先に助けるべきは当然、シオン・アスタールです。なにせこの、ローランド帝てい国こくの王ですから。そして次に、ライナ・リュートもそれなりに重要でしょう。私がつい最近聞いた情報では、ライナ・リュートの心理状態は世界の命運に関かかわるようですし。なら残りはどうか？　残りの人材は、ある程度乱暴な扱いをして研究を進めても──」

　だがそれを遮さえぎって、ルークが言った。

「言っておきますけど、ミルク隊長を実験材料にはさせませんよ、ミラン・フロワード中将」

　フロワードと、ルークの視線が交こう錯さくしあう。

　だがそこで、フロワードが言った。

「で、あれば、選せん択たく肢しは一つ。いや、そもそも私もこの選択肢しかないと考えていました。ミルク・カラードを殺すと、ライナ・リュートの心理状態が不本意な方向へと暴走しかねないですし──となれば」

　そこでフロワードの言葉が、終わった。

　ルシル・エリスを実験材料にして、状況を把は握あくしよう、というのだ。

　そしてミラーもそれには賛成だった。

　そもそも、ルシル・エリスはあまりに戦せん闘とう力が高すぎて、目を覚ましている状況では触ふれることができない。意識を失っているいまは、研究するチャンスともいえた。

　もちろん、なにもしないのが正解の可能性もある。シオンや、ライナ・リュートが、神とかいうよくわからない奴らが棲すむ異界で、なにか、いまの状況を打開しようとしている可能性も、ある。

　だが、まるで抵てい抗こうできず、神々にやりたい放題されている可能性もある。

　正解はどちらかわからない。

　だがわからないからといって、座して待つわけにはいかない。

　ミラーは言った。

「ルシル・エリスを……」

　が、そこで、さらに廊下の奥で、声がした。この治療室を守る、護衛兵たちの声だ。

「おいおまえ、なんだ！」

「そこの女！　止まれ！　入るんじゃない！」

「ここは一級立ち入り禁止──ぐわ!?」

　すぐに誰だれがきたか、ミラーにはわかった。ルシル・エリスの妹が、ここにやってきたのだ。

　ルークが、フロワードが、その騒さわぎのほうを見る。

　するとそこにはやはり、ひどく美しい女が立っていた。

　フェリス・エリスだ。

　彼女と、キファ・ノールズには、ライナたちを治療する間、城にいろと命じたはずなのだが、彼女は言うことを聞くつもりはないようだった。

　フェリスが冷たく聞いてくる。

「で、いまの状況は？」

　するとそれに、フロワードが微び笑しようを浮うかべて、答えた。

「ここをどこだと思っているのですか？　ローランド最高の魔導研究所ですよ。もちろん治療はうまくいって……」

　しかしその言葉を遮って、フェリスが言った。

「おまえの言葉は信じられない」

　まったくだ、と、ミラーは心の中で思うが、それは口にしない。

　フェリスは手を、腰こしの剣けんの鞘さやに添そえる。体の中に、殺気が渦巻いている。

　彼女は強い。

　なにせ、剣の一族──エリス家の娘むすめなのだ。

　だがフロワードは笑ったまま、答える。

「なら、ラッヘル・ミラー元げん帥すいや、ルーク・スタッカー……」

　しかしやはり遮って、フェリスは言った。

「信用できないのは、そいつらもだ。治療するからと私たちをライナから引き離はなしたが、その後どこへライナたちを移動したか、場所すら教えないというのはどういうつもりだ？　私に隠かくれて、なにをしようとしていた？」

　フロワードが言う。

「だから、治療ですよ」

「噓うそだな」

「ならなにをしてると？」

「それを私は聞いている」

「は、お話になりませんね」

　フェリスが、フロワードをにらむ。

　フロワードは笑ったまま、

「まったく、私たちはただ治療をしているだけなのに、そんなきつくにらまれましても……」

　といいながら、しかし、黒い指輪がはまった指を動かそうとする。

　だがそれよりも速く、フェリスは剣を抜ぬいている。

　その動きが異常に速い。

　フロワードが言う。

「闇やみよ……」

「遅おそい！」

　フェリスの剣が、フロワードの頭に向かって放たれる。剣の腹の部分がフロワードの顔面をとらえる。フロワードの上半身が、後方へと吹ふっ飛ぶ。

　いまので殺せていれば、対フロワード戦ではフェリスの勝ちだった。

　廊下は狭せまい。軽く、動きが速いフェリス・エリスは、ここではかなりの強さを発揮するだろう。

　だが、彼女はフロワードを殺さなかった。

　フロワードが宙空を吹っ飛びながら、呟いた。

「──有れ」

　瞬しゆん間かん、地面の影かげが膨ふくれあがる。黒い獣けものが生まれ、フェリスに襲おそいかかろうとする。

　それにミラーは言う。

「ルーク。彼女を守れ」

　するとミラーの目の前に、きらきらとした糸のようなものが舞まう。

　それがフェリスの体を包む。そしてそれで、終わりだ。彼女にはそもそも、勝ち目がなかった。

　フロワード、ルーク、この二人を同時に相手にして勝てるような人間は、このローランドには存在しないだろう。

「……ぐっ」

　フェリスが顔をしかめ、両手両足を縛しばられてまるで蜘く蛛もの巣に捕とらえられた獲え物もののように、廊下の中央に、浮く。
















　そしてそこに、フロワードの黒い獣が襲いかかろうとするが、その獣の首にもルークの糸が巻き付く。ぐいっと締しめ付けられる。獣の首が落ちる。

　それを見て、フロワードが言う。

「そんな、首を落とさなくても、殺す必要のない相手を殺したりしませんよ」

　ミラーはそれに、答えた。

「俺の意見も彼女と一いつ緒しよだ。おまえを信用していない」

「……そうですか。しかしいまは利害が一いつ致ちしています」

　するとそれに、フェリスが拘こう束そくされたままこちらをにらみおろしてきて、言う。

「利害？　いったいなんの話だ？」

　ミラーはそれを見上げて、言う。

「ライナ・リュートたちの意識を取り戻もどし、神々と戦う、という利害だ」

「なら、私をライナたちに会わせろ」

「いや、救うために多少荒あらっぽいこともしようと思うが、君はそれを見るには感情的すぎる」

「救うためなら私もなんだってする」

「そうか？　なら、おまえも命の重さに序列をつけてみろ。シオン、ライナ、ミルク、ルシル。四人の意識がない。誰かを実験の犠ぎ牲せいにして、残りを助けようと俺たちは思っている」

「なっ」

　フェリスが目を、大きく見開く。

　だが気にせずミラーは続けた。

「さあ、序列をつけろ」

「…………」

　フェリスは、答えられない。

　しかしミラーは続ける。

「おまえの状じよう況きようから選ぶなら、生け贄にえはミルク・カラードか？　だがミルクは殺せない。シオンもだ。ライナも殺すことはできない」

　なら、残るは……

「貴様！」

　フェリスが叫さけぶ。

　が、そこでルークが糸を引く。彼女の首が絞しまる。

「……く、そ」

　彼女の意識が消え、体から力が抜ける。

　ミラーはそれを見上げ、それからフロワードに言った。

「なぜ攻こう撃げきした。彼女をやり過ごす方法はいくらでもあったろう」

　するとフロワードが答える。

「ですがルシル・エリスを犠牲にする、という選択肢をとるのであれば、邪じや魔ま者ものは排はい除じよしておいたほうがいいかと思いまして」

　確かにそれはそうだった。

　ミラーはもう一度気絶しているフェリスを見つめ、それから振ふり返る。

　治ち療りよう室の扉とびらを開いて、戻る。

　やはりシオンは苦痛の声を上げていた。普ふ通つうなら、これほどの声を上げ続ければ、喉のどが潰つぶれるだろう。だが、シオンの声は止まらない。

　ミラーはその、シオンの姿を見つめてから、

「カショク・カシャ」

「はい」

「ルシル・エリスの体を切り開け。神どもの世界を知るための、研究材料にするぞ」

　そう、ラッヘル・ミラーは命じた。







　　　第二章　神の世界







　ルシルが信じられない速さで走る。右手には、悪あく魔まが宿った黒い剣。

　彼が向かう先は、ミルクのほうだった。

　ルシルはミルクを──喰くう気だ。

「くそ！」

　ライナもうめいて、走り出す。だがルシルの動きにはかなわない。

　ライナは走りながら二度、ステップするように足を踏ふみ鳴らす。すると脳内に特とく殊しゆな魔導式が一いつ瞬しゆんで完成する。

　リューラが残してくれた、魔ま方ほう陣じんをすべて省略することができる、真言法の魔術。

　指先をミルクの眼前へと向けて、叫ぶ。




「『稲い死づ光ち』！」




　刹せつ那な、一瞬で魔方陣が生まれ、その中央に稲いな妻ずまが現われる。

　稲妻が、倒たおれているミルクの横へと放たれる。

　ちょうどそのタイミングで、ルシルもミルクの前に現われる。ルシルの剣けんが、ミルクの首をはねようとして、しかし、稲妻に気づいて止まる。そのまま剣けん閃せんは軌き道どうを変えて、『稲い死づ光ち』を斬きり裂さいて消す。

　だがそれでも、間に合わない。

　ライナの動きは、ルシルの速さにはまるで追いついていない。

　身体能力を底上げする魔法もまだ起動していないし、なにより、その魔法を使ったところで、ルシルの動きにはかなわない。

　なら、どうする？

　ルシルが再び剣を振り上げる。

　ミルクは目を覚まさない。

　だが、ミルクの傍かたわらに立つ妖よう艶えんな見た目の女が、反応する。

　おそらくは、ミルクに取り憑ついている、『女め神がみ』だ。

　ルシルの剣を見上げ、笑う。




《あら、私たちを食べるつもり？　悪魔くん》




　ルシルが答える。

「黙だまって喰われろ」

『女め神がみ』が、倒れているミルクをつかみ、一歩後ろへと引こうとする。

　だがやはりルシルのほうが速い。剣がその、『女め神がみ』の伸のばした手を切断する。

《ぎゃぁああああああ》




　と、『女め神がみ』が苦痛に叫び声を上げた。切断された手首から、どす黒い血のような液体が噴ふき出し、ミルクにかかる。ルシルにもかかる。

　ルシルはもう一度剣を振り上げて言う。

「終わりだ」

　が、『女め神がみ』は「ぎゃぁああああ」という叫び声を上げながら、しかし、顔はへらへらと笑っている。




《なんちゃって～。私の血を浴びちゃ、だめでしょ。呪じゆ毒どくが入ってるわよ》

　ルシルはそれに、目を細める。

　血がかかった数カ所で、まるで火がつこうとしているかのように、煙けむりがあがる。

　ルシルが一歩後ろに引く。剣を振り回してその、煙を払はらう。

「消えろ」

　と言って、煙を消し去ってしまう。

　そしてそこでやっと、ライナはミルクと、そして、『女め神がみ』の前にたどりつく。

　たどりつくと同時にライナは宙空に文字を描えがく。

　それは旧エスタブールの魔法騎き士し団から奪うばいとった、脳のリミッターを外して身体能力を極限まで酷こく使しする魔法だ。

　それを、唱える。

「……我・契けい約やく文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」

　すると彼の全身がうっすらときらめく。全身の加速が始まる。

　ルシルが『女め神がみ』の呪のろいを払いきって、再び剣を振るってこようとする。

　ライナは右手で『光燐くうり』の魔方陣を描きながら、左足をドンドンっと踏み鳴らす。

　そしてまた、言う。







「『稲い死づ光ち』！」




　眼前に魔方陣が生まれ、稲妻がルシルへと向けて放たれる。

　だがルシルはその、稲妻を見てから、突つっ込んでくる。

　幾いく重えにも枝分かれする稲妻の筋を、ほんの少し体を動かしてかわしていきながら、真まっ直すぐ突っ込んできてしまって。

「くっそ速はぇなおい！」

　と叫びながら、ライナは『光燐くうり』の魔方陣を完成させる。

　呪じゆ言ごんを唱える。

「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・……」

　しかしルシルはそれをよけるようにもう、右に飛んでいる。

　そしてライナも、それを読んでいる。ルシルなら簡単によけてしまうだろう。

　だから魔方陣に仕し掛かけをしておいた。

　数カ所いじるだけで、魔方陣の内容を、広こう範はん囲い攻こう撃げき魔法『紅蓮くれない』に変へん更こうできるように。

　魔方陣に手を突っ込む。

　凄すさまじい速さで内容を書きかえる。そして叫さけぶ。

「求めるは焼しよう原げん〉〉〉・紅蓮くれない！」

　ライナの指先の魔方陣から、薙なぐようにして炎ほのおが噴き出す。その炎はルシルがよけたさきへ。

　殺すつもりの威い力りよくで魔法を放った。

　全力で、ルシルの体を焼き尽つくし、欠片かけらも残さないくらいの強さで放った。

　だがきっと、ルシルはこれもあっさり回かい避ひしてしまうだろう。

「…………」

　ルシルが数歩引く。低く剣を構え、振り上げる。あっさり炎が真っ二つに切られる。

　その、割れた炎の先で、ルシルがこちらを見る。

　青く澄すんだ、フェリスによく似た瞳ひとみ。

　ルシルが言った。

「……ふむ。前よりも、ずいぶんと強くなったな、ライナ・リュート」

　だが無視して、ライナは背後にいるミルクを守っている『女め神がみ』に言った。

「なあおいおまえ、状じよう況きようわかってるか？」

　すると『女め神がみ』が言った。




《もちろん》




「ならミルクを連れて逃にげろ。俺があいつを……」




《止めてくれる？》




「ああ」




　だがそれに、『女め神がみ』が落ち着いた声こわ音ねで答える。




《でも止めてどうするの？　あなた一人では、シオン・アスタールは救えないでしょう？》




　それに、ライナは少し離はなれた場所で、悲鳴を上げ続けているシオンのほうを見る。

　シオンは再び《勇者》に体を乗っ取られようとしているのだ。そしてそれを防ぐための力を手に入れるには──とそこで、『女め神がみ』が言った。

《この状況は、あなたが私を喰うか、ルシル・エリスが私を喰うか……もしくは、あなたがルシルに喰われるかしないと、解決しないでしょうに。二つに引き裂かれて力が分散した状態では、いくら強大な魔力を持っているあなたでも、暴走しようとしている勇者を止められない》




「だったら、どうすんだよ」

　ライナが言うと、『女め神がみ』は答えた。




《そりゃ、あなたが私を食べないと。で、一応意識を失ってる、ミルク・カラードからの伝言は、もう、あなたが飼ってる悪魔に送っておいたはずだけど》




　その言葉に、ライナは顔をしかめた。

　確かに、悪魔は言っていた。

『彼女は喰われたがってるよ。君の役に立ちたい。大好きな君の役に立ちたい。子供のころからずっと愛している君の役に……』

　だが、そんなことできるはずがなかった。ミルクを喰くって。

　ミルクを、殺して、前に進むことなど、ライナにできるはずがなかった。

　後ろの『女め神がみ』が言う。




《できないの？》




「…………」




《じゃあ、どうするの？》




　その言葉は、しかしライナにかけられたものじゃなかった。

　ライナから少し離れた場所に立っていた、道どう化け師の姿をした男にかけられていた。

　ライナに取り憑く、悪あく魔まだ。

　悪魔はその、『女め神がみ』の言葉に答えない。

『女め神がみ』はそれに、肩かたをすくめる。

《相変わらず、無愛想ね。で、悪魔はあなたになんて言ったの？》




　ライナはそれに、悪魔に言われたことを思い出して、答える。

「俺に全部任せるって」

『女め神がみ』が言う。




《なら誰だれを助けるか、早く選びなさいよ。時間はあまりない。《勇者》がシオンを乗っ取ったら、もうすべてが終わりになる》




「…………」




《言っておくけど、全員生き残るのは無理。絶対に選ぶ必要がある》




「…………」




《シオンに喰われてやって、また勇者が世界を破は壊かいし尽つくすのを見るか》




「…………」




《あなたが私を喰って、その力で勇者の目覚めを止めるか》




「…………」




《もしくはあなたがルシルを、もしくはルシルがあなたを喰って、その力でシオンを止めるか》




「…………」




《それともあなたが決断から逃げて、ルシルが私を喰うのをただ呆ぼう然ぜんと見るか。

　選せん択たく肢しは四つ。で、私は……いえ、ミルク・カラードは、あなたに喰われることを選んだ。

　で、あなたは？

　まさかなにも選ばないで、逃げるつもりじゃないわよね？》



















『女め神がみ』は、そう言った。

　そしてライナはそれに、顔をしかめる。

　世界が終わるのを見るのは、嫌いやだった。だって、この世界にはもう、ライナを愛してくれた人たちが、たくさん生きているから。だからシオンに、世界ごと喰わしてやるわけにはいかない。

　ならミルクを喰うか？

　もちろんそんなこと、できるはずがなかった。ミルクを喰わなければ世界を救えないのなら、そんな世界はいらない。

　ルシルを喰うのもだめだ。彼はフェリスの兄なのだから。

　なら、どうしたらいいのか？

　一番簡単な方法は、一つだ。

　ルシル・エリスに、ライナ自身が喰われること。ルシルが力を取り戻もどせば、おそらくシオンのことは救ってくれるだろう。

　だがそれに、背後からまた『女め神がみ』の声がした。




《あ、言っておくけど、あなたが一番選びそうな選せん択たくをしようとしたら、ミルク・カラードは自分からルシル・エリスに魂たましいを喰わせる準備が──》




　が、ライナはそれを、制す。

「いや自殺はしない。俺はずっと戦うことから逃げてきたんだ。自分が死ねばいい。誰とも触ふれあわなきゃいいって、逃げてきて、でも結果、逃げても全然いいことなかった。だから──」




《ちゃんと選ぶ？》




　その問いかけには、しかし、答えられない。

　いま目の前にある四つの選択肢からは、選べるものがなかった。

　ならどうすればいいか。

　どうしたらいいのか。

　するとそこで、ルシルがこちらを見つめながら言った。

「どうせおまえはなにも決められないだろう？」

　ライナはその、ルシルを見つめて、答えた。

「ああ、決められない。だから話し合わないか？」

「話し合って答えが出ると思ってるのかい？」

「さあ、わからないけど、でも話し合わないで決めても、間ま違ちがってたらあとで後こう悔かいすんだろ」

「しないよ。結論はもう出てる。君は逃げてるだけだ」

「逃げてるだけでも、一度話し合おう。その結論は間違ってるかもしれない。なにか方法が──」

　だがルシルは背後の、悲鳴を上げているシオンのほうを指さして、言った。

「時間がない。神の干かん渉しようが戻った。くるのは《勇者》だけじゃない。いま、すぐにできる対応をしなければ、すべてが終わる」

　ライナはそれに、ルシルをにらんで言った。

「だからミルクを喰うって？」

　ルシルはあっさりうなずいた。

「ああ。そうだ。それで解決する」

「絶対させない」

「そうか？　君に私を止められるとは思えないけどね」

　と、また、右手に黒い剣けんを生み出して、言う。

　だがその剣をじっと見つめて、ライナは言った。

「なあルシル」

「…………」

「さっきおまえ、ちょっと手加減してたろ？」

「…………」

　ルシルは答えない。

「おまえが本気なら、おまえを本気で殺す覚かく悟ごができてない俺なんか、簡単に無力化できたはずだ。なのに、さっきは一度引き分けた。あれ、あきらかにおまえ手加減したよな？」「…………」

　やはりルシルは答えない。

　だが、ライナは気にせず続けた。

「……おまえ、ミルクを襲おそうフリして、俺に喰われようとしてるだろ？」

　ルシルが、フェリスによく似た、青く澄すんだ瞳ひとみでこちらを見つめる。

「勘かん違ちがいだ」

「なら、ミルクを喰えよ」

「…………」

「もしくは、俺を喰え。俺はおまえを喰うことはできない」

　だが、ルシルは動かなかった。そしてそれはもう、わかっていることだった。彼は、妹が嫌がるようなことはしない。妹のために平気で自分の命を捧ささげるような奴やつだからだ。

　なら、

「おまえは俺を喰えない。で、俺もおまえを喰えない。さてじゃあ、これは話し合いか？」

　ライナが言うと、それにルシルが、少しだけ疲つかれた色を表情に浮うかべて、手に生み出していた剣を消した。

「……話し合ってる時間はない。それは君にもわかってるだろう？」

　そしてもう一度、苦痛に叫さけんでいるシオンのほうへと目を向ける。

　そう。時間はない。敵がいるのだ。それも、神だなんだと名乗る正体不明の、強大な力を持った奴らが。

　その、神がいま、親友の体を乗っ取ろうとしている。

　ライナもシオンのほうを見る。シオンは悲鳴を上げている。早く救ってやらないと。

　でもじゃあ、どうすればいい？

　すると背後で『女め神がみ』が言った。




《決断から逃にげて、誰も犠ぎ牲せいにならずに前に進めるのなら──》




　その言葉を受け継つぐように、ルシルが言った。

「そうだ、ライナ・リュート。逃げてなにかが解決するのなら、私も人間をやめる必要はなかった」

「…………」

「だがそれも、もういまの君は知っているはずだね。仲間のために──私の妹の命を救うために、何十万人もの人間を殺す決断をした、君なら」

　ルシルは、知っているようだった。あのガスタークとぶつかりあった戦場で、悪あく魔まの力を使って、ライナがなにをしたのかを。

　フェリスや、仲間たちを守るためなら、彼が平然と破壊の力を振ふるえてしまうことを。

　ルシルが、続ける。

「でもだからこそ、私は君を信じられるようになった。決断から逃げない君に。仲間や、私の妹の命を救うためなら、君はなんだってしてくれる。この世界を売り、他の人間がいくら死のうと、君は気にしない。なら」

　そこで、ルシルが指をパチンっと鳴らす。

　すると突とつ然ぜん、ライナの手に、黒く、とても大きな力が込められた剣が生まれた。

「……これは」

　ルシルが言う。

「私を殺し、その力を喰くらうことのできる剣だ。私を喰らえば、私が手に入れた、あらゆる魔の力をそのまま取り込むことができる」

　ライナはその、自分の手で輝かがやく黒い剣を見つめてから、言った。

「でも俺は、おまえを殺さないぞ」

「殺さなきゃ私の妹は守れない」

「おまえが死んだら、フェリスが泣くだろうが」

「ああ、そうかもね」

「だったら」

「だが泣くだけだ。フェリスは君といると、嬉うれしそうだ。安定している。きっと、私の死の傷も、君なら癒いやせるだろう」

「そんなこと……」

　が、遮さえぎって、ルシルは続けた。

「それに、シオンにとっても君は必要だ。シオンはいつも、世界を守ろうとして、追い詰つめられていく。君と違ってクズじゃないから、正しい決断だけを選ぼうとする。なら、クズな君がそばにいてあげたほうが、私よりバランスがいい」

　それにライナは、笑う。

「俺と違っておまえはクズじゃないから、シオンを追い詰めちゃうって？」

「ああ、そうだ」

「あっさりうなずくなよ」

「でも事実だろう？」

　その問いを、否定はできなかった。

　自分はクズだ。それは間違いない。

　自分が守りたいもののためなら、平気で世界も売るだろう。それがわかる。シオンや、フェリスや、ミルクや、キファや、仲間たちを守れるのなら、その他の人間たちが皆みな殺ごろしになったとしても、自分を正当化できることを、もう、知ってしまっている。

　でもそれは、

「ルシル、おまえだって、俺と同じじゃないのか？　妹のためなら……」

「ああ、そうだな。そして、だからこそ私が死ぬ必要がある」

「どういうことだ」

「フェリスは私が死ぬよりも、もう、おまえが死ぬことのほうにより大きく怯おびえている」

「は？　おまえ馬ば鹿かか。そんなはず……」

「いや、少し違うか。もう、私は死んでるんだ。ずいぶん前から神や魔を喰らってきた。実体がすでに、ほとんどない。フェリスだってそれは薄うす々うす気がついている。私はいつ消えてもおかしくない。その覚悟が、おそらくはできている。だから私が消えたことによるダメージは、君が死ぬよりも少な……」

　しかしそれを遮って、

「んなわけ、ねぇって言ってんだろ！　おまえら、家族なんだろ？　家族が死んで、傷つかない奴なんかいない！」

　ライナはそう怒ど鳴なった。

　そう。家族が死んで、傷つかないはずがない。傷が浅いなんてことは、ありえない。

　それは彼が一番知っていることだった。ほんの少し前に、彼も家族を──父親を失ったから。

　父のリューラは、悲しまなくていいと言った。自分はもうとっくに死んでいるのだから、いまさら消えても悲しまなくていいと言った。だけど、悲しまないでいられるはずがない。いまだって、たまに、胸が苦しくなる。もっと父親と一いつ緒しよに過ごしたかったと。

　もっとなにか、二人で、話すことがあったんじゃないかと。

　産んでくれてありがとうとか、愛してくれてありがとうとか、そんな、恥はずかしいセリフはなかなか言えないかもしれないけれど、でも、それでももう少し時間をかけて父と過ごせれば、もう少し、もう少しって、夜、寝ねる前や、ぼんやりと少し時間が空いてしまったときに、考える。

　その気持ちが薄れるようには思えない。

　もしもルシルが死ねば、フェリスは同じ気持ちを抱かかえてしまうだろう。

　それも、その兄のルシルを殺したのが、ライナだと知ったら、どれほどのダメージがあるか。

「俺には、できないよ」

　と、ライナはルシルから渡わたされた剣を、地面に捨てる。すると背後でまた、『女め神がみ』が言った。




《でもならどうするの？　このままなにもしないでいたら……》




　とそこで、突然、シオンが悲鳴を上げるのを止めた。

　瞬しゆん間かん、ライナと、ルシル、『女め神がみ』たちは言葉を止め、一いつ斉せいにそちらを見る。

　いつの間にか、シオンは立ち上がっている。まだ動かない。だが、虚うつろな瞳で地面を見つめ、ぶつぶつとなにかを呟つぶやいている。その声は聞こえない。唇くちびるを読むこともできない。

　だが、勇者が目覚めようとしていることだけは、わかった。

『女め神がみ』が少し焦あせっているような声こわ音ねで言った。




《時間がない。決断しましょう。どっちが死ぬの？　もしくは──私を食べるのは、どっち？》




　ルシルがそれに答えた。

「私がライナに喰われて死ぬ。それが正解だ」

　ライナはそれを制した。

「ちょっと待てって。だからなんであっさりそういう結論に……」

　が、無視して『女め神がみ』が言う。




《でもなぜその結論に？　私をあなたが喰うという展開も》




「だから待てって言ってんだろ。まだ、他に方法が──」

　しかしやはり、二人は気にせず、続ける。

「私がミルク・カラードを殺すと、ライナ・リュートの心が傷ついて、正しい方向へ未来が作られないからだ。だから、ここで私は死ぬ必要が、ある」

　と、言った瞬間、再びライナの右手の中に、黒い剣けんが生まれた。おまけにその剣は、さっきと違って手から離はなれない。剣を持った右手が勝手に振りあがろうとする。

「おい！　やめろルシル！」

　ライナは左手で右手を押さえて、怒鳴る。

　だがルシルは、いつの間にか、ライナのすぐそばに移動してきてしまっている。

　冷たい瞳ひとみ。冷たい表情。ひどく冷れい淡たんで、落ち着いた声音で、

「やめないよ。さっき君が言ったとおりだ。私は手加減をしていた。本気になれば、まだ私のほうが強い。そして、私は君の手で、私を殺す。こい、英えい蛇だの剣」

　刹せつ那な、ライナの右手を乗っ取っている黒い剣が反応する。ぐいっとルシルの首を斬きり裂さこうと動いてしまう。

　だがそれに、

「だ、だめだ！　『稲い死づ光ち』！」

　と、叫さけぶ。

　足で地面を踏ふみ鳴らし、真言法で魔ま方ほう陣じんをスキップして、稲いな妻ずまの魔術を、生み出す。それも生み出したのは、自分の右みぎ腕うでの中央だ。

　稲妻はすぐに爆ばく裂れつする。

　するとライナの右腕が、関節の部分から爆裂する。

「ぐぁっ」

　腕が引き千切られ、宙空を舞まう。

　と同時に、ルシルの剣が、体から離れる。右腕を失ったことによる激しい痛み。だが、その痛みにひるんでいる暇ひまはない。

　相手はルシル・エリスなのだ。あの、圧あつ倒とう的に強いバケモノ、ルシルなのだ。

　一瞬でも気を抜ぬけば、簡単に操あやつられてしまうだろう。

　ライナは大きく後ろへ下がる。そして怒鳴る。

「絶対に、おまえの言いなりにはならないぞ！」

　宙を舞っていたライナの腕を、ルシルがつかむ。

「馬鹿なことを……君はこれから、私の妹を守るんだ。そのためには少し、自分を大切にすることを覚えたほうがいい」

　などと言ってきて、ライナは右腕の痛みに顔をしかめながら、言う。

「そりゃこっちのセリフだ！　おまえこそ自分を大事にしろ。簡単に死のうとするな。生きて、自分で妹を守れよ」

「それができるならそうするが──」

「そうしろ！」

　だが、ルシルはやはり冷たい瞳でこちらを見つめたまま、言った。

「おい、ミルク・カラードに憑ついてる『女め神がみ』。答えろ」




《なんだ？》




「ライナ・リュートがこれ以上自分を傷つける前に、手伝え。私はライナに喰われる」

　すると『女め神がみ』が、こう答えてしまう。




《ああ、わかった》




　それにライナは目を大きく見開いて、背後を見る。

　倒たおれているミルクと、その側かたわらに立つ、『女め神がみ』の姿を。

「だめだ！」

　叫ぶが、もう、『女め神がみ』は動き始めてしまっている。

　その動きはやはり速い。人ではないのだ。そしていま、ルシルと『女め神がみ』を相手にして勝つだけの力は、自分にはない。

「くそっ」

　ライナは必死に下がる。二人から距きよ離りを置く。

「くそ、くそ、どうすりゃいい。おい悪魔！」

　と、自分の側らをふらふらついてくる、道どう化け師のような男に、言った。すると自分の頭の中にだけ、声が響ひびく。




《うん》




「力を、貸してくれ。あの二人に、負けないだけの」




《いいよ。君がそれを望むなら、逃にげ切る力は貸せる》




「ほんとか!?」




《だけど、それに意味があるのかな。あの二人はもう、決断している。君を守ることを。シオンを守ることを。世界を守ることを。で、君の決断は、なに？》




「それは……」




《それを聞かせてくれたら僕は、君の願いを叶かなえるための力を、出来る限りあげるよ。でも、君が選ぶのは、なんだろう？　どの選せん択たく肢し？　逃げて、話し合って、それはいいだろう。でも、そのあと、なにを選択する？

　どんな傲ごう慢まんな願いでもいい。手を汚よごしたくないし、短期的に誰だれかが悲しむのが嫌いやだから、決断から逃げたいと願ってくれるのでも、いいよ。この場所から、君だけ外へ出すことだって、できる。でも、なりゆき任せじゃなく、君が選んでくれ。なにを選ぶ？》




「…………」




《１，ルシルを喰くうか。




　２，ルシルに喰われるか。




　３，ミルクを喰うか、ルシルに喰わせるか。




　４，全部から逃げて、目を閉じて、復活した勇者に、すべてを喰い散らかされるか。

　さて、どれをいま選んでる？》




「お、俺は……」

　するとそこで、ルシルが言った。

「ライナ・リュート。悪魔と話すな。現実から逃げるな。私のほうを向け」

　ライナは、しかし、ルシルを見て言った。

「洗脳の魔法でも使うか？　そうはいかないぞ。俺は、ここで絶対にあきらめたくない」

　だがルシルはやはり静かな表情のまま、言った。

「どうせおまえはあきらめる」

「ふざけ……」

「これはもう決まっていることだ。この世界を救おうとしていた未来が見える少女が、今日、私とおまえの関係がこうなるように仕向け、作り上げた。で、その通りに進んでいる。もしも君がそれから逃げるというのなら、その少女の死は、無む駄だ死じにになる」

　突とつ然ぜん、そんなことを言い出して、その言葉の意味が一瞬わからなかった。

　だが、ライナはそこで、ルシルの金色の髪かみの毛の先が、徐じよ々じよに紫むらさき色いろに変わり始めているのが、わかった。

　そしてその紫を、ライナは以前に見たことがあった。

　魔眼保持者たちを守っていた、少女の髪の毛だ。『未来眼トーチ・カース』という瞳で、未来を見る代だい償しように、自分の未来も譲ゆずり渡わたしてしまっていた少女──エーネの髪の毛の色が、その紫だった。

　つまりいま、ルシルは、エーネから奪うばった『未来眼トーチ・カース』を使っているということになる。

　ライナはルシルをにらんで言った。

「おまえも、未来を見てるのか？」

　するとルシルは答えた。

「絶望的な、仮の未来をね。だけどいまなら変へん更こうは可能だ。君がここで、私を──」

「できない！」

「聞け。そんなたいそうな話じゃない。どうやら私は、今日、いま、ここで君に喰われるために存在していたようだ。優やさしい君にはできないだけの、大量の神や魔を、君に喰わせてやるために、私は存在した」

　と、ルシルがそこで、手を上げる。

　すると彼の背後に、無数の、ありとあらゆる色や形をした剣が、まるで扇おうぎのようにザザザッと生み出される。

　ルシルが続けた。

「千の魔だ。これを集めさせるためにたぶん、リューラ・リュートルーは、悪魔を切り分けて君と私に分け与あたえた。そしてそれを、エーネがコントロールしていた。君が生きていけるように。君が、世界を救えるように──」

　そう。

　そうだ。

　リューラも、エーネも、自分の命を捨ててしまっていた。

　それは世界を救うために。

　ライナを救うために。

　ひどい苦痛の中で、それでも必死にいまの状じよう況きようをなんとかしようと、戦っていた。

　もしこれが、あの二人がやりたかった計画の一つだったとして、それを受け入れなければ、あの二人の死が無駄になるのだとしても。　でも、それでも、

「……俺は、もう、これ以上誰かが死ぬのを見たくないんだよ」

　と、ライナが言うと、ルシルが答えた。

「だが、これで最後だ。私を受け入れれば、君はすべてを守ることができる力を手に入れる。さあ、受け入れろ」

「……嫌だ。他に方法が」

「ないよ。私を受け入れなければ、あと数分で、シオンは消える。勇者が目覚め、世界は終わる。そうしたら皆みな殺ごろしだ。それを君は、私を受け入れておけば──と後こう悔かいしながらただ呆ぼう然ぜんと眺ながめる──という未来も、いま、私には見えている」

『未来眼トーチ・カース』だ。

『未来眼トーチ・カース』で、いま、ルシルは未来を見ている。

　彼の髪が、みるみるうちに紫に染まっていく。

「やめろ。未来を見るな。未来を見たら、おまえの命も──」

「早く君が私を喰ってくれれば、この苦しみも消えるんだけどね」

「それはできないって言ってんだろ。第一、俺がおまえを喰ったとして、フェリスにいったい、なんて言えば……」

　が、それを遮さえぎって、ルシルは言った。

「ならもう、自分の目で見て決めるか？」

「え……」

「君の魂たましいを使って、君に未来を見せる。あとは君が決めろ」

　と、ルシルが走り始める。その動きが、速い。気づいたときにはもう、ルシルの手が、ライナの顔を、両目を覆おおうようにつかんでいて。

　その掌てのひらに、瞳ひとみが生まれる。

　その瞳は、しかし紫色に染まっている。その紫が、ライナの頭の中にぐぐっと侵しん入にゆうしてきて──




「や、め……」

　だが、言葉はそこまでだった。

　脳内に無理矢理、未来が入り込んでくる。

　ライナの魂を喰らって。

　未来を喰らって。

　希望を喰らって。

　視界すべてに、未来の映像が──







　　　第三章　いくつかの未来







　ルシルに『未来眼トーチ・カース』の力を無理矢理脳内にたたきこまれ、一いつ瞬しゆんにしていくつもの未来を見てしまった。




『未来眼トーチ・カース』の光景は常に同時にいくつもの未来を体験するようになっているようで、視みるのは非常に疲つかれる。

　脳が沸ふつ騰とうしそう。

　全身が粉々に砕くだけそう。

　耳鳴り。

　動どう悸き。

　痛みがすべてを支配する。

　だがそれでも、目の前に広がる未来の断片の山は、視る者の目を離はなさない。

　なにせそれは、もっとも知りたい、それでいて知りたくない、自分たちの行く末の光景なのだから。

　最初に興味を持って視ることができたのは、穏おだやかな世界だった。

　どうやら自分はフェリスと一いつ緒しよに暮らしているようだった。

　子供も二人いた。

　子供たちはかわいかった。

　愛を知らず、孤こ独どくに、誰だれにも触ふれあいたくないと長いこと騒さわいで生きてきたような気がするが、自分にもあんなふうに愛を持って子供に接することができるようになるというのを視るのは、驚おどろきだった。

　だがその世界は滅めつ亡ぼうへと向かっているのだという。穏やかな、愛のある生活は、しかしもう取り返しのつかない破は滅めつの到とう来らいをどうにもできず、ただ、ただ、自分は、家族を抱だきしめて絶望しているようだった。

　そこから送られてくるメッセージはこうだ。

『絶対に、この世界を選ぶな』




　未来の自分はそう叫さけんでいた。

　大切な家族に囲まれ、しかしそれを守れない世界。

　それは、死よりも辛つらい。

　そういうメッセージが送られてきていた。

　ぬくもり。

　絶望。

　悲痛。

　ライナはその未来を視るのをやめる。その未来は選ぶべきではないから。

　そして暗くら闇やみの中、浮うかんでは消えるいくつものフラッシュバックする光景の中の、どれを視るかを考える。

　だが、いまいちうまく、視たい未来を選んで視ることができない。

　なにかを選ぼうとすると自分の命が消しよう耗もうするのを感じる。

　遠くを視ようとすればするほど、自分の魂が摩ま耗もうするのを感じる。

　だが選ぶ必要がある。

　ここで未来を視る必要がある。

　たとえばこの現い在まが、リューラやエーネが必死にこうなるように命を捨てて繫つないでくれたのであれば、自分も、未来が少しでも平和で、幸せになるように──

「命を使っても、未来を視ないと」

　と、彼は呟つぶやいた。

　するとより大きく、『未来眼トーチ・カース』は自分の命を使った。

　すると暗闇の中。

　いくつかの未来がピックアップされるように目の前に現われる。

　彼はその一つを選ぶ。

　瞬間、より明確に、明めい瞭りように、未来の景色が頭の中で再生される。







　──とある未来２







「これは聖戦だ！　生き残るための、最後の戦いだ！　勝つぞ！　絶対に勝つ！」

　シオン・アスタールの声が、響ひびいた。

「殺せ！　殺せ！　殺せ！　神を！　バケモノどもを！　この世界の敵を、皆殺しにするんだ！」

　そんな、シオン・アスタールの声がした。

　するとその声に応こたえるように、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　大地が揺ゆらぐほど大きな、人間たちの声が響き渡わたった。

　それはどこかの、戦場のようだった。

　広大な平原に、シオンが率いる人間の軍勢がいる。

　人間たちが立ち向かう先には、空間を歪ゆがめるように、闇が広がっていて、その中に異形たちの姿がある。

『女め神がみ』や、まだ、ライナのよくわからないバケモノたちが、現実世界へと出てこようとしている。

　人間たちは『忘却欠片ルール・フラグメ』を掲かかげ、その闇に突つっ込んでいく。

　殺し合いが始まる。

　人間が、神々が、次々と死んでいく。

　それをライナがぼんやりと見つめていると、兵たちに命令し終えた、真っ白い甲かつ冑ちゆうを着たシオンが、こちらへ近づいてくる。

「ライナ」

「……ん？」

「やるぞ。これが最後の戦いだ」

　しかしそれを、ライナは

「だけど勝ちめ、ないだろ、これ。俺たちはそれをわかってる」

　ライナがそう言うと、シオンは少し悲しげな顔になる。

「ああ、そうだな」

「ならこれは、自殺だ」

「ああ」

「じゃあ、なんで戦う？」

　するとシオンが答える。

「戦わないで死ぬよりは、ましだからだ」

「でも……やっぱりこんなの、自殺だ」

　ライナがうめくように言うと、シオンはますます泣きそうな顔になって、言う。

「くそ。どこで、間ま違ちがったんだろう」

「…………」

「もう、ほとんど仲間を失った。クラウも、カルネも」

「…………」

「キファも、ミルクも」

「…………」

「ミラーも、フロワードも、ルークも、みんな死んだ」

「…………」

「それでも、まだここから頑がん張ばれることがあるなら、そうしたいけど……」

　シオンは泣きそうな顔。

　だが、それから口だけがにやりと笑い、

「まあ、泣き言いっても仕方ないな。間違ったのは、俺たちだ。最後ぐらい命がけで戦おう。ライナ」

「ん？」

「俺のことを喰くっ……」

「それはできない。それにもう、手て遅おくれだよ。いまそれをしても」

「ああ……そうだな。もっと早く、俺はお前に喰われてればよかった」

　が、ライナはそうは思わなかった。親友を喰って、殺して、前に進むくらいなら、死んだほうがいいと、いま、この状じよう況きようになってさえ、思う。

　だがシオンは続けた。

「そうすればキファは死ななかったかもしれない。ミルクも。アルアや、他の仲間たちも」

「だがそれをしたら、おまえが死んだ」

「みんな死んだら、元も子もないだろ」

「それに喰ってても、どうにもできなかったよ。俺一人の力じゃ……」

　と、ライナは、世界を侵しん蝕しよくしてくる闇の大きさを──世界の終わりを見る。それは自分だけではどうにもできないことが、見るだけでわかった。

　あれをどうにかするには、なにをしたらよかったのか。

　シオンが言った。

「だけど、まだフェリスが生きてる。少しは生きてる仲間もいる。俺をおまえが喰ってくれれば、数日は戦える」

　ライナは闇を見つめながら、言う。

「たった数日、生き延びてどうする？」

　シオンが答える。

「たった数日でも、必死に生きた証あかしが残る。俺たちは頑張ったって」

「…………」

「なあライナ。頼たのむよ。自殺は嫌いやだ。だから、俺を喰って、最後は一緒に戦おうぜ」

　と、シオンが言う。

　ライナはそちらを見る。するとこんな状況なのに、シオンは笑っていた。悲しいほどに笑っていた。それは世界を守ろうと背負っていた責任から、解放されたからだろうか。

　ライナはその、シオンを見つめ、あがくように言った。

「他に方法は……」

「ない。わかってるだろ？」

「わかってるのは、おまえを喰ったところで世界はもう」

「なら死に方を選ばせてくれよ。俺は戦って死にたい」

「…………」

「親友の力になって、最後は戦って死にたい。じゃなきゃ、俺を信じてついてきて、死んだ仲間たちに示しがつかない」

　そう、シオンは言った。

　ライナはそれに、深い絶望を感じた。この状況をどうにもできない自分に、怒いかりを感じた。

　本当に、どこで間違ったのか。

　どうすればよかったのか。

　ライナは震ふるえる手をゆっくり上げていく。手を上げながら、

「……シオン」

「ん？」

「俺は、おまえに死んでほしくない」

「はは。でももしもあの世ってのがあるなら、またすぐ会えるよ」

「それでも……それでも、俺を残して、いくなよ」

「俺がいないと寂さびしいって？」

「うん」

　するとまた、シオンはそれに穏おだやかに笑った。

「喰ってくれれば、ずっと一いつ緒しよだ。二人で世界をなんとかしよう」

「できない。できないのはもうわかってる！」

　ライナはそう、怒ど鳴なった。そのときにはもう、自分の瞳ひとみから涙なみだが溢あふれ出てきてしまっていた。

　自分は弱い。シオンと別れるのが、嫌なのだ。もう、世界が終わるとわかったこの状況でも、せめてシオンとは最後の最後まで、生きて、一緒に戦っていたかったのだ。

　だが、それに、シオンが言った。

「ああ、ライナ。俺も同じ気持ちだ」

　ライナが顔を上げると、シオンはやはり嬉うれしそうに笑っていた。

「泣いてくれてありがとう。おまえに出会えて──友達になれて、よかったよ」

「…………」

「じゃあ、先にいく。最後の最後で、全部をおまえに任せちゃうけど、やれるよな？」

「やれない」

　と、ライナは子供のような駄だ々だをこねる。

「だいたい！　俺にできるわけ、ねーだろ！　俺はそもそも、戦うのとか、嫌きらいなんだよ」

「……ああ、そうだな」

「毎日昼ひる寝ねして、昼寝して、なんか頑張ったり、一生懸けん命めい生きたり、そんなことは苦手で」

「わかってるよ」

「だから、だからシオン、俺をおいて先に死ぬなんて……」

　が、遮さえぎって、シオンは言った。

「でもやっぱり、まだフェリスが生きてる。おまえは怠なまけ者だけど、守るものがあれば、際限なく頑張れる奴やつだってことも、もう知ってる」

「…………」

「俺は親友だから、おまえは結局、やるって知ってるんだ」

　と、シオンが明るく言って。

　ライナはそれに、涙でぐちゃぐちゃな顔で、親友を見る。

　するとシオンはにっこり笑っている。

　もうシオンの決意は変わらない。いや、結局、もう、それしかないのだ。

　それをしたところできっとなにも変わらないが、それでも、自分たちができることは、それしかなくて。

　ライナは、震える手でゆっくり、ゆっくり、シオンの首をつかむ。

　するとシオンがそれに、嬉しそうに言った。

「よーし。んじゃ、いじめっこ王様からの最後の命令だ。ライナ。俺を喰え。じゃないと、おまえのお気に入りの枕まくらを捨てるぞ」

　それにライナは涙でぐちゃぐちゃの顔のまま、ははっと笑って、そしていつもみたいに。あの、ローランド帝てい国こくの執しつ務む室で、二人でずっと過ごしてきたときのように、言った。

「……まーじかよー。俺もう、三日徹てつ夜やでおまえに働かされてんのに、まだこき使う気か？」

「ああ」

「ったく、仕方ねぇなぁ。じゃあ、枕捨てられたくないからやってやるけどさ」

「ああ」

「おまえを……喰って……やるけど……」

　声が、震える。また、涙が溢れ出す。

　するとシオンの瞳からも涙がこぼれて、

「ライナ」

「ん？」

「じゃあな。もし次生まれ変われたら、また友達だ」

　それにライナはうなずき、

「ああ。そんときは、頼む」

　シオンは笑う。

　ライナも笑う。

　二人とも、涙でぐちゃぐちゃの顔のまま笑って、そして。

「…………」

　ライナは、シオンを喰った。

　目の前から親友の姿が消える。
















　完全に消しよう滅めつする。

　すると、勇者の力が自分の中に入ってくる。あまりにも強大な、世界をどうにでもできてしまいそうなほどに強大な力が、自分の中の悪あく魔まの力と一つになる。

「…………」

　だがそれでも、たぶん、もうすべては手遅れだった。

　ライナは地面に膝ひざをつく。

　強大な力を手に入れたのに、彼はより深く絶望する。

　すると背後から声がかかる。

「ライナ」

　フェリスの声だ。

　ずっと支えてくれた、相棒の声。

　彼女を守らなければならない。

　彼女を守らなければならない。

　その気持ちだけで、彼は再び立ち上がろうという気持ちになる。だがそのまま、ゆったりと地面にあぐらをかく。

「……シオンは？」

　と、彼女は聞いてくる。

　説明するために、ライナは振ふり返った。だが彼女も泣いていた。見ていたのだ。いまのシオンとのやりとりを、全部、彼女は見ていたのだ。ライナがシオンを喰くったことも、もう知っているのだ。

　なら、「シオンは？」という問いかけの意味はなんだろうか？──そう考えてから、ライナは答えた。

「親友だ」

「そうか」

「親友を喰って、俺は戦う。でも、たぶん勝てない」

「…………」

「俺は馬ば鹿かで弱いから、どっかで決定的に間ま違ちがえちゃったんだ。だから、勝てない。最低最悪の、クズだよ」

　だがそれに、フェリスは大きくうなずいて、言った。

「おまえが馬鹿で間ま抜ぬけでスケベなクズだってことは、いまに始まったことじゃないだろう？」

「いやそこまでは言ってないんだけど」

「街を歩くだけで女を孕はらます野や獣じゆう君だしな」

「なんだよそれ。こんな状じよう況きようで、そんな冗じよう談だん言うか普ふ通つう」

　とライナが苦笑しながらフェリスを見る。

　だが、もちろん彼も、こんな状況だからこそ、彼女がそんなことを言っているのはわかっていた。

　彼女はいつものように、串くしだんごを二本、手に持っている。一口かじる。もぐもぐと食べる。

　それをライナはあきれたように見つめ、

「最後の晩ばん餐さん？」

「ああ。食べるか？　シオンよりうまいぞ」

「その冗談は笑えないな～」

　といいながら、ライナはだんごを受け取る。

「ってか、二本しかないのに、俺が食べちゃっていいの？」

　と聞くと、彼女は肩かたをすくめる。

「初めからおまえの分だ」

　どうやらライナの分を持ってきてくれたらしい。彼はそれを食べる。うまい。彼女の用意するだんごはいつだってうまい。

　そしてきっと、だんごを食べるのはこれで最後になるだろう。

　日常は終わった。

　平へい穏おんは終わった。

　世界は終わった。

　人間は、また負けたのだ。

　ライナはだんごを食べながら、人間たちが、神に立ち向かっていく姿を見つめる。

　みんなが次々殺されていくのを見る。

　それを見つめながら、言った。

「……ああ、くそ、世界はリセットされるな」

「そうだな」

「戯たわ言ごとだけど、もしもそこでまた生まれ変われるなら、もうこんな間違いはしたくないな」

　すると横でだんごを食べながら、フェリスが言う。

「だがいったい、おまえはどんな間違いをした？」

「いろいろ間違ったよ」

「だからたとえば？」

「そりゃ……その……あのときルシルを……」

「ん？」

「いや、まあ、んなこと考えても仕方ないか。もし生まれ変わりがあったって、そんときは記き憶おくはないし……それに、一度進んだ時計の針はもう二度と戻もどらない」

　フェリスがだんごを食べながら、うなずく。

「ああ、そうだ。おまえが変態色情狂きようのクズなのも変わらないしな」

「ってか、あのさ、最後くらいもうちょい褒ほめあおうよ」

　すると彼女はそれに真まっ直すぐこちらを見つめて、言う。

「だがそのクズでいいんだ。私はそのクズが好きでそばにいるのだから」

「え……」

「だからおまえはなにも間違ってない。正しいことをするおまえはおまえじゃないだろう？　なら、これでよかった。誰だれも責めない。最後の最後で後こう悔かいするな」

　そう言って、フェリスはだんごを食べ終わる。

　最後の一本だ。

　これがこの世界で、生きて食べられる最後のだんご。

　ライナはそれに、自分の串だんごを見る。まだ一つ、だんごが残っている。それを彼はしばらく見つめてから、言った。

「なぁフェリス」

「ん？」

「俺のだんご、一個だけ残ってるんだけど、食べる？」

「それはおまえの分だ」

「でも、あげたいんだけど」

　すると怪け訝げんそうな顔でフェリスがこちらを見下ろして、言う。

「どういうことだ？　不ま味ずかったか？」

　それに、ライナは答えた。

「いや、うまかったよ。でももうすぐ世界は終わるからさ」

「ああ」

「だから、ずっとそばにいてくれた相棒に……好きな女の子に、最後のプレゼントがしたいと思って」

　と、言った瞬しゆん間かん、フェリスの白い頰ほおが、真っ赤になった。こちらを見つめ、そして、

「そうか」

「俺の食いかけだけど、いいかな？」

　だがフェリスは手を伸のばしてくる。その指がライナの手に触ふれる。彼女の指はなめらかで、温かかった。だんごの串を渡わたす。彼女はそれを見つめ、

「よし、おまえの気持ちは、受け取ろう。今日からおまえは、私の奴ど隷れいだ」

　などと、赤い顔のまま言うので、彼は笑ってしまった。

「出会ったときから、いっつも俺はおまえの奴隷だったじゃないか」

「ならこれからもずっと奴隷だ」

　これからもずっと──

　フェリスはそう言った。

　これからもずっと──

　でも、もうシオンも消えてしまった。イリスも、キファも。ミルクも。アルアや、トアレ、ゾーラ、ピア、ペリア、クラウやルークや……

　とにかく、もう、みんなみんな死んだ。

　そして明日には自分たちも死ぬだろう。

　この世界ごと消滅するのだ。

　でもどうしてこうなったのだろう。

　どこで間違えた？

　それともそもそも、この世界の終わりを防ぐ方法はなかったのだろうか？

　ライナは自分の呪のろわれた瞳ひとみで、ぼんやりと世界を見つめる。

　人間たちが、仲間たちが、どんどん死んでいってしまう世界を見つめる。

　ライナの瞳には虹にじ色いろの渦うずがぐるぐると渦巻いている。勇者を喰らい、より強大になった魔眼が、闇やみに覆おおい尽つくされていこうとするこの世界の仕組みを見つめる。

　するとライナの瞳にはそれが、表で、グラフで、数式で、次々と解かい析せきされていくように映る。

「……俺は、いったい」

　どこで間違えた？

　一番最初の間違いは、あそこだ。

　まだ、この世界が神々の侵しん入にゆうを拒こばむことができたころ。

　レムルスが結界を張ってくれて、仮かり初そめの平穏があったころ。

　あそこで、大きく前に踏ふみ出すべきだった。

　ルシルを喰うのだ。

　世界を守るために。

　仲間を、家族を守るために、ルシルを喰うのだ。

　あそこで、それをしていれば。

　もしもフェリスに兄を殺したことで嫌きらわれたとしても、

「…………」

　あそこできちんと、力を手にいれて前に進む覚かく悟ごをしていれば、自分は、仲間たちを守れたかもしれない。

　それにライナは気づいて。

「……ごめん、みんな」

　と、言った。

　するとフェリスが言った。

「なぜ謝る？」

「俺が、怠なまけ者だったから」

「おまえは最初から怠け者だろう」

「ああ、そうだな。で、そのせいで……」

　が、遮さえぎってフェリスは言った。

「おまえのせいじゃない。それはみんなわかっている」

　フェリスはそう言ってくれるが、そのみんなはもう死んだ。

　死んだ。

　死んだ。

　死んだ。

　と、そこで、目の前に無数の神々が、闇から飛び出してきて。

「きたぞ！」

　と、フェリスが叫さけぶ。

「俺の後ろに下がれ、フェリス！　いまの俺なら、少しの間くらいはおまえを守れ──」

　が、そこで、背後から声がする。




《終わりだ勇者。終わりだ悪あく魔ま。すべて終わりだ》




　背後にも、もう、闇は迫せまってきているようだった。

　続いて、フェリスの小さな声。

「がっ」

　だが、聞こえたのは、それだけ。

　ライナはそれに、振ふり返ることが、できない。目の前に押し寄せてくるバケモノどもを押しとどめるので精せい一いつ杯ぱいで、振り返れない。

　だから叫んだ。

「フェリス！」

　大きく叫んだ。

「フェリス！　返事をしてくれ！」

　だが返事はない。

「頼たのむから！　頼むから、返事を……」

　返事はない。

　ライナの全身が、震ふるえるのを感じた。

　生きる気力が、自分の中から失われていくのを感じた。自分の中の力は、ひどく大きい。勇者を喰くったからだ。勇者と悪魔が合わさって、この世界の闇を消し飛ばすことができるんじゃないかというほどに、大きい。

　しかしそれは、守る者がいて初めて意味がある。

　誰かがそばにいてくれて初めて、価値があるものだった。

　なのに。

「…………」

　目の前に押し寄せる神々の第一陣じんを薙なぎ払はらって、ライナはゆっくり、ゆっくりと振り返った。

　するとそこにも、何匹びきかの醜みにくい神どもがいた。

　そしてその神の足あし下もとに、ライナが渡しただんごの串くしを持った、白い手が落ちている。

　あったのは、それだけ。

　それをライナは見つめる。

　彼の瞳にはやはり、虹色の渦がぐりぐりと渦巻き、その、仲間の死を、相棒の死を、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなだんご娘むすめの死を──でも結局いつも優やさしかった女の子の死を、グラフで、数式で、チャートで、情報として脳内に映し出す。

　その情報では、彼女は死んだのだという。

　もう笑わないのだという。

　もうだんごも食べないし、冗じよう談だんも言わないのだという。

　それを見つめて。

　ライナはそれを見つめて。

「……うおぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　全身の魔力を噴ふき出しながら、神々が蠢うごめく闇の中へと突つっ込んでいった。

　そして神を殺す。

　神を殺す。

　神を殺す。

　だがそれも、しばらくの間だけだ。

　魔力が切れれば、それで彼も消えるだろう。

　終わりだ。

　負けだ。

　でもそれでいい。

　すべてを失って、もう、生きる気力だって残っていない。

　ああ、でも、もしも人生をもう一度やり直せるのなら。

　もう一度、やり直していいというのなら、どこからやり直そうか。

　生まれるところから、なんて、ワガママは言わない。仲間たちと、最後の戦いを始めるところからでいい。

　そしたらもう少し、素す直なおになって、みんなに優しくするのだ。

　生きていま、一いつ緒しよにいられることを。そばにいてくれることへの感謝を。みんなのことを好きだという気持ちを、もっと、もっともっと伝えて、それから。

　傷つくことを恐おそれず、仲間を、家族を、大切な人たちを救うことだけに、力を使おう。

　もしもやり直しがあるのなら。

　もしも、もしも、もしも。




　だが結局、人生にやり直しなんて、ない。

　ライナの魔力は、人間の時間でいうところの、七日と十二時間保もった。その間、神々を殺して殺して殺し続け、しかし、それにはなんの意味もなかった。

　神々は無数に存在して。

　そして彼の魔力には限界があった。

　ある日、魔力が切れた。

　彼はすべての魔力を失い、闇の中で、ただの人間に戻もどった。

　そのときにはもう、メノリス大陸に生き残っている人間は、ライナ一人しかいなかった。　闇の中、ライナはぐったりと立つ。

「……ああ、終わったな」

　周りには腹を空すかせた『女め神がみ』たちが、彼の中の魔力が本当に失われたのかを警けい戒かいするよう見ている。

　もしも力がないことが知れれば、すぐに襲おそわれて、喰われてしまうだろう。

　ライナはそれを、ぼんやりと見つめ、それから半眼で笑って、

「……早く、喰えよ。俺は終わりだ」

　だがまだ、『女め神がみ』たちは警戒している。

「さっさと世界をリセットしろ。物語は、終わった」

　まだ、『女め神がみ』は襲ってこない。

　それに、ライナは、

「早く、殺せ！　もう、俺には生きる意味は……」

　が、そこで一匹ぴきの『女め神がみ』が飛び出してきた。そいつが彼の腕うでに喰らいつき、引き千切る。

　彼は抵てい抗こうできない。

　それを見たもう一匹が、右足を。

　もう一匹が、左足を。

　さらに群がってきた二匹が彼を押し倒たおす。はらわたに喰らいつく。

　凄すさまじい痛みが全身を襲うが、それはこの終わる世界、最後の人間の輝かがやきだった。

　ライナはその痛みに、自分がまだ生きていることを感じながら、かすかに笑って、

「ああ、やっと俺も、みんなのとこへ……」

　そこで『女め神がみ』が、ライナの首を引き千切って、喰った。







　だがこれは未来の光景。

　これはとある未来の光景。

　しかしたった十年後にくる世界の光景。




　そんな、いくつもの未来を、断片的にだがライナは見た。

　どの未来でも、誰だれかが死んで、叫んで、最後は世界が終わる。

　シオンの死を。

　フェリスの死を。

　キファの死を。

　ミルクの死を。

　だがもう、それを見たくないとしたら、どうしたらいいのか。

　どうやって未来に進んだらいいのか？

「それを、見せろ！」

　ライナは怒ど鳴なった。

　自分の中にある力を、魔力を、すべて練り込んで放つようにして、そう怒鳴った。

　すると自分の体が、魂たましいが、命が、未来に吸い取られていくような感覚があった。体のすべてが紫むらさきに染まっていくような、そんな感覚。

　だが、別にそれはよかった。

　それで生きるべき未来が見えるなら、みんなが笑っていられる場所への道筋が見えるなら、それでよかった。

　だって、誰かが死ぬのは、嫌きらいなんだ。

　殺すのも嫌い。

　泣かれるのだって、泣くのだって嫌いやだ。

　人生を選べないというのはどういう気持ちだろう？

　家族が死ぬのは？

　好きな人が死ぬのは？

　誰もこんなのは望んでない。

　なのになぜ、世界はそんな無意味な悲しみを笑いながら欲しがる？

　なにかを無理矢理変えたいと思ったことはなかった。けど、変えなきゃ悲しいし、も　うなにも失いたくないから。

　めんどくさい話だが。

「…………」

　本当に、本当に、めんどくさい話だが、そろそろ前へ進もうかと思う。たとえ自分の命を削けずったとしても、必要なら、見たくない未来まで、すべてを見てやる。

　そして、今度こそ作るのだ。

　もう誰もが、なにも失わない世界を手に入れるために。

　シオンも、フェリスも、キファも、ミルクも、みんなみんなみんな泣かないし、死なないし、思い詰つめなくてもいいような世界を。

　みんなが笑って、昼ひる寝ねだけしてればいいような世界を、

「寄こせぇえええええええええええええ！」

　ライナは叫さけんだ。

　自分の命が大きく奪うばわれていくのを感じた。

　脳内を無数の未来の可能性が明めい滅めつする。

　だがほとんどだめだった。幸せな未来は少なかった。

　そりゃそうだ。

　世界は終わると神が決めたのだから。

　そしてその終わりは近い。

　だがその、運命めいたものを破は壊かいし、貫つらぬくにはどうしたらいいか？

「…………」

　それは、わからなそうだった。『未来眼トーチ・カース』は断片的な未来しか見通せない。断片では、その方法を見つけるのは、無理だ。

　だが、可能性があるのか？

　それだけは知りたかった。

　頑がん張ばる価値があるのか。

　それだけは知りたかった。

　じゃなきゃ、一番最初に見た未来が一番穏おだやかだ。戦うことをあきらめて、みんなで静かに暮らして最後に破滅を受け入れようという未来が、一番充じゆう実じつしてるだろう。

　たった十年だが、みんなと笑って、泣いて、それから昼寝もたくさんすることができる。

　でももしもその可能性を捨てて、だめでも頑張るというのなら、なにか希望が欲しかった。
















　なにか。

　なにか。

　なにか、ないのか。

「…………」

　だけど、いくら探しても、どれだけ必死に探しても、そんな都合のいい未来は、なかった。

　人はいつか、なにかをなくす。

　いまの若さはいましかなくて、今日は今日しかなくて。

　生まれて、そして死んでいく悲しみは、拭ぬぐいきれない。

「…………」

　でも、それでもその未来は、比ひ較かく的みんなが笑っているように見えた。一番遠くの未来で、シオンとフェリスが、笑っているように、見えた。

　もちろんそこまでに、誰も死なない未来じゃない。

　泣かない未来じゃない。

　おまけにぼんやりと断片的で、どうやったらその未来へ進むことができるかもわからないけど、それでも、そんな未来があるとして──一番重要なのは、そこに、ルシルがいるかどうかだった。

　もしもその未来にルシルがいるのであれば、いまここで、ルシル・エリスを喰くうわけには──

　が、そこで、

「……あ」

　と、思わずライナは声を上げた。

　いま、見ている未来の映像の中央に、ルシルの姿が現われたからだ。

　これで決定だった。ルシルを殺すことは──

　しかし奇き妙みようなことが起こった。未来の中にいるルシルが、こちらに話しかけてきたのだ。

「いや、ライナ・リュート。この未来までは私も見たんだ」

　ライナはその、ルシルを見つめる。

「……どういうことだ？」

「ここにたどりつくのに、私を喰う必要がある」

「なら、だめだ。別の未来を──」

「もうこれ以上未来を見るな。ここで死ぬよ」

「それでも」

「ライナ・リュート。もう、いくつも未来を見ただろう？　そこで私の妹は、君にどんな表情を見せた？」

「…………」

「まったく、うんざりだよ。君みたいに眠ねむそうで、やる気のない、馬ば鹿かそうな男の前で嬉うれしそうに笑う妹を見るのは」

「…………」

「でも妹は笑う。君さえいれば、どの未来を選んでもしばらくの間フェリスは幸せでいられる。その側かたわらに私は必要ない」

「そんなこと……」

　だが、ルシルはじろりとこちらをにらんで、言う。

「もう、時間がない。選べ。逃にげるか、前に進むか」

　それに、ライナは聞いた。

「ルシル」

「なんだ」

「おまえはどれくらいの未来を見た？　これ、たぶん、見る人によって、違ちがう未来を見るだろ」

「ああ、景色を選んで見られないからな」

「ならどんな未来を見た？　どのルートを進めばいい？」

「…………」

「すべてを解決できるような未来は、見れたか？」

　だがルシルは答えない。いい未来は見ていないということだ。でもなら、

「希望がないなか、相棒の兄貴の命を喰っても頑張れって？」

　するとそれに、ルシルが答えた。

「君がいま見ようとしていた未来。あれは私も見た。詳しよう細さいはわからないが、シオンも、フェリスも笑っているように見えた」

　確かにそうだった。

　他の未来よりは、だいぶましなものに見えた。

「……だがあれが、世界の終わりを回かい避ひしたものかはわからない」

　そう。

　あの光景が、いつの出来事かはわからなかった。だからあそこを一直線に目指そう、というわけにはいかない。

　ルシルが続けた。

「だがそれでも、生きてれば未来は開けるかもしれない」

「ならおまえも死ぬなよ」

「私を生かしたあとに起きる未来は、もういくつも見ただろう？　どうだった？」

「…………」

　どれも最後の最後が、最悪なものだった。そして後こう悔かいするのだ。自分は、選せん択たくを間違ったのか、と。

「でもここでおまえを喰ったって」

　するとルシルはうなずいた。

「ああ、未来は開けるかわからない。でもだからといって歩みを止めるわけにはいかない。誰だれよりも早く決断し、誰よりも早く前に進めば、間違いを修正する時間が手に入るかもしれない。だから、早く選択しろ。私を喰って力を手に入れ、君が世界をなんとかしろよ、ライナ・リュート」

　時間がないのは、本当だった。

　シオンの力が──いや、勇者の力がどんどん大きく膨ふくれあがっていくのを感じる。あれを止めなければ、破滅はすぐにでも始まる。

　勇者は目覚め、十年かけて世界を破壊し尽つくしていく──という未来は、すでに見ていた。

　すぐに止めるには──

　そして、最小の犠ぎ牲せいで止めるには、ルシルと、ルシルの中にいる悪あく魔まの力を吞のみ込むしかない。

　それに、ライナは、

「……ほんとに、これしか」

「ない。君にもわかってるだろう？」

「……フェリスに、なんて言えばいい？」

「別になにも。勝手に死んだと」

「そんなわけには……」

　だがルシルは、近づいてくる。ライナが、彼を喰らうことができる範はん囲いまで、近づいてくる。

　彼の顔は、フェリスによく似ている。艶つややかな金色の髪かみに、異常までに整った容姿。

　ルシルが言った。

「だが死ぬ前に一つ、質問がある」

「質問？」

「ああ」

「なに？」

「おまえは、私の妹が、好きなのか？」

　なんてことを、突とつ然ぜん聞かれて、戸と惑まどう。

「え、って、なんだよそれ」

　もちろん、好きか嫌きらいかと聞かれれば、好きだった。こんな自分のそばにずっといてくれて、支えてくれる相棒なのだ。辛つらいときも、彼女はいつも受け入れて引っ張ってくれて、嫌いなはず、なかった。

　だが、ここでの好きは、どういう意味なのだろうか。

　彼女の兄が言っている好きの意味が、いまいちわからなくて、ライナは聞いた。

「それ、なんて答えたら正解なの？」

　するとルシルが言う。

「まあ、好きと言ったら殺すな」

「はぁ？　なんだよそれ」

「だがもし好きなら、妹を守ってやってくれ。私はそのために君に喰われてやる。もしも世界と、妹、どちらか選ばなければならない、という選せん択たく肢しがあったなら……」

「うん」

「君はフェリスを選べ。それを約束するなら、私は君に喰われて、君の半身になろう」

　なんてことを、フェリスの兄貴が言ってきて、そしてそれに、ライナはあっさり答えた。

「俺にとって、世界なんかよりフェリスが大事なのは、もうとっくに決まってるよ」

　するとルシルはうなずいた。

「ああ、わかってる。だから君に託たくして消えることができる。世界は救わなくていい。フェリスを守れ」

「おまえが守れよ～」

　とライナは言ってみるが、それができないことはもう、わかっていた。

　おそらくシオンの中の勇者の目覚めまで、あと一分ない。

　ルシルがライナの、すぐ目の前に立つ。そして言う。

「終わりだ。やれ」

　それにライナは、ルシルを見つめて少し、悲しげに顔をしかめ、それから、聞いた。

「……フェリスへ伝言は？」

「ないよ」

「じゃあ喰ってやらない。ちゃんとなにか、残せよ。本心の言葉を」

　するとルシルがこちらをにらんでから、しばらく考えるような顔になる。

　そして、言った。

「フェリスと、イリスに」

「うん」

「…………」

「早く言え。時間がない」

「……君たちがいたから、頑がん張ばれたと、伝えてくれ」

　そう、ルシルが言った。

　ライナはその言葉に、また、自分の顔が歪ゆがみそうになるのを感じた。気を抜ぬいたら、泣いてしまいそうになり、でも、その権利は自分にはないことを知っている。

　なにせ、彼を殺すのは自分なのだから。

「……わかった。伝える」

「伝える必要はない」

「伝える」

「いいからもう、早くしろ。時間が……」
















　とそこで、ライナは手を振ふるった。

　ルシルの力を喰くらうように。

　ルシルの中にいる、悪魔の力を喰らうように。

　だがその感覚は、喰らうというよりも、二つの力が、元ある一つへと戻もどるような感じだった。

　ずっと欠落していた魂たましいが、元に戻るような。

「…………」

　ルシルは消えた。

　ライナが喰って、殺したのだ。

　そしてこの世から、完全に消えた。

　彼の意識は現実へと戻る。

　切断されてしまったはずの腕うでが、修復されている。

　横には、ミルクに取り憑ついている『女め神がみ』がいて、こちらをうかがっている。




《終わったか？》




　ライナはそちらをちらっと見て、しかしなにも言わない。

　それから悲鳴を上げている、親友のほうへと目を向ける。いまの自分なら、勇者の目覚めを少し、遅おくらせることができる。

「いま、楽にしてやるからな、シオン」

　と言って親友に近づく。

　苦しそうに悲鳴を上げているシオンの胸へと、掌てのひらをあてる。そして、異界からの攻こう撃げきによって綻ほころび始めている、レムルスが張ってくれた結界を、再び強化するようにライナは魔法を使う。

　本当に、綻びを修復するだけでいいはずだった。

　レムルスが命をかけて張った結界は強力なもので、それを補強して、神々がいる異界と、現実世界とを切り分ければ、シオンは救えるはずだ。

　そしていまの自分には、それができる。

　だが、それにまた、背後の『女め神がみ』が言ってくる。




《それをしたら、私や、あなたも現実世界にいられなくなる》




　あなた、というのは、おそらくはライナの中にいる悪魔のことだ。

　ライナはそれに振り返って、言う。

「いたら世界を救う方法でも教えてくれんの？」




《……いいえ》




「ならおまえらはいらない。俺たちのことは、俺たちでやる」

　すると『女め神がみ』は笑った。




《いいでしょう。その調子で、私が見たことがないような、新しい未来を見せて》




　だが無視して、ライナは作業を続ける。シオンの胸を中心に、そこを一番重点的に結界を厚くしていく。

　勇者が決して出てこられないよう。

　少なくともレムルスが約束した、あと数か月は、異界と現実世界が繫つながってしまわないように、結界を完成させていって。

　するとその途と中ちゆうで、シオンが悲鳴を上げるのを、やめた。

　さらに結界の修復を続けていると、シオンが、目を覚ました。

「……あれ」

　と、言う。

「俺、起きたぞ、ライナ」

　そのシオンのいつもの声に、ライナは信じられないほどの安あん堵どを感じる。

　ライナは笑って、

「見りゃわかるよ。起こしたのは俺だしな」

「寝ねてた」

「ああ」

「なんか勇者が……」

「わかってるって。それ一生懸けん命めい止めてんの、俺」

　というのに、シオンが、自分の胸を見る。彼に見えるかどうかはわからないが、ライナは、レムルスが張っている、世界中を覆おおい尽つくせるほど大きな幾き何か学模様の魔ま方ほう陣じんを、完成させようとしている。

　シオンが言ってくる。

「動いちゃだめ？」

「だめだよ」

「それなにやってるの？」

「いいから黙だまってろって。もうすぐ異界と現実世界を切り放すから」

　するとシオンがあきれたような顔でこちらを見て、

「はぁ？　そんなことできんなら、おまえさっさとやれよ」

「って、いままではできなかったからいま一生懸命やってんだろ」

「じゃあさっさと一生懸命になれよ」

「ちょ、おまえ黙ってろ。うるさい」

　それにシオンはうなずき、それから、

「なぁライナ」

「黙るんじゃないのかよ」

　だが、無視でシオンが聞いてくる。

「なんでそれ、できるようになった？」

　その問いに、答えるかどうかライナは悩なやんで、しかし、どうせすぐにわかることだから、と、答えた。

「……ルシルを殺して、力を喰った」

　するとシオンの顔が、少しだけ驚おどろいたように変わる。だがすぐにその表情は、憐あわれむように歪み、そしてライナの肩かたをつかんでくる。

「そうか。わかった」

　だが、それ以上は、なにも言わなかった。

　なぜそんなことをしたのか、とか。

　どういう経けい緯いでそうなったのか、とか。

　それしか選択肢がなかったのか、とか。

　そんなことは言わなかった。ただ、まるで慰なぐさめるかのように肩を強くつかんで、

「泣きたきゃ泣いていいぞ」

　などと言ってくるので、ライナはその腕を払はらって言った。

「なんで俺が泣くんだよ」

「だっておまえ、泣き虫だろ？」

「泣かないっての」

　噓うそだ。殺すとき──いや、ルシルが、フェリスとイリスに伝言を残したときに、泣きそうになった。

　だがいまは、そんな話をしている場合じゃない。

「ってかシオン」

「ん？」

「もうちょいで結界完成するから、少し黙っててくんない？」

　シオンが、うなずく。

　それを確かく認にんしてから、ライナは作業を続ける。

　結界が完成に近づくほど、自分の中の悪あく魔まの力も弱くなっていき、その結界の完成は難しかった。もしも悪魔の力を維い持じしたままでいられるのなら、百年くらいは穴のない結界を作れそうな気もしたが、どうやらそうはうまくはいかないようだった。

　結局、レムルスが作ってくれた結界を元に戻すのが限界で──

　だがそれはうまくいった。

　自分の中の、悪魔が消える。

　背後に立っていたはずの、ミルクに取り憑いている『女め神がみ』の姿が消える。

　おそらくシオンの中の勇者も、押さえ込めただろう。

　ミルクはまだ、気絶している。

「終わった」

　と、ライナがシオンの胸から手を離すと、

「立ち上がっていい？」

　とシオンが言ってくる。

「ああ、いいよ」

「よし」

　と、シオンも立ち上がる。周囲を見回す。

　ライナも同じように、急に静かになった周囲を見る。

　ここはいったいどこなのか。おそらくは、現実世界と、異界とを繫ぐ境界線のような場所だ。

　それはライナや、シオンの心の中で繫がっているのだが、お互たがいの心の中が繫がって同じ場所にいるというのは、奇き妙みような気分だった。

　シオンがこちらを見て、言った。

「ライナ」

「ん？」

「助かったよ」

「…………」

　それはたぶん、慰めるための言葉だ。同じ罪を背負っていると、宣言してくれている言葉だ。

　シオンは仕事狂きようのいじめっ子大王だが、結局はむかつくほど心優やさしい好青年君だから、すぐにそういうことをする。

　だが、フェリスの兄を殺したのは、自分だ。殺すと選せん択たくしたのは、自分だ。それは言い訳できない。フェリスにも、そのまま伝える必要がある。これはシオンと一いつ緒しよに決断したことじゃない。

　自分、独りで決めたことだ。

　それに、ライナは少し、

「ったく、疲つかれんなぁ～」

　と、愚ぐ痴ちるように言うと、シオンが苦く笑しようする。

「わかるよ」

「おまえがわかってんのは知ってる」

「はは、こんなお疲れ二人で、世界と戦えるかな？」

　そう言って、シオンは天を仰あおぐ。

　ライナはため息をつく。

　だが、戦うしかないのだ。

　もう、未来はいくつも見てしまった。

　いい未来は、あまりなかった。どの未来を進んでいけば間ま違ちがいじゃないのかも、いまいちわからなかった。

　そもそも、素す晴ばらしい、誰だれもが納なつ得とくする、感動のフィナーレ的なものを迎むかえることができるような未来が、あるのかどうかすら、わからなかった。

　なのに、間違えたらすぐ終わりという、かなりハードな状じよう況きようで──

「…………」

　でも、ライナはそれに、焦あせったりはしない。

　というか、世界の状況が悪いのは、いまに始まったわけではないのだ。

　かつてのローランド帝てい国こくはひどい場所だった。シオンが王ではないころのあの国では、誰も夢を見ることはできなかった。笑うことなどできなかった。未来に期待することもできなかった。

　だが、いまはたぶん、昔よりもマシだ。これから十年後に世界が滅ほろぶとしても、ほとんどのローランド帝国の民たみは、かつての何百倍も笑っているだろう。そう考えると、もっとよくなるにはどうしたらいいかを欲張ってるだけ、ともいえる。

　もうすでに、十分頑がん張ばっているのだ。それなりにみんなで頑張って、やっとここまでこれたのだ。

　次々問題は起きてしまうが、それでも、自分たちは、

「……結構頑張ってるんだけどなぁ」

　と、ライナが言うと、シオンが横で笑う。

「あれだな。ちょっと仕事量が足りないのかもな。仕方ない。明日から倍やるか」

「はぁ？　噓でしょ。おまえがそれ言うとほんとにやりそうで怖こわいんだけど」

　が、シオンは真顔で、

「え、やらないの？」

「怖い怖い怖い」

　するとシオンは笑った。

「まあ、仕事量でなんとかなるならほんとに頑張るけどさ～。でももう、そんな状況でもないしな。だが、ならどうするか」

　ライナはそれに、しばらく考えるように黙り込んでから、言った。

「シオン、とりあえず目を覚まそうぜ」

「ああ、そうだな」

　それから、二人で、倒たおれて寝ねているままのミルクのほうを見る。

　シオンが言う。

「目、覚まさないな。声かけなくていいのかな？」

「ふむ」

　それにライナは、ミルクに近づいてみる。彼女はぐっすり寝ていて、すーすーとかわいい寝息を立てている。

　どうやら、本当にただ寝ているだけのようで。

「……なんか、大だい丈じよう夫ぶそうだぞ？　気持ちよさそうに寝てるし」

「一応起こせよ。ここに取り残してくわけにはいかないだろ」

「まあ、そうか。おいミルク。起きろ」

　頭をぽんぽんっとたたく。

　するとミルクが目を閉じたまま、

「むー、にゃにゃ」

「って子供かよ。ほら、起きろって」

「あう～、ルーク、もうちょっと寝かして」

「ったく、おい！　ミルク！」

「あう!?」

　と、彼女は目を覚ます。驚いた顔でこちらを見上げ、

「あ、あ、寝ね坊ぼうし…………って、あれ、ライナ？　なんでここに!?」

　なんて、言ってくる。

　どうやら、ここにいる間の記き憶おくは、ないようだった。『女め神がみ』が情報共有をしていないのだ。

　ミルクがライナに喰くわれたがっている、というふうに『女め神がみ』は言っていたが、

「…………」

　それが、本当かどうかはいまいちわからない。

　ミルクは周囲の状況を見て、大きな瞳ひとみを、さらに大きく驚いたように見開いて、

「ちょ、これ、どーなって……」

　が、遮さえぎってライナは言う。

「よし、帰るぞ。目を覚ます」

　ミルクが首をかしげる。

「目を覚ます？　でも私、目は覚めて……」

「あーうるさいうるさい。説明はあとだ。とりあえず、起きてから、いろいろみんなで話し合おう。話し合わなきゃいけないことが山ほどある」

　なにせ、一手、一秒、一いつ瞬しゆん、一歩、どれを間違っても、簡単に絶望的な未来に繫つながっていきそうだった。

　それほど、どの未来もよくないものばかりで。

「とにかく、帰ろう。シオン」

「んー？」

「帰り方わかるか？」

「ああ、うん。大丈夫だ」

「ミルクは？」

　すると彼女は、ふるふると首を振ふる。

「どうしたらいいかな？」

　それにライナは、ミルクの頭を掌てのひらでぽんっと覆おおう。

「あ……」

　と、なぜか彼女はちょっと頰ほおを赤らめるが、気にせずライナは、力を振るう。

　自分の中の魔力を。

　いま、レムルスが張り、自分が補強した結界によって、悪あく魔まの力は大おお幅はばに抑おさえつけられているが、それでも、ルシルの力を喰ったことによって、彼の力は大幅に増強されていた。

　彼はミルクの中に介かい入にゆうして、現実世界へ意識を戻もどすように操作する。

　瞬間、ミルクは消える。

　目を覚ましたのだ。

　それを確かく認にんしてから、

「よし」

　と、彼はうなずく。

　背後でシオンが言う。

「じゃあ俺も帰るぞ」

「うん。向こうでな」

「ああ、向こうで」

　向こうというのは、現実世界だ。

　ライナはその、現実世界が絶望的に終わってしまう未来をいくつも見てしまったので、どこかちょっと、戻るのが怖いような気分になりつつも、

「……戻れ」

　と、自分に命じた。




　すると次の瞬間──







　　　第四章　優しい兄







　ライナ・リュートは、目を覚ました。

　最初に目に入ったのは、白い天てん井じようだった。

　それから騒さわがしい音が聞こえる。

　走り回る白衣の魔術研究者たち。腕うでにいくつかの管がつけられている。どうやらいま、自分は、栄養剤ざいのようなものを入れられているようだった。

　頭と体が軽い。それは栄養剤のせいか、それとも、神々からの干かん渉しようを再び止めることができたせいか。

「……んっと」

　彼は上半身を起こす。

　周囲を見回す。おそらくそこは、ローランド帝国の、『王立魔導研究所』が管理している研究室のどこかだった。

　何人もの魔術師たちが、カーテンで仕切られた隣となりのベッドに群がっている。

「陛下、ご気分は悪くありませんでしょうか？」

「おい、他の研究者たちを呼べ！」

「陛下が、陛下が目を覚まされたぞ！」

　と、そんな具合で、シオンがどこにいるのかはすぐにわかった。

　ライナはその、カーテンの向こうで行われているであろうカリスマ王様復活ストーリーを半眼で見つめ、

「っつか、なにげに俺も目を覚ましたんだけどねぇ～」

　なんて言いながらベッドから下りる。

　いつの間にか簡単に脱ぬげるような、病院服を着せられている。つまり、意識を失ってからそれなりの時間がたったということだ。

　足を見る。裸足はだしだった。床ゆかの冷たさが直接伝わってくる。

「ちべた」

　なんて言いながら、自分のベッドスペースから出る。

　すると一人の魔術研究者らしき男がこちらに気づく。

「おい、ライナ・リュートも目を覚ましたぞ！」

　続いて小こ柄がらな女の魔術師が慌あわてて近づいてきて言う。

「ちょ、勝手に起き上がらないでください！　検査を……」

　が、それを振り払はらってライナは言う。

「いらねーよ。それより俺の服は？」

「いいから寝ねてください」

「靴くつだけでもいいんだけど」

「とにかく寝てくだ……」

「あーあーもううるせぇなぁ。責任者呼べよ。ミラーか、ルークか、なんかそのへんの奴やつ」

　というところで、

「陛下！　だめです！　まだなにがあるかわかりません！　起き上がられては……」

「ちょ、私は大丈夫だから……」

「大丈夫じゃありません！　みんな、陛下をおさえて！」

「ちょっと！」

　なんて声が響ひびいている。

　それをライナはしばらく見つめる。

　そのシオンのスペースの横にはもう一つベッドがあり、そこにはミルクが寝ていた。まだ目を覚ましていないようだが、おそらくは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そしてその反対──ライナのベッドの隣に位置している場所に、もう一つベッドが置かれていた。

　もしもそこに誰だれかがいたとすれば、ルシルが寝ていたはずだった。

　だが、そのベッドにはいま、

「…………」

　誰もいなかった。それは自分がルシルを喰ったから消えてしまったのか、それとも、死んだから埋まい葬そうされたのか。

　いや、埋葬はないか。もしもルシルが死んだとすれば、彼の力の秘密を解明するために、研究者たちは解かい剖ぼうするはずだ。もしも自分がこの《王立魔導研究所》の研究者で、そして、フェリスの知り合いでなければ、そうするはずだ。

　ライナはそばでうるさくベッドに戻れと言ってくる女の研究者に聞いた。

「なあ、ちょっと聞いていいかな？」

「いえ、だめです。早くベッドに戻っ……」

「ルシル・エリスは、どうなった？　なぜあそこに寝てない」

　するとその瞬間、女の表情が、変わった。

　やはり、なにかあったのだ。いや、当然あっただろう。なにせルシルは、もう、この世にはいないのだから。

「ルシル・エリスは、どこだ？」

「…………」

　女は答えない。質問の仕方を変えた。

「じゃあカショク・カシャは？」

　それは現在、魔導研究者の第一位の地位にある女の名前だった。

　いま、この部屋の中には、彼女の姿は見えなかった。シオンやライナが目を覚ましたというのに彼女の姿がないというのは、あきらかにおかしい。

　なら、いったい彼女はいま、なにをしているのか。

「……おまえら、ルシルになにしてる？」

　するとそれに、女が一歩下がって、

「衛兵！　患かん者じやが錯さく乱らんしています！　取り押さえて！」

　などと、言う。

　あきらかにこいつらは、ルシルになにかをしている。もちろんルシルはもう死んでいるから、それを急いで止める必要があるのかどうかはわからないが、しかし、彼の現在の姿がどういうものになっているのかは、確認する必要が、あった。

　なにせ、説明しなければいけないから。

「…………」

　ルシル・エリスが、なにを選せん択たくし、どう決断して、死んでいったかを、彼の妹に──フェリスに説明する必要があるから。

　騒がしい音を立てて、部屋に武装した魔法兵たちが入ってくる。

　彼はそれを、半眼で見る。

　魔法兵たちの動きは、それなりに素す早ばやい。一いつ斉せいに魔法を展開する。相手を拘こう束そくするための魔法だ。手て際ぎわよく、ぐいぐいと魔方陣が描えがかれていく──が、そんな程度の魔法では、いまの彼を捕とらえることはできない。

　横にいた女研究者が言う。

「さ、さあ、大人しくなさい！　さもないと怪け我がすることに──」

　しかし彼はそのままゆっくり、猫ねこ背ぜのまま、魔法兵たちのほうへと歩いて行く。

「ちょ、ちょっと！」

　とそこで、魔法展開速度が一番速かった魔法兵の魔法が完成する。

　その瞬しゆん間かん、ライナはその魔方陣へと手を突つっ込み、一瞬で書きかえる。

「え？」

　魔法兵の男が驚おどろいたような声を上げるが、もう遅おそい。

　その魔法は『崩雨みすみ』に変わる。

　魔方陣の中心に巨きよ大だいな水の塊かたまりが生まれ、激流になって他の魔法兵たちのほうへと噴ふき出す。

「ぐ！　よけろ！」

　何人かその場を離はなれ、部屋の隅すみへと移動したが、ほとんどは巻き込まれて、部屋の外へと押し流された。

　残った魔法兵は、四人。

　全員、動きはそこそこいい。魔方陣が完成している。拘束の魔法が。

「求めるは光陣〉〉〉・縛ばく呪じゆ！」

　瞬間、四つの魔方陣の中央に縄なわ状の光が生まれる。

　だがライナはそれに、足をどんっと踏ふみ鳴らして答える。

　魔方陣の展開を省略し、すべて脳内で構築させ、残りの展開処理を、真言法という音によって補完して一瞬で魔法を発動する。

　そして魔法は起動した。

「『稲い死づ光ち』」

　瞬間、四つ魔方陣が生まれ、そこに稲いな妻ずまの塊が渦巻く。そのそれぞれが、魔法兵が放った『縛呪』だけを綺き麗れいに打ち抜ぬいてしまう。

　魔法兵たちがそれに、驚きの顔を見せる。

　当然だろう。いまのローランドには、魔方陣を描かずに魔法を発動するなんていう、とんでもない技術は存在しない。

　彼だって、リューラがそれをしたのを見たときには、ひどく驚いた。

　だが、さらに近くにいた女研究者が、驚きの表情で言った。

「な、なんなのそれ……」

　だが別に答えてやる義理はない。

　彼はそのまま、部屋を出る。追手はかからなかった。絶対に勝てないと、いまの攻こう防ぼうでわかったのだ。

　廊ろう下かは水みず浸びたしだった。魔法兵たちは気絶している。手加減したから死んではいないはずだ。

「ってか、裸足だから足が濡ぬれるんだけど」

　と、水でびしょびしょになってしまった足を見下ろして、彼は顔をしかめる。

　それから周囲を見回す。

　ルシルがどこにいるのか？

　彼はそれを見つけるために一度目を閉じる。開く。するとそこには『複写眼アルフア・ステイグマ』が生まれる。

　七色に輝かがやく五方星。

　その力は、前よりもさらに大きくなっているように感じる。

　ルシルの中の、悪あく魔まを喰くったせいだ。

　もちろん、悪魔自体の力はレムルスの結界のせいで封ふうじられているから、再現なく力を引き出すことはできないが、それでも、前よりはよく見えるその瞳ひとみで、彼は周囲を見回す。

　すると瞳は、世界を数値で、グラフで、数式ですべてを解かい析せきしてしまう。

　彼が探しているのは、いま自分たちがいる施し設せつの中で、もっとも厳重な魔術的封印が施ほどこされている場所がどこか、だ。

　おそらくはそこに、ルシルがいるはず──

　と、思ったが、違ちがった。

　もっとも厳重な封印が施されているのは、彼やシオンがいる、背後の部屋だった。

「ああ、じゃあ二番目くらいの場所は～」

　と、ぐるぐると目を回すと、一つ下の階に、それなりに厳重な結界が張られてる場所があった。

　それを見下ろしてから、廊下を進む。階段を下りる。結界が張られている部屋を見つける。衛兵が三人、部屋の入り口を守っている。彼はその衛兵に、聞く。

「その部屋、入っていいの？」

　衛兵がこちらを見る。

「誰だ、貴様は」

「中にいる奴の知り合い」

「ここには誰も入れるなと言われている」

「でもそこをなんとか、中にいる奴に聞いてみてくんないかな。ライナ・リュートが来たってさ」

　だがそれに衛兵はお互たがいの顔を見合わせてから、言った。

「そもそも、我々もここは入れない。強い結界が──」

　と言いかけたところで、ライナは指を舞まわす。

　宙空に光の魔方陣を描く。

　そして完成。

「求めるは侵しん入にゆう〉〉〉・蝕し走ら」

　魔方陣の中央に、煙けむりが生まれる。それが槍やりのように鋭するどくなり、衛兵たちが守る扉とびらに張られた結界へと、侵入する。その結界の構造をあっさりいじる。いじるのは簡単だった。なにせ、そこに張られている結界は、ローランド帝てい国こくの魔術体系を基き礎そにしたものなのだ。

　そして彼は、いまでもほとんどの魔術に対しての思考手順を、ローランドの魔術体系を基本に考えるクセがある。

　つまり、おそらく、ローランドの魔法はほとんど解除できる。

　結界をあっさり壊こわす。扉を開くようにする。それどころか、内側からかけられていた魔導錠じようも、ガチャンっという音をたてて、外れる。

「ほい、開いたよ。中に聞いてみて」

　というと、また驚いた顔で衛兵たちがこちらを見るが、彼は眠ねむそうな顔のまま肩かたをすくめる。

　衛兵が扉を開く。

「あの、カショク・カシャ様。扉の外に、ライナ・リュートという名の眠そうな顔をした男がきているのですが」

　すると中から、なにか返答があったようだった。どう返答があったのかはわからない。中に入れるな、という命令が下ったとしても、結局は入るのだから無む駄だなことはやめてほしいな、と、彼は半眼で思う。

　だが、そうはならなかった。

　衛兵が言う。

「あの、ライナ・リュート様、どうぞ中へ」

　ライナはうなずいて、部屋の中へと入った。

　中はあまり広くなかった。

　あったのは、いくつかの魔術研究用の道具。

　魔方陣作成のための材料。

　白いベッド。

　ベッドの上に拘束されている、ルシル・エリスの、遺体。

「…………」

　彼はその、ルシルの姿を、少しだけ泣きそうな、しかめた顔で見る。

　ルシルは両手両足を呪じゆ詛そがかけられた鎖くさりで拘束され、その鎖は床ゆかへと伸のびている。

　床にはこれでもかと複雑に描かれた魔方陣が大量に記されていて、それは、ライナが見ても、一瞬で解読するのは難しいレベルだった。

　おそらくそれを描いたのはカショク・カシャだろう。現王立魔導研究所、第一位を名乗るだけはある。

　ベッドの横には、その、カショク・カシャがいた。

　ライナと同じくらいの年ねん齢れいの、女。

　茜あかね色いろの長い髪かみに、理知的な瞳。

　右手にナイフを持っていて、それをルシルの胸に刺さしている。だが、ルシルはそのナイフのせいで死んだわけではない。

　ライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』が、その、ナイフの能力を解析する。やはりそれも、ローランドの魔術体系で生み出されたもののようで、ナイフはいま、カショク・カシャの魔力を大量に吸い取りながら、ルシル・エリスの姿が消しよう滅めつしようとするのを、無理矢理抑おさえ込んでいるように見えた。

　つまり、すでにライナに喰われてしまったはずのルシルの遺体がいま、ここに存在するのは、カショク・カシャが必死に抑え込んでいるからのようだった。

　彼はそれをしばらく見つめ、それから、言った。

「なにをしてる？」

　するとカシャが、やはり必死にルシルの胸にナイフを突き立てながら、言う。

「あなたの目なら、見ただけでわかるでしょう？」

「ああ、わかる。その上で聞いてる。死んだルシルの体を、なぜとどめる？」

「彼の体にはまだ、聞きたいことがある」

「もう実体がほとんど残ってない。調べてもなんもでてこねーよ」

「それでも、私は彼の体から情報を抜き取るよう、命じられています」

「なんのために？」

「……最初は、あなたや、シオン・アスタール様を救うためでした」

　ルシルを犠ぎ牲せいにして、シオンを救え──ミラーやフロワードが考えそうな、感情のない、しかし効率的な、頭のいい命令だった。

　だが、もう、その任務は終わったはずだった。シオンも、ライナも、目を覚ましたのだ。

　彼は言った。

「もう終わったよ」

「……そのようですね。いったい、なにが起きていたのですか？」

「神々の干かん渉しようが早まった」

「なっ」

「けど、俺らで頑がん張ばって一回止めた。だからもうそのナイフ放していいぞ」

　するとカシャが、ナイフに魔力を注ぎ込みながらこちらを見る。

「……また、天才ライナ・リュート様が、全部解決してくれました、か？」

　ライナはその言葉に、半眼でカシャを見る。

「なんだよ、それ」

「……いえ、すみません。ただ、私もここで、それなりに頑張っていたので」

「…………」

「ルシル・エリスの体を切り開いて、神や世界の謎なぞについて調べようとして」

「…………」

「でも、まるでわからないまま、ルシル・エリスの体が急に消滅を始めようとして」

「…………」

「おろおろと慌あわてふためいて、このナイフでルシル・エリスがなんとか消えないように必死で魔力を注ぎ込んで──でも、これでも私、この国の最高の魔導研究者なんです。私がうろたえているようじゃ、きっと世界は終わってしまう」

「…………」

「なのに、なにもわからず、うろたえるだけで……あげく、助けようとしてた相手が、だらしない病院服で戻もどってきて、簡単に頑張っといたからとか言われたら、なんか……」

「疲つかれちゃう？」

　ライナが聞くと、カシャは肩をすくめて、ほんの少し、自じ虐ぎやく的に笑った。

「不ふ甲が斐いないです。あと、大きな恐きよう怖ふを感じます。第一位の私でこれほどなにも役に立てないとなると、世界の運命を、人間はどうにもできないんじゃないかって」

　だがそれは、彼も同じ気持ちだった。

　なにせ未来を見たのだ。

　そのほとんどの未来が、悪いものばかりだった。いい未来は、見つけられていない。

　つまり、終わるのだ。

　全部終わって、世界はリセットされる。

　カシャが、どこか少し、泣きそうな顔でこちらを見て、言った。

「ライナ・リュートさん」

「ん？」

「一つ、質問してもよろしいでしょうか？」

「ああ」

「人間は、この運命に逆らうことができると思いますか？」

「どの運命？」

「この、運命です」

　と、カシャは言った。

　それに肩をすくめて、

「……さあ、どうかね」

　と、答える。

　そんなのは、彼にもわからなかった。

　そもそも運命に逆らおうとするのは、傲ごう慢まんなことのようにも思えた。だって、今日死んだ奴やつだっているのだ。いま死んでる奴だっているのだ。そのほとんどがきっと、もっと生きていたかったと、思っていたはずだ。

　もしもそういうことのすべてが運命だというのであれば、絶対に変えられないものを運命と呼ぶのであれば、それをねじ曲げるというのは、自然の摂せつ理りをねじ曲げる、ひどく傲慢なことのようにも、思えた。

　彼はカシャとルシルのほうへと近づく。そして、ルシルの胸に刺さっているナイフへと手を伸ばしながら、言う。

「その魔力量じゃ、それ維い持じするの相当疲れるだろ。代わるよ」

　カシャがこちらを見る。そしてすぐにうなずく。もう限界が近かったはずだ。代わらなければ、ルシルの体は消滅していた。

　ライナはカシャが握にぎっているナイフの柄つかへと手を伸ばす。魔力を注ぎ込む。

　と同時に、カシャが、

「はっ、ふぅ」

　と、一度大きく息を吐はき、そして吸いながら手を離す。そのままくずおれるように床に膝ひざをついてしまう。それほど、限界が近かったのだ。

　ライナはそれを見下ろし、それから、ルシルの遺体のほうへと目を向ける。

　外傷は、ナイフが刺さっている胸の傷以外にはない。眠るようにして、彼は死んでいる。

　もう、生き返ることはない。ルシルの中にあった意志の力は、すべて彼が喰くってしまった。

　そしてこの肉体も、彼が手を離せばあっさり消えてしまうだろう。

　ルシルの体はいま、カシャが作り出した魔ま法ほうによって、運命に逆らって維持されている。

　それをライナは見つめ、

「……このまま消えたほうがいいのか、それとも最後に、もう魂たましいのない、こんな姿でも──フェリスに見せるべきか……」

　そんなことを独り、小さく呟つぶやく。

　消えたらもう、ルシルの顔を見ることはできない。

　永遠に消えてしまうからだ。

　とそこで、背後から声がする。

「おい、ここは立ち入り禁止だぞ」

　ミラーの声だった。

　振ふり返ると、入り口に、ラッヘル・ミラーが立っている。

　ライナはその、ミラーのほうを見て、聞く。

「……これ、おまえの命令か？」

　ミラーはうなずく。

「ああ。おまえらを助けるためにやった」

「で、なんか成果は得られたか？」

「いや、得られる前に、おまえらが中で対処したんだろう？　いまシオンから、おまえがルシルを喰ったと聞いた」

　すると床ゆかにしゃがみこんでしまっていたカシャが、

「えっ……!?」

　と、驚おどろいた声を上げてこちらをみるが、彼は無視する。

　ミラーが続ける。

「で、成果は？」

　ライナは答える。

「一応、神々の侵しん蝕しよくは、もう七か月延期できた」

「ふむ。その他には？」

「ってかそれ、何度も説明する必要あるか？」

　どうせ主要な仲間たちが集まったら、もう一度この話はする必要があるのだ。なら、ここでいちいち説明する必要はない。

　するとミラーが、

「そうだな。ならすぐに、みんなを集めよう」

　と、さっさとこちらに背を向けようとするので、ライナはそれを止める。

「あー、その前に、ちょっと時間をくれないかな？」

「時間？　なんのための？」

　ミラーがこちらを振り返る。

　ライナは、答える。

「いや、フェリスを……」

　すると言葉を遮さえぎって、ミラーが言った。

「ああ、そういう話か。なら、集合する時間は、少しだけ遅おくらせよう。フェリス・エリスは、ここへ呼べばいいか？」

「そうしてくれると、助かる」

「いまの状じよう況きようについての説明は、どうする？　さきに俺からしておこうか？」

　などといってくるが、ライナは首を振る。

「自分でやるよ」

「そうか。だがあまり時間はかけるなよ。おまえらの集合が遅れた分だけ、人類は神に対たい抗こうするための時間を失う」

「ああ。わかってるよ」

「なら、いいだろう。おい、カショク・カシャ」

「あ、はい」

「部屋を出ろ。シオン・アスタールと、ミルク・カラードも目を覚ました。そちらを見てくれ」

「あ、あ、あの、結果を出せずにすみま……」

　が、ミラーはそれも遮って、言う。

「結果はこれから出すんだ。焦あせるな。弱気になるな。運命を変えるだけの時間は、まだ残されている」

　という言葉に、カシャは目を大きく見開き、それから、

「はい！」

　といって、部屋を出ていく。

　続いてミラーも部屋を出る。

　扉とびらが閉まる。

　ライナは部屋に独り、取り残される。

　ルシル・エリスの遺体と、ライナだけ。

　頭の中で、さっきのミラーの言葉が巡めぐる。




　──運命を変えるだけの時間は、まだ残されている。




　それは、本当だろうか？

　本当に運命に、逆らうことができるのだろうか？

「どう思うよ、ルシル」

　と、彼は言ってみる。

　だが、当然ながら答えはない。

　ルシルもあの未来を見たはずだ。同じ未来ではないかもしれないが、ルシルも、『未来眼トーチ・カース』を発動して、未来を見たはずなのだ。

　ほとんどが絶望に彩いろどられていた。そもそも生きるというのはそういうことかもしれないが。みんななにかを手に入れて、でも、いずれは手放さなければならない。

　もし世界のタイムリミットが十年以上あったとしても。

　途と中ちゆうで死なずに、寿じゆ命みようを全うできたとしても。

　生きて、老いて、失って、そして、死ぬ。

　それが運命というものだとして。

　いつかは絶望が訪おとずれるとして。

　でも、それでも、ルシル・エリスは、自分の命を賭として、妹たちの未来を守るために死んだ。

　運命。

　運命。

　運命。

「俺がその、運命とかいうのに逆らえるかどうかはわからないとして、でも、それでも……」

　ライナは、ルシルの胸に刺ささったナイフをぎゅっと握りしめて、

「おまえの気持ちは、ちゃんと受け継ついで歩くよ、ルシル」

　そう呟いたところで、入り口のほうでかすかな気配がした。

　たぶん、フェリスだろう。

　ミラーが呼んでくれたのだ。

　そちらを、

「…………」

　初め、ライナは見ることができなかった。本当なら、彼女が入ってくる前に、説明しなければならないのに。突とつ然ぜん兄の遺体を見て、ショックを受けないように、状況を説明してあげなければならないのに、

「…………」

　彼は、しばらくそちらを見ることができなくて。

　とそこで、フェリスが言った。

「……ライナ、目を、覚ましたのか」

「……うん」

「無事か？」

「ああ。大だい丈じよう夫ぶ」

「そうか」

「うん。あの、フェリス」

　と、意を決して彼はそう言おうとした。

　だがその前に、彼女がこんなふうに言う。

「もうシオンに聞いた」

「あ……」

「兄様のことは、上で、シオンに……」

　その瞬しゆん間かん、ライナは顔を上げる。フェリスのほうを見る。

　彼女はいつもの無表情だった。

　だが、その無表情の中の、かすかな変化を、いつだってもう、彼だけは見つけることができるようになっている。

　悲しそうな色。

　そしてその悲しみを、我が慢まんしている色。

　それを見つめ。

　ライナは、フェリスのその、悲しそうな色を見つめ、

「…………」

　自分の顔が、歪ゆがむのを感じた。息が詰つまりそうになり、涙なみだが自分の呪のろわれた瞳ひとみから流れ出そうとする。

　でも、その涙は出すわけにはいかない。

　兄が死んだのは自分じゃないのだ。泣く権利はない。それどころか、彼女の兄を喰くって殺したのは、自分なのだ。

　だから必死に、我慢して、彼は言った。

「……あの、フェリス」

「…………」

「……ごめん。俺は……うまくやれなかった」

　それに彼女の表情も、ほんの少しだけ、歪む。

　涙をこらえている顔。

　彼女は言った。

「シオンが言っていた。兄様に守られたと。それは本当か？」

　ライナはそれに、うなずく。

「ああ、ほんとだ。俺たちはルシルに守られた」

「そうか」

「俺はクズで、全然頑がん張ばってなかったから、結局全部ルシル任せだった」

「そうか」

「おまえの兄貴は、やっぱすげぇよ。優ゆう柔じゆう不断な俺と違ちがって、最後まで冷静に、一人だけ未来のことを一番考えてた」

「もうわかった。それ以上の説明は……」

　だが遮って、ライナは言った。

「でも、結局、殺して喰ったのは、俺だ。他のやり方を模も索さくしないで、最後にそう決断したのも、俺だ。俺は、おまえの兄貴を、殺した。これは絶対的な事実だ。だからもし、責めたかったら責めていい。もしも兄貴を殺されたことが辛つらくて、許せなくなったら、俺に当たっていい。殴なぐってくれても、殺してくれてもいい。全部受け入れる」

　するとその言葉に、フェリスがこちらをじっと見つめて、言う。

「……殺してもいい？　それは、本気で言ってるのか？」

「本気だ」

「私が、ほんとにそんなことをすると思っているのか？」

「…………いや」

「じゃあ、なぜそんなことを言う」

　ライナはそれに、彼女を見つめて、言った。

「……ごめん。俺の、甘えだな」

「なんだ。こんな状況なのに、おまえは私に甘えるのか？」

「ああ。最低だろ？　殴っていいぞ」

「おまえが最低なのは、いまに始まったことじゃない」

「確かに」

「だからいつも殴っている。この万年昼ひる寝ね男の甲か斐い性しようなしが」

「ごめん」

「寝てばかりのやる気なし男が」

「ああ」

「もう今後は昼寝禁止だ。そして三食だんごにする。おまえが私に用意するんだ。世界中のうまいだんごを、常に私の前に用意しろ」

「……ああ、わかった。いいよ。おまえがそうしてほしいっていうなら、そうする。なんでも受け入れる」

　するとそこで、フェリスが怒おこったように足でどんっと床ゆかを踏ふんだ。そして、

「馬ば鹿かが！　おまえが用意しただんごなど、うまくないだろうが！」

　そう怒ど鳴なってくる。

　ライナはそれに、フェリスを見て、悲しげにうなずく。

「ああ」

「なんでもする？　なんでも受け入れる？　ふざけるんじゃない！　そんなおまえと一いつ緒しよにいて、私が楽しいと思うか！」

「いや」

「なにが甘えだ。なんでいまおまえが私に甘える。いま……いま甘えたいのは、私だ。私は、いま、泣きそうなんだぞ！」

　なんてことを、彼女は怒鳴る。

　彼女の瞳を見ると、もう、涙が溜たまって、溢あふれ出してしまいそうになっていた。

「ライナ」

「うん」

「苦しい」

「ああ」

「胸が、苦しい」

「ああ、わかってる」

「兄様が……兄様が、死んだ」

「ああ」

　俺が殺した、という言葉は、もう言うべきじゃないのはわかった。それは甘えだ。ただ自分の罪悪感をまぎらわせるための言葉だ。

　いま、彼女が必要としているのはそれじゃない。

　だからライナは、言うべきことを言うことにする。それを彼女の兄も──ルシル・エリスも求めているはずだから。

　だから、彼は、泣き出しそうな彼女を見つめて、言った。

「でも、大丈夫だ、フェリス。もう泣いていい。これからはおまえを……ルシルに代わって、俺が守るから」

　瞬間、彼女の瞳から、涙が溢れ出して。

　彼女がこちらへと抱だきついてきた。彼女がぎゅっと、強く、強く、こちらにしがみついてきて。

　彼女の体は華きや奢しやで、柔やわらかくて、かすかに震ふるえていた。その、彼女の頭を、左手で抱きとめる。

　金色の長い髪かみから、彼女の匂においがする。生の匂い。自分の手は、死と、呪のろいと、血に汚よごれているが、彼女からはいつも生の匂いがする。

　彼女の髪を、撫なでる。

　彼女は泣いている。

　しばらく泣いている。

　彼女が落ち着くのを、彼はじっと待つ。

　吐と息いきが。震えが。鼓こ動どうが収まるのを。

「…………」

　押しつけられた胸の動きから、彼女の呼吸が少し整ったのが、わかる。

　それを確かく認にんしてから、彼は言った。

「……フェリス」

「ん」

「いま、ルシルの体を無理矢理現世にとどめてる。でも、俺がナイフを抜ぬけば、消える」

「…………」
















「でも、この体には意味がない。ルシルのすべては、もう、俺の中にある。だから、おまえが最後にルシルの顔を見ることができたら、消そうと思う」

　それに、胸の中にいた彼女が、ルシルのほうへと目を下ろす。見た瞬間、また、体が震えたのが、わかる。

「……兄様」

　と、彼女がそっと手を伸のばす。

　フェリスによく似た、白い、綺き麗れいな頰ほおに、指をあてる。そして、言う。

「もう、兄様は目を覚まさないのか？」

「うん」

「……そうか」

「うん」

「そうか……」

　彼女は兄の髪を、整えるように撫なでる。胸を押さえる。

　それから、こちらを見ないまま、聞いてくる。

「ライナ。おまえは兄様の力を喰ったのか？」

「ああ」

「じゃあ、兄様の記き憶おくも……」

　が、ライナは首を振ふった。

「いや、記憶はなかった。力だけが手に入った」

　それはでも、ルシルが望んだ形だったのかもしれなかった。記憶は共有化されない。もしも共有化されてしまえば、人格まで一体化してしまうということになるが、それは彼は望んでいなかったのかもしれない。

　だが、

「記憶はないけど、伝言はあるよ」

「伝言？」

「うん」

「私にか？」

「君と、イリスに。ただ、一言だけどね」

　それに彼女が、顔をあげて、こちらを見る。彼女の涙なみだは、もう止まっていた。頰に涙のあとがあっても、彼女は相変わらずの美人だった。

　真まっ直すぐこちらを見上げ、彼女が言う。

「聞くのが、怖こわいな」

「じゃあ聞くのやめる？」

「いや、聞こう。兄様はなんと言っていた？」

　それに彼は、ルシルの言葉を思い出す。一文字も間ま違ちがえないよう、正確に、彼が言ったとおりの言葉を思い出して、それを復唱する。

　ルシルは、こう言っていた。

「……君たちがいたから、頑張れたと、伝えてくれって」

　その瞬しゆん間かん、彼女の瞳ひとみがまた、うるんだ。だが、もう涙は流れない。泣いてもいいのに、彼女は涙を出さない。

　強いのだ。いつもそうだ。いつもライナのそばで、強いまますべてを受け入れてくれる。

　彼女は、もう一度死んでしまった兄のほうへと目を向けて、言った。

「つまり私は、愛されていたな」

「そう思う」

「なあライナ」

「ん？」

「私は、兄様がいなければきっと、とっくに家に壊こわされていたと思う」

「そうか」

「ずっと兄様が守ってくれたんだ」

「優やさしい兄貴だ」

「なあライナ」

「うん？」

「私は……いい妹だったろうか？」

　彼女はそう、言った。それにライナは、もう一度彼女の髪を撫でてやって、答えた。

「当然だろ」

「…………」

　彼女は、答えなかった。涙が流れるのをまた、こらえているような顔。それからルシルをしばらく見つめて、言った。

「兄様を、楽にしてやってくれ」

「それは、ナイフを抜いていいってことか？」

「……ああ。この体にはもう、兄様はいないんだろう？」

「うん」

「じゃあ……」

　それにライナはうなずいて、ナイフを抜いた。

　するとすぐに、ルシルの姿は薄うすくなり、この世から完全に消える。

　そしてフェリスは、兄を失った。







　　　第五章　軍人の世界







　場所は変わって、南大陸からは遥はるか北の──




　病院。

　集中治ち療りよう室。

　緊きん急きゆうの治療が必要な患かん者じやを集めた、白衣の医者たちが走りまわるせわしない場所だ。

　その集中治療室の中にあるベッドの、横にある椅い子すに座って、クラウ・クロムはじっと目の前の、意識を取り戻もどさない仲間の姿を見ていた。

「…………」

　ベッドに寝ねているのは、カルネだ。カルネはエルトリア共和国とガスターク帝てい国こくの戦争を視察にいって、戦いに巻き込まれた。

　それ以来、右みぎ腕うでを失い、意識も戻らない。

　その、まったく目を覚まさないカルネの肩かたを足でどんっと蹴けって、クラウは言う。

「おい、早く起きろよ」

　目を覚まさない。

「おまえが起きねーと、俺に仕事がいっぱいくんだろうが」

　だが目を覚まさない。

　そのカルネの眠ねむったままの顔を見ながら、クラウはあの戦場のことを思い出す。

　カルネがこんなふうになってしまった、戦場だ。

　その戦場は最初から、少し様子がおかしかった。

　いやそもそも、そこで起きている戦争は、起きるはずのないもののはずだった。




　現在このメノリス大陸は、大きく分けて三つの勢力が争い合っている。




　ガスターク帝国──が、北大陸と中央大陸北部を手中に収め。

　ローランド帝国──が、南大陸と中央大陸南部を手中に収め。

　そして旧三大国の一つだった、エルトリア共和国。




　この三つが三大国とされているが、しかし、その中ではエルトリア共和国は規模が小さいはずだった。『忘却欠片ルール・フラグメ』などの運用も遅おくれ、正直いって、ローランド帝国とガスターク帝国の間に割って入ることができるような状じよう況きようではなくなってしまっていた。
















　だから、エルトリア共和国が、ローランドとガスタークの、どちらにつくのか、というようなことは気にしていたが、まさか彼らが、ガスタークとローランドの領土に、同時に攻せめ込んでくるとは思わなかった。

　だが、奴やつらはそれをやった。

　まずはガスターク帝国の領土へ、激げき烈れつに侵しん攻こうを始め、そして、勝利し始めた。

　しかしそれはありえないことだった。ガスターク帝国は、強い。『忘却欠片ルール・フラグメ』も軍配備も早く、世界最大軍事国家だったゲイルフィックラント帝国すら潰つぶしてしまうような国だった。

　なのにエルトリア共和国はガスターク帝国の領土へ攻め込み、連戦連勝で、ガスタークを北大陸へと押し返し始めてしまっている、という情報が、クラウたちのもとへと入った。　そしてその戦場では、異常なことが起きている、という妙みような噂うわさまであった。

　あきらかに『忘却欠片ルール・フラグメ』を超こえる奇き妙みような力をエルトリア共和国が使うというのだ。そしてその力のせいで、ガスターク帝国の兵は殺されまくっている、と。

　だからクラウとカルネは、それを見に行くことにした。

　この機に乗じてガスターク帝国をエルトリア共和国とともに潰すべきか、それとも、エルトリア共和国自体が危険なのか、それを推おし量るために、見に行った。

　で、ただ見に行ったのに、

「…………」

　このザマだった。

　ガスタークの兵に襲おそいかかる奇妙な力に、カルネもまきこまれてしまったのだ。

　あのとき見た戦場の光景は、あきらかにおかしかった。

　大地が盛り上がり、そして穴があく。

　そのたびにガスタークの兵の数が減っていく。

　それはまるでこの世界自身が、エルトリア共和国に味方してガスタークに襲いかかっているようにすら、見えた。

　あれと戦うには、あれがいったいなんなのか、どういう力なのか、いまどういう状況なのか、それらを把は握あくしてからでなければ、無理だろう。

　エルトリア共和国が開発した新種の兵器なのか、それともまた、神だなんだとわけのわからないものが出しゃばってきているのか。

「とにかくそれ調べっから、さっさと起きろよカルネ」

　もう一回、どんっと肩を蹴る。

　カルネは目を覚まさない。

　それを見つめてクラウはうんざりした顔で、言う。

「ったく、エスリナは毎日泣いてるぞ。拉ら致ちされて、やっと戻ったと思ったら今度は腕なくして意識が戻らないって、おまえどういうことだよ。このまま寝たきりになったら、おまえはクソだぞ」

「…………」

「起きろ」

「…………」

「起きろって」

「…………」

「起きろよ！」

　どんっと、カルネの肩を、ちょっと強く蹴る。すると少し強すぎたのか、カルネの体が、ベッドから吹ふっ飛ぶ。床ゆかに落ち、さらにころがる。

　瞬間、医者たちがクラウの乱暴に気づいた。床を転がる患者の姿に悲鳴を上げ、

「ちょ、なにをなさるんですか、クラウ・クロム元げん帥すい！」

　医者の男がこちらに怒ど鳴なりつけてくる。

　そちらをクラウは見上げ、答える。

「いや、全然目ぇ覚まさねぇから、殴なぐったほうが早いかなって思って」

「殴って目を覚ますわけないでしょう！」

「そういうもんかね」

「本来ならここは、面会謝絶なんですよ！　元帥がどうしても傷ついた仲間の顔を見たいというから入れましたが」

「見たかったんだよ」

「蹴らないで見るだけにしてください！」

「そりゃ、そーしなきゃ治んないっていうならそうするが……でも、実際はどうなんだ？　治療の成果は？」

「あ、それは……」

　クラウは椅子から立ち上がって、聞く。

「いつ目を覚ます？　目が覚めるかどうか、おまえら半々って言ったろ。で、治療はなにやってる？　それはうまくいってんのか？」

　だがそれに、医者は沈ちん黙もくしてしまう。

「それは……」

「だいたい、その馬ば鹿かはなんで目を覚まさない？」

　と聞くと、医者が答えた。

「脳に、強い衝しよう撃げきを受けていて」

「じゃあまた頭蹴ったら治ったりするか？」

「そんな問題じゃありません！」

　と、医者が怒鳴る。

　まあそりゃそうだろうが、でも、

「じゃあ蹴らないで待ってたら、おまえらの医療技術でなんとかするか？」

「…………」

「しねーのかよ」

　すると悔くやしそうに医者が言う。

「申し訳ありません。もう、治療はすべて終わっていて」

「終わったのに目が覚めないのはなんでだ？」

「…………」

　医者は答えられない。原因がわからないのだ。脳の損傷がひどすぎてもうほとんど死んでしまっているのか、それとももう少し回復に時間がかかるのか、もしくは別の理由があるのか。

　だがとにかく、もう、治療は終わっている。

　なら、

「おらっ」

　と、もう一度カルネの頭を軽く蹴ってみる。

「あ！　あ！　だめです！」

　医者が慌あわてて止める。

「あなたは、なにをやってるんですか！」

　怒鳴られるが、無視する。

　カルネはやはり、寝たままだった。目を覚まさない。こんな姿を見たら、エスリナはまた泣いてしまうだろう。いまは面会謝絶だからこの姿を見ないですんでいるが──

　このまま、カルネが寝続けるのなら、きっと彼女は、彼のそばから離はなれない。

　一生。

　人生を捨てて。

　まあでもそれはそれで、幸せな人生なのかもしれないが。

　でも、エスリナの人生がそんなものになったら、

「……フィオルは、怒おこるかね？」

　と、すでに死んだ、やはり仲間の名前を、クラウは呟つぶやいてみる。

　エスリナの、兄の名前だ。

　彼も死んだ。

　カルネも、このまま目を覚まさないのなら、死んだも同然だ。

　死ぬ死ぬ、みんな死ぬ。

　それには、しかし、慣れた。仲間を失うことにはもう、慣れきってしまった。

　そういう時代、そういう場所に生まれてしまったのだから。

　でも、それでも、

「……おい馬鹿カルネ。おまえが死んだら、いじめ相手がいなくなって、俺は退たい屈くつだぞ」

　と、言う。

　返事はない。

　医者がそれに、こちらを憐あわれむような声こわ音ねで、

「あの、クラウ・クロム元帥」

「ん？」

「カルネ・カイウェル少将を、ベッドに戻もどしてもよろしいでしょうか？」

　それにクラウは肩かたをすくめ、

「俺が戻すよ」

　と、カルネの体をひょいっと抱かかえる。そしてベッドに戻す。

　やはり彼は目を覚まさない。なら、今後は彼抜ぬきでやっていくことになる。めんどくさい事務仕事のかなりの部分をカルネに投げてやらせていたので、今後は本当にめんどくさいことになる。

　だがそれは、仕方ない。軍人には毎日これがあるのだ。仲間を信じ、助け合って、でも、それでも結局、最後は失う。

「最後にもう一度言う。起きろカルネ。つまんねぇぞ」

　だがやはり目を覚まさない。

　どうやらだめなようだ。なら、仕方がない。

「ったく、じゃあエスリナは俺がもらうからな。じゃないと彼女はずっと起きないおまえの看病することになる」

「…………」

「いいか？　いま、起きなきゃ、俺がエスリナをもらう」

「…………」

　しかし返事はない。

　クラウはそれを確かく認にんしたあと、ほんの少しだけ悲しげな顔になり、だがその弱い感情はすぐに消す。

　やはり慣れているのだ。

　仲間を失うことに、慣れてしまった。

　立ち上がり、仲間に背を向ける。

　この集中治ち療りよう室を出て、仕事に戻るのだ。やるべきことは山ほどある。ここでカルネがいなくなったら、その量は膨ぼう大だいだろう。そしてそれをうまく対処できなければ、また新しい仲間を失うことになる。

「ったく、めんどくせぇなぁ」

　と、彼がその場を立ち去ろうとしたところで、しかし、背後から声がした。

「…………ちょ、もう、エスリナに手を出しちゃ、だめでしょ。ノアさんに言いつけますよ？」

　そんな、声。

　そしてそれに、クラウは思わず満面の笑えみを浮うかべてしまい、だが、その顔のまま振ふり返るわけにはいかないので頑がん張ばってしかめつらを作ってから、振り返る。

「ンだよ、起きたのかよ」

　すると、カルネが目を覚ましている。まだ疲つかれたぼんやりした顔をしているが、目は、確かに開いてこちらを見ていて。

「……心配、しました？」

　などと言ってくるので、答えてやる。

「なんで俺がおまえの心配する？」

「じゃあなんで僕のお見み舞まいにきてるんです？」

「そりゃ、あれだよ」

「どれです？」

「謝罪」

「ま～た、なんか悪いことしたんですか？」

「あー、なんだ。おまえが死んだことに泣きまくってるエスリナの弱みにつけこんで、毎日一いつ緒しよに寝ねてんだ」

「噓うそばっかり」

「ほんとほんと」

　するとカルネはあきれたような顔になって、

「フィオ～ル、クラウさんを憑つき殺して～」

　なんて、言う。

　それにクラウは、笑う。

　カルネも、まだ力なくだが、笑う。

　クラウはベッドへと戻り、ベッドサイドの椅い子すに座る。目を覚ました後こう輩はいの顔を見て、

「はい、おはよ」

「おはようございます。あの、僕、どれくらい寝てました？」

「どれくらいかな。半月くらいか？」

「ここは？」

「旧レムルス帝てい国こく領」

　それは中央大陸南西部に位置する土地だった。ローランド帝国はこの地に、首都機能を移転する計画だった。

　だがカルネが負傷した場所からはそれなりに離れている。ガスタークとエルトリア共和国の戦争は、中央大陸北部で行われているからだ。

　だから、カルネが言った。

「クラウさんが運んでくれたんですか？」

「重いから途と中ちゆうで八十回くらい捨てようと思ったんだけどな」

「またまた、ほんとは僕がかわいくてしかたないくせに～」

「それどのツラで言ってんだ？」

「このツラです」

　カルネがにっこり笑う。

　だが無視して、クラウは言った。

「捨ててきたら、エスリナが泣きながら殴なぐりかかってきそうだしな」

　するとカルネが少し真しん剣けんな顔で、聞いてくる。

「エスリナは？」

「毎日泣いて、衰すい弱じやくしてる」

「……あ」

「ノアがついてる」

「それは、ありがとうございます」

「なんで俺に礼を言う？　言うならノアに言えよ」

　するとなんでそんなこともわからないんですか？　わかってるでしょう？　といわんばかりに、カルネはこちらを見てくるが、だからといって、それ以上はそれについてはなにも言わない。

　別の、戦場の話になる。

　カルネは少し思い出すような顔になり、言った。

「あそこで起きてたこと、あれ、なんですか？」

　クラウは肩をすくめる。

「さてね、またなんか、神がどうのこうのだろ」

「神からの侵しん蝕しよくは止まってるんじゃなかったんですか？」

「それもわかんね。そもそも神ってなんだよ」

「はは、ローランドは、大きな宗教はありませんでしたしねぇ。今回の件、僕がいなくてちゃんと報告書、書けました？」

「ガキかよ俺は。シオンたちにはちゃんと報告書を送っておいた」

「返事は？」

「まだだ」

「選せん択たく肢しはあれですよね。

　１，この機に乗じてガスタークを潰つぶすか。

　２，ガスタークを助けて未知の力を持ったエルトリア共和国と戦うか。

　３，両方無視して、この地の防衛力を上げるか」

「そうだ」

「シオンさんや、ミラー先せん輩ぱいは、どれを選びますかねぇ」

「おまえはどう思う？」

　それにカルネが少し考えるような顔になってから、言った。

「エルトリアをまず、潰さないとまずいように思います」

「俺もだ。奴やつらの力は出所が不明だしな」

「はい」

「だが、それにはガスタークと結ぶ必要がある。そうなるなら、俺たちに決められることはない。だからいまは」

「３の戦線維い持じの防衛力底上げですね」

「そうだ。山盛りの書類仕事。おまえに任すから」

「ちょ、僕病やみ上がりなんですけど」

「知るかよ」

「それに……ほら、これですよ」

　と、右みぎ腕うでを見せてくる。肘ひじから先がない。あの戦場で、吹ふっ飛ばされたのだ。

　だが、クラウはそれに笑って、

「俺と同じ義手つけるか？」

　と、言う。

　呪じゆ詛そ義手だ。それも、禁呪が使われたもの。それをカルネは見て、

「クラウさんと同じのつけたら、僕死んじゃいますよ～」

「まあ義手に慣れるまでは、左手で書類仕事すりゃいいだろ」

　それは、なんの問題もないはずだった。カルネほどの使い手なら、左手を使って魔ま方ほう陣じんを右手と同じレベルで描えがく訓練もしている。左手でペンを使って文字を書くのに慣れるのは簡単だろう。むしろ時間がかかるのは、新しい義手で丁てい寧ねいな文字を書けるようになるほうだ。そちらはけっこうな時間がかかるが、まあ、こいつならやれるだろう。なんだかんだで優ゆう秀しゆうなのだ。

　なにせクラウと同じ、『エーミレル私設兵団』という異常な人体実験組織出身なのだから。

「……義手かぁ」

　と、カルネが自分の右腕を見て、呟つぶやく。

「ねえクラウさん」

「うん？」

「義手って、女の子触さわったときの感かん触しよくは、ちゃんとしてますかね？」

「気になるのはそこかよ」

「そりゃそうでしょう」

　そりゃそうらしい。

　まあ、それはそうかもしれない。

　一応、義手は神経に直接繫つながっているし、魔ま法ほうで作られた疑似感覚もあるので、触っているのがわかるにはわかるのだが。

「元通りにはならないな」

「えー」

「でも、よく目を覚ました。死ななくてよかった」

　と、クラウはぽんっとカルネの肩かたを叩たたく。

　カルネはその、叩かれた肩を見つめながら、言った。

「……いやー、ほんと、死ななかったですねぇ～。でも、うまくやれなかったら結局は十年後には死ぬんですよね～？」

「…………」

「なんせ神様がどうのこうのですもんね～」

　そう。

　なにやらそんな大おお仰ぎような話になってしまっているようだった。この世界にはタイムリミットがあり、世界の外には神とか名乗る奴らがいるのだという。

「僕ら、うまくやれますかね？」

　カルネが言う。

　クラウはそれに、肩をすくめる。

「さあ？　そもそもいままでだって、俺たちはうまくやれてたのか？」

「少なくともクラウさんは、ノアさんとはうまくやってるんでしょう？」

「はぁ？　全然話違ちがうだろーが」

「もう寝ました？」

「おまえなんなんだよ」

　だがカルネは、真ま面じ目めな顔のまま、続けた。

「今回の戦場で、僕はまた死にかけたわけですが」

「まあ、弱よえーからな」

「はは、まあそうです。クラウさんみたいな筋肉馬ば鹿かじゃないですし」

「んで？」

「……んで、僕は結局のところ軍人で、おまけにあまり死を恐きよう怖ふしていないところがあるし、いつ死んでもおかしくない職業についているので……」

「うん」

「本当に大切な人は、そばにおかないほうがいいと思ってたんです」

「…………」

「好きだと思ったり、大切だと思った人と、もしも一いつ緒しよになったら、きっとその人を傷つけてしまうと」

「そうか」

「そうです」

　と、カルネはうなずく。

　そしてその気持ちは、わかる。自分もそうだ。部下の死を、仲間の死を、理り不ふ尽じんな人の死を、ローランドにいるとあまりにもたくさん見てしまうから──そういうふうになってしまうのは、わかる。

　カルネがこちらを見て、聞いてくる。

「だからちょっと、先輩に相談していいですかね？」

「だめだ」

「えー」

　と、カルネは笑う。どうせだめといってもこいつは聞いてくることも、クラウはわかっている。

　それも、なにを聞こうとしているのかも。

　カルネが言った。

「ノアさんと、もう寝ねました？」

「…………」

「告白は？」

「…………」

「ノアさんのこと、ほんとのところどう思ってるんですか？」

　という問いかけに、クラウは答えてやる。

「俺はおまえじゃないから、俺には正解はないぞ」

「でも教えてくださいよ～。先輩の背中を見せてくださいよ～」

「教わって、どうする。おまえの人生のことは、おまえが決めろよ」

「僕の人生？」

「ああ」

「でも僕、自分にはあまり興味がないっていうか」

　そういう奴だ。こいつは会ったときから、そういう奴だった。

　だが、

「エスリナのことは好きって話なんだろ？」

　カルネがこちらを見つめて、うなずく。

「はい。そう思います」

「じゃ、それでいいだろ」

「……でも、僕でいいんでしょうか？　彼女を傷つけませんかね」

「不安なのか？」

「はい」

「なら、拒きよ絶ぜつしろよ」

「ちょっとこの先輩、全然相談相手にならないんだけどー」

　と、カルネは笑う。

　結局、答えはわかっている、という顔。

　クラウは肩をすくめる。

「俺が決めることじゃないって、おまえもわかってんだろ？」

「まあ、そうですけど」

「話は終わったな」

　が、カルネはまだ続けた。

「じゃあ今度は僕がクラウさんの相談を受ける番ですかね」

「おまえに相談なんかねーよ」

　だが、カルネは続ける。

「十年後に、世界が終わるそうです」

「…………」

「今日、僕が死のうが死ぬまいが、結局十年後には世界は終わるんです」

「…………」

「それを僕らが止められるかどうかは、わからないですが、結局そんなすぐに終わるのなら、僕より他の奴のほうがエスリナを幸せにできるとか、思う必要って、あるんですかね？」

「知るかよ」

「最後の十年。たった最後の十年しかないなら、気持ちのままに生きてもいいのかなって……今日、またも死ななかった僕はちょっと思っちゃったんですが、クラウさん、どう思います？」

　それにクラウは、カルネをにらんで、言う。

「おまえこれ、結論はもう決まってて喋しやべってるだろ？」

　するとカルネは笑う。

「あ、バレました？　クラウさんと違って男らしい僕は、いま、このベッドから起き上がって、部屋を出て、エスリナのところへいって、それから、告白しちゃおうかなって、思ってるんですが、どう思います？」

　などと言ってくるので、言ってやる。

「フラれんだろ」

「ははは、そうかも」

　と、カルネは笑う。それから起き上がる。

「あ痛っ」

　と、体のどこかが痛かったのか、顔をしかめる。

「まだ寝てたほうがいいんじゃないか？」

　クラウが聞くが、カルネは首を振ふる。

「ここのところいっつもベッドで倒たおれてて、エスリナに心配させてるから、元気でぴんぴんしてるところを見せないと」

　ベッドから起き上がる。全身の動きを確かく認にんするように体をうごかし、

「ふぅっ」

　と、大きく息を吐はく。

　それから椅い子すに座っているこちらを見下ろして、カルネが言ってくる。

「じゃ、僕、お先に結けつ婚こんしちゃいますね、クラウ先せん輩ぱい」

「だ～からフラれるって」

「でも、クラウさんはノアさんにはフラれないと思いますよ？」

「…………」

「どうせ残り十年です。たった十年。そしたら、なんか、いまの一分一秒が、すごく貴重に思えてきませんか？　あ、あ、ちなみに、いつ死んだってかまわないみたいな顔をしてるクラウさんの一分一秒じゃないですよ。ノアさんの一分一秒です。彼女が何回笑ったかとかは、たった十年のタイムリミットのことを考えたら、すごく貴重な気がしてきません？」

　それにクラウはカルネを見上げて、言った。

「ほんとおまえ、うるせーなぁ」

「といいつつ、後こう輩はいからの愛を感じちゃうでしょ？」

「うるせぇば～か」

「ははは」

　と、カルネは笑う。そのまま病室を出ていこうとする。

　それを、医者が止めようとするが、カルネは芝しば居いがかった動きで、

「僕はそれでも、彼女に伝えなければならないことがあるのだ～」

　などと言って笑うので、元気なのだろう。その、カルネのほうを振り返って、クラウは言った。

「だが俺たちは、十年で世界が終わらないように頑がん張ばるんだろ？　十年後に、世界が終わらなかったら、どうする？」

　するとカルネが振り返って、言った。

「そのときは軍人をやめます」

「やめてどうする？」

「パン屋さんでもやりますかね？」

「おまえ客に手ぇ出しそうだな」

「エスリナ許してくれるかな～」

「ナイフで刺さされろば～か」

　と、クラウはあきれたように笑ってから、立ち上がる。

「どこいくんです？」

「おまえにゃ関係ねーだろ」

「あ、触しよく発はつされて、クラウさんもノアさんと結婚する気になったんでしょ？」

　それにクラウは答える。

「いや、いまからエスリナのとこいって、おまえがいかに戦場でもいくさきざきで女おんな癖ぐせ悪かったかについてあることないこと話す」

「ちょ、いまからプロポーズするんですからやめてくださいよ！」

　と、カルネがつかみかかってくるのをあっさりよけながら、言う。

「で、おまえがフラれるようにしてから俺はノアのところへいって」

「いって、どうするんです？」

　と、カルネに言われて、クラウは少し考える。

　この十年を、どうするのか。

　本当に残り十年しかないとして。

　もしもそれが、止められなかったとして。

　そうしたら、きっと、話し合わなければいけないことはたくさんあるように、思えた。

　だから、彼は考え込むように腕うでを組んで歩き出しながら、言った。

「少し、話し合ってみるか」

　するとカルネが横に並んでくる。そのまま病室を出て、廊ろう下かを歩きながら、言う。

「結婚しかないと思いますけどねー」

「結婚したからって、どうなるんだよ」

「さあ、したことないですし。幸せの絶頂を突つき抜ぬけちゃうんじゃないですか？」

「そんな話、俺聞いたことないぞ」

「僕もないですね～。結婚が人生の墓場だって話は何度も聞いたことはありますが……あ、でも、ミラー先輩は結婚してましたよね」

「ああ、してるな」

「毎日家庭が幸せで仕方ないって、言ってましたっけ？」

「言ってなかったな。いつもこーんな顔をしてた」

　と、クラウがしかめ面を作ると、カルネは笑う。

「ははは、似てますね」

「だろ？」

「でも、それは結婚する前もそうだったでしょう。むしろミラー先輩は、結婚後のほうがくだらない冗じよう談だんを言って笑う回数が増えたように思いますけど」

「ふむ。そうだったっけ？」

「そんな気がします」

「じゃあやっぱ、結婚したら幸せの絶頂を突き抜けちゃうのか？　なにせ、あのミラー先輩が笑うくらいだし」

　とクラウが言うと、今度はカルネが腕組みをして、

「うーん」

　と、うなった。

　だが、とにかく、なにかはしなければいけないような気は、クラウもしていた。

　十年だ。

　十年は、長いようで、短い。

　もちろん彼らは軍人だから、その十年だって生き残ることはできないかもしれないが。

　と、その途と中ちゆうで、廊下の角を曲がったところに、エスリナが現われた。

　彼女は毎日、意識を取り戻もどさないカルネの看病に時間を費ついやしていた。

　残り十年しかない時間を、カルネのために。

　そして食事をとる時間だけ病室を離はなれるのだが、どうやら戻ってきたようだった。

　そして、いま、立って歩いて軽口を叩たたいているカルネの姿を見つけて。

　彼女の瞳ひとみに、みるみる涙なみだがたまっていくのが、遠目からもわかる。

　それにカルネが、クラウのほうを見上げ、

「あ、じゃあ、お先に」

　と言った。

　そしてゆっくり、前へと進んでいく。

　エスリナがその、カルネに向かって泣きながら走り出す。

　カルネはここで、もう、すぐにプロポーズでもするつもりだろうか？

「…………」

　クラウはそれを、最後まで見ないまま踵きびすを返す。

　廊下の、反対のほうへ。

　その間にも、時間は進む。

　世界の終わりへ向けて時間は進む。

　ああ、なら、その残り少ない時間を有意義に使うためには、自分はどうしたらいいのか？

　自分のような、他人の血ですでに全身が汚よごれきってしまった男が、これ以上なにを望んだらいいのか？

「…………」

　クラウは一いつ瞬しゆん振ふり返る。

　廊下に並んだ窓の外はひどい雨が降っている。まだ午後なのに、外は暗い。

　だが、それでも、そんな暗さはまったく関係なかった。あと十年で世界が終わってしまうかもしれないという暗さは、しかしもう、そこでは関係なかった。

　廊下の向こうで、カルネとエスリナが、唇くちびるをあわせている。

　そしてその姿が、気き恥はずかしいほどに眩まぶしく、一瞬の生が輝かがやいているように見えて。

「……十年、ねぇ」

　そう、彼はうめくように言った。







　　　第六章　大切なことはなにか







　一回。

　二回。

　三回。

　四回。

　五回、くるくるとペンを回しながら、とある軍の官舎の中にある執しつ務む室の椅子に座り、シオン・アスタールはぼんやりしていた。

　机の上に書類は山のようにあるが、それをやることに意味があるかどうかは、疑問だった。

「…………」

　ただじっと、彼は書類をみつめる。

　その書類には、この国をよりよくするための方策について書かれているはずだった。

　より暮らしやすく。

　より平等に。

　いやむしろ効率を追求するためには不平等に。

　全員の幸福を追求するのは難しいから、常に天てん秤びんを動かすことになる。より多くの人間の幸せを手に入れるには、どうしたらいいか？

　もしくは、誰だれを犠ぎ牲せいにするのが、最小の痛みか？

　それを量る。

　測る。

　計る。

　希望ある未来のために、それをやり続けることが、シオン・アスタールの王としての仕事のはずだった。

　だが、

「…………」

　きちんと未来があるかどうかは、もう、いまとなってはわからないのだ。

　さっき、まったくなんの抵てい抗こうもできないまま、神からの侵しん蝕しよくを受けた。彼の体と意識は、勇者に取り込まれ、なにもできなかった。

　ルシルの犠牲と、ライナの頑がん張ばりによっていまは正気を保っているが、しかし、それも猶ゆう予よは七か月だ。

　たった七か月。

「……七か月後には、俺は俺じゃなくなる」

　と、そう、彼は呟つぶやいてみる。

　本当なら、十年は猶予があるはずだった。

　世界は十年後に終わるはずだったのだ。

　それを防ぐために、シオンは今日まで頑張ってきたはずなのだが、しかし、さっきの勇者の暴走で、それが変わってしまったのがわかった。

　勇者は、すぐにでも世界を食い散らかそうとしていた。

　七か月後、もしもあの勇者の封ふう印いんが解けてしまうのであれば、世界はそれで終わりだった。

　なのにいま、目の前には、やり始めたら完成までに七か月以上は確実にかかる事業の決済がいくつもあって。

「……はは、ちょっと、やる気失うなぁ」

　なんて笑いながら、書類をぽんっと、指で叩いてみる。

「もう昼ひる寝ねでもしようかな」

　と、彼には珍めずらしいことを言いながら、椅い子すに背中を預ける。

　そして執務室を見回す。

　殺風景な、いくつかの机と書しよ棚だながあるだけの部屋だ。

　かつての、ローランドの王宮にあったものとは、違ちがう。

　ローランドの首都機能はクラウたちがいる旧レムルス帝てい国こく領にうつされることになったのだ。

　それにあたって、玉座の間も、かつてライナとともに過ごした執務室も、潰つぶしてしまった。

　だからいま、彼がいる場所は、誰か軍高官の人間の部屋を借りて使っている状態だった。書棚にも、その軍高官の人間の本がそのまま残っている。

　おそらく、シオンでは使えないような高度な魔ま術じゆつについて書かれた魔法書。

　人事運用についての書物。

　それに、よりよく生きるにはどうしたらいいのか、といった、哲てつ学がく書のようなものまで並んでいる。

　よりよく生きるには、どうしたらいいのか。

「……この、たった七か月の中で？」

　シオンはその、本の背表紙を見上げながら、また独り呟く。

　もちろんまずは、七か月で世界が終わってしまうことを止める必要があった。

　さらにその七か月で、神々と対たい抗こうするだけの力をつけ、そして、十年のタイムリミットを潰す方法を見つけるのが、彼らの仕事だ。

　だが一方で、失敗したらたった七か月で世界が終わってしまうことも、シオンは感じてしまっていた。

　勇者にまるで抵抗できなかったことへの絶望感が──いや、絶望感というよりも、あきらめと解放というようなものを、感じてしまっていた。

　そして少しだけ考えるのだ。

　もしもこの世界が、あと、残り七か月しかないのであれば。

　自分は、なにをするか。

「……まずは、お礼かな」

　などと彼は、言う。

　たとえばミラーやクラウ、カルネやルークに、言うのだ。

　自分のような不ふ甲が斐いない王を、それでも担ぎ上げてくれて、ありがとうとか。あいつらはそんなことを言い出した弱い王を許さないだろうが。

　それから、ライナやフェリスにも、一いつ緒しよに笑ってくれてありがとうとか、言ったほうがいいだろうか。

　それもやはり、嫌いやがられそうだ。そんな簡単にあきらめるなよとか、もしくは、なにそれ気持ち悪いんだけどとか。

　でも結局は、あれだ。

　ライナはたぶん、しばらく時間が経たってからだとは思うが、照れた顔をしながら、同じ気持ちだとか、なんか、そんなことを言ってくるのだ。で、お互たがい恥はずかしくなって、笑って、酒でも飲んで馬ば鹿か騒さわぎして、倒たおれるように寝て。

　で、その翌日──結局残り七か月が一日減ったことを感じる。

「って、そりゃだめだな～」

　シオンは腕うで組ぐみしたまま、困ったように言って、天てん井じようを見上げる。考えたところでいい案は生まれないが、それでも、なにをどうしたらいいのかと、ぼんやりと考える。

　それからちらりと時計を見る。

　ミラーが設定した会議の時間まで、まだ、しばらくあった。

　ライナがフェリスに、ルシルの死を伝える時間を待つのだという。ミラーにしては珍しい決断だ。

　世界のタイムリミットが迫せまっているというのに、その足あし踏ぶみは大きなタイムロスのはずだった。

　だが、ミラーはそれを許した。それは急いだところでもう、他にやりようは見つからないと彼も思っているのか、それとも、世界を救うために命をかけた、ルシル・エリスの犠牲を尊重したためか。

　どちらにせよ、前へ進む前に、ぽっかりと時間があいてしまった。書類仕事をする気にもならないし、だからといって、その数時間の空きでどこかへ遊びにいくような心に余よ裕ゆうのある日々を、彼は過ごしていなかった。

　ただ、時計を見つめ、なにもできず、秒針が進んでいくのを、見つめる。

　とそこで、トントンっと扉とびらがノックされる音が聞こえた。

　シオンは扉のほうを見る。

「誰だ？」

　すると女の声が返ってくる。

「私」

　キファの声だった。

　かつての部隊の仲間。ライナを追って、世界へと旅だってしまった彼女が、いま、この部屋へとやってきている。

　その、彼女が言った。

「入っていい？」

　それにシオンは答える。

「だめって言ったら？」

　ガチャリと、扉が開く。それにシオンは苦く笑しようする。扉の向こうには、赤毛の美人が立っている。彼女は昔から美人で、ローランド帝国王立特とく殊しゆ学院の男たちの注目の的だった。

　その美人が、ライナのことばかりを構うから、ライナは男たちのいじめの標的になっていたほどだった。もちろんライナはいじめのことなどまったく気にしていなかったが。

　いやむしろ、いま思い返すと彼は、自分はいじめられ、虐しいたげられるべきだとすら思っていたようなところがあった。それほど当時のライナは傷つき、ふさぎ込んでいた。

　キファの姿を見て、急にそんなことを思い出す。

「…………」

　扉の向こう。

　久しぶりに戻もどってきた同級生は、相変わらずの美人だった。

　そしていまも、彼女はライナに恋こいをしている。

　シオンはその、彼女の姿を見て、言う。

「あらためてになるけど」

「うん」

「おかえり」

「ただいま」

　彼女は少しふて腐くされたような顔をしている。その理由は、世界が残り、十年──もしくは、七か月しか残ってないからか。

　おそらくは、違うだろう。

　キファが部屋に入ってくる。こちらをにらんでいる。

　シオンは肩かたをすくめる。

「なんで怒おこってるの？」

　彼女は答える。

「わかってるくせに」

「なんでかな」

「どうしてあの金きん髪ぱつの美人をライナの護衛につけたのよ」

　やっぱりそのことについてだ。いま、ライナは、フェリスにルシルの死を伝えるために時間を使っている。フェリスはずっとライナのそばにいて、たぶん、おそらくもう、ライナの中では彼女の存在は大きな支えになっているはずだ。ずっとふさぎ込んで、自分に価値がないと思っていた彼が立ち直ることができたのは、おそらく、フェリスの力が大きいだろう。

　それはそばに居たらわかる。

　じゃあ、自分はなぜ、彼女をライナにつけたのか。

「…………」

　それを思い出す。

　しかしあのとき、あの瞬しゆん間かん、自分にはそれしかできなかった。

　あのとき、貴族たちよりも自分は弱かった。

　そしてミラーやルークの操あやつり人形として王の座についた。

　唯ゆい一いつ利害のない、シオンが信用できる仲間と呼べるのはフェリスだけで、そして、やはり利害がない、信用できる親友が、世界を平和にするためにはどうしたらいいかなんていうレポートを書いていて、夢を追いかけようとしていた。

　その夢を守るために自分がつけてやれるのは、彼女しかいなくて。

「…………」

　でもいま考えると、それもすべて操られていたように思う。

　それはリューラに。

　ルシルに。

　勇者に。

　運命に。

　なら、フェリスをライナにつけたことを後こう悔かいしているか？

　それは、否いなだった。

　正しい判断だったと思う。

　ライナはフェリスがいるおかげで、強くなった。死にたがりじゃなくなった。

　それは泣きながら、シオンのことをあきらめないと叫さけびだすような奴やつになるほど、変わった。

　そして何度も、何度も、お互い裏切りあったのに。仲間もたくさん失ったのに、今日も、また同じ場所にいて。

　シオンは、あのライナと別れた雨の日を。

　初めての戦場で仲間を失って、ライナと、キファと三人で、死体の山に立っていたときを。

　ライナがシオンの差し出す手を払はらったときのことを。

　なのにまた、ここにいま、みんなで集まってしまっていることを、思って。

「…………」

　少しだけ楽しそうに、それでいてうんざりしたように、笑った。

　それからキファを見て、言った。

「でも、まあ、うまくいったかどうかはさておき、生きて集まったな」

　すると彼女は、こちらを見る。その表情には少し悲しげな色がある。彼女はエスタブールからきたスパイだった。姉を殺され、妹を人ひと質じちに取られて、シオンの仲間を売った。

　仲間たちは皆みな殺ごろしになり、ライナは二年も投とう獄ごくされた。

　でもそれは彼女のせいじゃない。国のせいだ。時代のせいだ。当時はそんなことばかりだった。

　それを経て、また、ここに生き残って三人で集まった。

　そのことについて、彼女はいま、どう思っているのだろう。

　するとまるでその気持ちを察したかのように、キファが近くにあった書しよ棚だなに並んだ本を見上げながら、言った。

「……結局、国を出て頑がん張ばってみたけど」

「うん」

「なにもできなかった」

「俺もだよ」

　シオンは笑う。

　キファがこちらを見る。

「シオンはすごいじゃない。もう、国をこーんなに大きくしちゃったし」

　と、かわいらしく両手を広げる。

　その姿に、シオンは笑う。

「それ、馬鹿にしてるでしょ」

「いやいや」

「それに、国を大きくすることに、意味があったかな……？」

「ん～？　そこは私は男じゃないんで、大きな国とかいらないけどね～」

「はっはっは、俺は男だから、とにかく大きい国が欲しかったのだよ」

「噓うそばっかり」

「はは」

　とそこで、キファが本ほん棚だなを見上げたまま、言う。

「シオンって、こんな本読むの？　『良く生きるとはなにか』とか、書いてあるんですけど」

　シオンもその書棚を見上げて、言う。

「普ふ段だん、ここは俺の執しつ務む室じゃないんだよ」

「あ、そうなんだ」

「でもそれ、おもしろそうだよね」

「うん。私も、良く生きる方法知りたいもん」

「持ってっていいよ。おもしろかったら教えて」

　が、キファはその本に手を伸のばさないまま、言う。

「でもこれ、男が書いた本でしょー」

「じゃあ女が書いた哲てつ学がく書でも読めば？」

「ないない。女は男みたいに夢や哲学語ってる暇ひまないの」

　そういえば、女の哲学者というのはあまり聞いたことがない。

　キファがこちらを見る。

「それに世界の寿じゆ命みようが、十年しかないのに……哲学もないでしょ」

「でも良く生きないと」

　と、シオンが笑いながらいうと、キファも微笑ほほえむ。だがその微笑みはやはり、少し悲しげで。

「……恋れん愛あい相談でもするかい？」

　と聞くと、彼女はため息をつく。ちょっと泣きそうな顔になり、部屋にある、おそらく軍高官の秘書が座るための机にもたれかかる。

「私に入り込む隙すきって、あるのかな？」

「っていうのは？」

「わかってるくせに」

「ライナと、フェリスとの間がどれくらい進んでるかってこと？」

「うん」

「俺は知らないよ」

「知っときなさいよ」

　だが、まったく知らないわけでもなかった。

　ついこの間、そのことについて話したばかりだ。たぶんライナは、恋とか、そういうことはしたことがないはずだ。

　フェリスに家族めいた愛情は感じているが、その先はどうこうとかは、たぶん、まだだ。

　それはライナ自身がいままで、呪のろわれた瞳ひとみを持った忌いまわしい存在だと思っていたせいもあると思うし、それに、十年しかないなら、いまはそんな場合じゃないだろ、なんて、逃にげ腰ごしの発言もしていたばかりだ。

　でも、いま、目の前のキファの態度で、シオンも気づく。

　そんなに逃げていることはできないと。

　十年しかないのだ。

　なら、どんな結論だって、早く出すべきだ。

　だから近い未来に、ライナは選ぶことになるだろう。

　フェリスか、キファか、ミルクか。もしくは別の選せん択たく肢しもあるかもしれないが、すべてを手に入れることはできない。

　世の中はそうできている。

　ライナはレポートに、誰だれも泣かないですむ世界なんて書いていたが、生きていればやはり、泣くことも、あるのだ。

　だからライナはなにかを選ぶだろう。そして誰かが泣くだろう。でもたいしたことじゃない。みんな生きているのだから。

　しかしそれでも、

「ライナ、かわいそ」

　と、シオンは笑う。

　するとそれにキファは敏びん感かんに反応して、

「おもしろがってるでしょ」

「え、あ、いや」

「ぶっ飛ばすわよ？」

「え───」

「私もここしばらくで、ちょっとは強くなったんだから……シオンにだって、勝てるかも」

　なんて言ってきて、シオンは降参とばかりに両手を広げる。

「俺は運動不足で弱くなったよ」

　実際には、勇者に体を侵しん蝕しよくされて、痛みに動けなくなってしまっていた。

　いまはそれがないから、どれくらい自分の体が動くかはわからない。ただ、筋肉が衰おとろえたりはしていないのは、感じる。勇者の力で無理矢理維い持じされている。

　これを人間と呼んでいいのかどうかは、もはやわからないが。

「暇だから、力比べでもやってみる？」

　シオンが言うと、またちょっと泣きそうな顔でキファが言う。

「ライナが……フェリスさんに告白するかもしれないいまの時間を、私が耐たえられるように？」

「そういうわけじゃないけど」

「彼女の、お兄さんが死んだって聞いた。それも、ライナやシオンを守って」

「わ、早耳だね。誰に聞いたの？」

「もう、私にはローランドには仲間はいないのに？」

　もちろんそんな意味で言ってない。そしてそれを、彼女もわかっているだろう。だからシオンはそれに、肩かたをすくめる。

　すると彼女は困ったように頰ほおを膨ふくらませる。唇くちびるを尖とがらせる。それから両手で顔を覆おおって、

「あ～、もう、なにグチグチ言ってるんだろ私。すごい卑ひ屈くつ。嫌いやになっちゃう。いま、ブスな顔してる？」

　なんて聞いてきて、シオンは微笑む。

「いいや。大だい丈じよう夫ぶ。かわいい顔してるよ」

「大っ嫌きらい」

「はは。あと、恋こいする顔してる」

　彼女は、ライナに死ぬほど恋をしているのだ。そのライナがいま、他の女といる。その女の兄は、ライナの命を救って、死んだばかりで。おまけにその女とライナは仲がいい。

　これは、たぶん辛つらいだろう。

「お兄さんが死んだばかりで、こんな気持ちになっちゃいけないってわかってるんだけど……」

　キファが苦しそうに胸を押さえる。

「もう～、どうしよ、シオン。心臓がバクバクする。辛いよ。私、ライナとはもう、ダメなのかな？」

　と言われても、シオンは腕うで組ぐみをするくらいしか、してやれることはないのだが。

「だめだったらどうするの？」

「死んじゃう」

「死ぬのは許さないよ」

「なんでシオンにそんなこと決められなきゃいけないのよ」

「もう仲間が死ぬのはうんざりだからね。それにそんな理由で君が死んだら、またライナが傷つくよ」

　それに、キファは泣きそうな顔のままこちらをにらむ。

「ううう……わかってるけど」

「うん」

「でもでも、もし……もしも手に入らないなら……せめて死んで、傷つけて、心に残りたいじゃん」

　なんていうのに、シオンは微笑んでうなずく。

「って、俺にだけ言ってみてるって、わかってるよ。それにもっと言いたいなら、聞くよ。でも結局、君はライナが好きだから、そんなことできないだろ？」

「ううう」

「それライナの気持ちが決まったわけじゃない」

「…………」

「まだ、頑がん張ばる余地はあるだろ」

「……そう、思う？」

　彼女は苦しそうな、泣きそうな顔をこちらに向ける。

　シオンは答える。

「いつだって、可能性はあるよ」

　でもどちらにせよ、残りたった十年の話だが。その十年を突とつ破ぱする可能性も、やはり頑張れば自分たちは持てるのだろうか。

　キファが言う。

「でもシオン。もしそれで頑張って。一生懸けん命めい頑張って、フラれたらどうするの？」

「…………」

「……ライナの顔、見た。やっと再会できて、嬉うれしくて、嬉しくて私、ずっとライナの顔見てたの」

「…………」

「それでわかったことがある。ライナは、フェリスさんと一いつ緒しよのときか、シオン、あなたと一緒にときばかり、楽しそうに笑う」

「…………」

「私のときは、いつも、どうしたらいいのかなって、顔してて……」

　そう言われると、もしかしたらそうかもしれない、と、シオンは思う。

　でもそれはキファも少し勘かん違ちがいしている。そもそも、ライナは色いろ恋こいは苦手なのだ。忌まわしいバケモノだと自分を思い込んでいたせいで、そういったことに興味を持てずにいる。そしてその気持ちは、わかる。自分の中にも制せい御ぎよできないバケモノがいて、正直、自分の人生の未来や、パートナーについてなんて、考えようとは思わなかった。

　きっと好きな人ができたとしても、不幸にしてしまうだろうから。

　だから、シオンや、フェリスと一緒にいるときにライナが嬉しそうだったり、楽しそうだったりしているのは、わかる。

　三人ともたぶん、恋愛は苦手で、いまいちこう、未来から目をそらして、いまだけを感じて一緒にいたようなところがあったから。

　だが、それも終わった。

　世界は残り十年。

　もしくは七か月しかない。

　強く、全員が未来を感じなければならなくなる。

　それがどんな未来になるのか。

　キファが、言った。

「それでも、私に頑張る余地、ある？　たぶんライナは……ライナは……」

　彼女の声が、震ふるえる。

　大きな瞳から、一ひと粒つぶだけ涙なみだがこぼれる。

「ライナは……フェリスさんが、好きでしょう？」

　だがそれはわからなかった。わかる必要もない。ライナが決めることだ。残りの十年を、誰と過ごすか。

　そしていま、目の前で傷ついているもう一人の仲間を、シオンは見つめて、言う。

「……もしフラれたら、慰なぐさめるよ」

「ほんと？」

「うん。もしも本当に、君が死ぬほど辛くなっちゃってたら、やるよ。愚ぐ痴ちでもなんでもいえばいい」

「でも、シオンは私に恋してないでしょ？」

「ああ」

「なら、触さわらないで。独りで立ち直れるから」

　独りで立ち直れると、彼女は言った。なら、彼女は出来るだろう。

　彼は微笑ほほえんで、

「……ああ、知ってる」

　と、うなずく。

　キファは本ほん棚だなから、『良く生きるとはなにか』と書かれた本を取り出して、

「この、男目線で書かれてそうな本、借りていい？」

「いいよ。案外いいこと書いてあるかもしれないよ」

「暇ひまつぶしに、読んでみる」

　シオンは時計を見上げる。ミラーが指定してきた集合時間には、まだ時間があった。

　たぶんその間に、ミラーたちは、捕とらえたガスタークからの使者たちへの尋じん問もんも行っているはずだった。

　まあ、尋問といっても、それほど乱暴なものにはならないだろう。もう敵は、人間ではない。そしてガスタークからきた使者たちは、人間なのだ。

　なら、情報を共有して、ともに戦う必要がある。

　キファが部屋から出る直前に、こちらを振ふり向く。

「シオン」

「ん？」

「愚痴ってごめん」

「いいよ。仲間だろ」

「でも、シオンも悪いよ」

「へ？　なんで」

「シオンがもっとちゃんとした王様で、魅み力りよく的だったら、こんな恋れん愛あいで悩なやまなくてすんだのに」

「なにそれ。俺に惚ほれてりゃ苦労しなかったって？」

「そう。シオン、ライナと違って簡単そうだし」

「えー」

「でもシオンは全然魅力ないんだよねー」

「キファの趣しゆ味みが悪いだけだろ」

　するとキファが、その、趣味の悪い女しか惚れないであろう、昼ひる寝ね男の顔を想像したような表情になる。少し嬉しそうに、それでいて悲しそうになってから、

「シオン」

「うん」

「ありがと」

「ああ」

　キファが部屋を出た。

　また、シオンは執しつ務む室に独りになる。

　書類の山。

　秒針が動く音。

　世界のタイムリミットが減る音。

　しばらくすると、再び扉とびらが開いた。

　ノックなしだった。

「あ～、ったく、疲つかれた。眠ねむい。死ぬ」

　と、けだるそうな、人生のすべてにやる気のなさそうな猫ねこ背ぜの男が入ってくる。

　髪かみには寝ね癖ぐせ。

　意志というものが感じられない半眼。

　ライナ・リュートだ。

　それを見て、シオンは笑って、

「いやー、さすがにこれよりは俺、魅力あるだろ～」

「あ？　なにそれ？」

「いや、俺とおまえ、どっちが男性として魅力あるかって話」

「はぁ？　おまえに決まってんだろ」

「いやいや、でもライナ。おまえにもなかなかいいところはあるとは思うよ」

「おまえだからなんなの？」

　と訝いぶかしむような目でこちらを見てきながら、勝手に執務室に入ってくる。

　そして部屋の中をきょろきょろ見回して、

「ってか、おまえの執務室がここになったって聞いたからきてみたんだけど、なんだよここ。ベッドは？」

「ベッドはもうないよ」

「はぁあああ？　執務室にベッドないってどういうことだよ。ベッドがない執務室なんて、執務室じゃねぇだろ」

「っておまえ、執務室がなにするとこだと思ってるの？」

「昼寝？」

「じゃあ寝しん室しつは？」

「本寝。まあいいや、この机で寝るから」

　と、軍高官の秘書のために用意されていた机の椅い子すに座る。光の速さで頰ほお杖づえをつく。目を閉じる。寝る。

　だがいま、ライナが眠くないことは、もうシオンにはわかっている。

　一緒に意識を失ってベッドで倒たおれていたとき、いくつかの薬を使われて自分たちは治ち療りようされていたようで、体の疲ひ労ろうはほとんどなかった。

　シオンは目を閉じているライナを見て、言った。

「ほんとに寝たの？」

「……いいや」

「でも疲れた？」

「うん」

　まあ、それは疲れただろう。フェリスに、ルシルが死んだことを伝えたのだ。

　シオンは、聞く。

「フェリスは、泣いてたか？」

「……ああ。あいつが泣くのを見るのは、嫌きらいだ」

　と、ライナが言う。彼は誰だれが泣くのも嫌いだ。そう、彼のレポートに書いてあった。

「で、フェリスは？」

「一度家に帰るってさ」

　エリス家のことだ。

　ルシルが管理していた屋や敷しき。

　だがそこにはもう、主あるじはいない。

　ライナが続ける。

「で、ウィニットだんご店で俺たちのためにだんごを買ってくるって」

「そうか」

「ああ」

「彼女にも、独りになる時間が必要だな」

「そうだ」

「なあライナ」

「ん？」

「仲間が、死んでいくなぁ」

「ああ……もううんざりなんだけど」

「俺もだ」

　と、シオンは答える。

　それから二人はしばらく、無言になる。

　ライナは目を閉じたまま。

　シオンは、背もたれに体を預け、再び目線を天てん井じようへ。

　するとそこで、ライナが言ってくる。

「……未来を、見たんだ」

　シオンが天井から目線を下ろすと、ライナが薄うすく目を開けて、こちらを見ていた。

「未来？」

「ああ。ルシルの力……いや、もとは『未来眼トーチ・カース』っていう魔眼を持ってたやつがいて」

「うん」

「その目は、自分の命や寿じゆ命みようと引き替かえに、未来で起きる可能性について、わりとはっきり見ることができるんだ」

「ほう。そりゃ、すごいな。でもその未来は……」

　ライナはうなずく。

「回かい避ひできる。そうならないように立ち回ればね。でも結局似たような未来にいく。大きく回避するには、大きな犠ぎ牲せいをださないと」

「そういう仕組みか」

　運命はある程度決まった方向へ向かっていて、それを回避するには大きな変革がいるのだ。

　そしてだから、ルシルは死ぬことを選んだ。

　未来を見たものは、それを変えるため、大切な者を守るために、犠牲になることを選ぶ。

　シオンは言う。

「ライナ」

「ん？」

「おまえが死ぬとかはもう、なしって約束したよな？」
















　それにライナが体を起こしてこちらを見て、困ったように言う。

「俺が死んでどうにかなるなら、こんなに疲れねーんだけどね」

「ふむ。それでじゃあ、未来でなにを見た？」

　シオンが聞くと、ライナの表情が曇くもった。

「全部世界が終わってたよ」

「十年後？」

「うん。たぶん」

「そこにも俺はいるのか？」

　と、シオンは思わず聞いてしまう。十年後に自分がいるということは、七か月後の神々の侵しん蝕しよくのときの、勇者の目覚めは防げる、ということになるが。

　しかしそれにはライナがあっさりうなずく。

「いるよ」

「で、どんな会話する？」

　それにライナは少し考えるような顔になったあと、答えた。

「世界は終わる。どうにもできない。でも最後の希望にすがって、おまえは俺に喰くわれた。おまえの最後の言葉は、友達になってくれてありがとうだってさ」

「で、喰った？」

「ああ」

「それで戦った？」

「うん」

「勝ったか？」

「まったく勝てない。フェリスも殺されて、俺も死んで、終わった」

「うーん」

「他の未来も見た。もう戦わないって決めた未来」

　そういう選せん択たく肢しも、あるだろう。

　世界の運命はどうにもできないとあきらめて、十年を有意義に過ごす──そういう考えも、あるかもしれない。

　どうやら本当に、『未来眼トーチ・カース』はあらゆる可能性について見ることができるようだった。

　シオンは聞いた。

「そっちはどうだった？　幸せだったか？」

　それにライナは、また考える表情。

「ああ、たぶんすごい幸せだったんだと思う」

「どうなってた？」

「なんか、あいかわらずおまえと仕事してるみたいだったぞ？　それも滅めつ亡ぼう直前まで、徹てつ夜やとかさせられた」

「はは」

「あと、ローランドの郊こう外がいに家持ってた」

「ほう。家？」

「ああ。景色のいい家で。庭に子供用の遊具がいくつかあってさ」

「遊具？　って、ちょっと待て。それって、おまえ結けつ婚こんしてるとか、そういう展開か？」

「うん」

「誰と？」

「フェリスと」

「まじかよ」

「子供が二人いた。でも世界は滅ほろぶ。どれだけ幸せでも、もう、子供の未来は見ることができない。それにとにかく絶望してた」

「…………」

「この未来は間ま違ちがった。どうしてこうなったのか。どこで選択を間違えたのか。そんなことを考えながら、滅亡を見つめてた」

「そりゃ、疲つかれんなぁ」

「だから疲れたって言ってんだろ？」

　ライナがため息をついて、両手で頭を抱かかえるようにして天井を見上げる。

　そして、聞いてくる。

「でも、もしも世界の終わりを防げないなら、シオンはどう生きたい？」

「ん？」

「あきらめて、充じゆう実じつした人生を送ろうって決めた未来は、そのなかでは、けっこういい未来だった。最後は絶望だけど……でも」

「まあ、人は結局、最後は死ぬからな」

「十年は早いし、子供に未来がないのも最悪な気分だったけどな。でも、まあ、それまでのしばらくは、みんな笑ってた」

「……ふむ」

「おまえも笑ってたよ。泣いてなかった。俺は……」

「うん」

「おまえが泣くのも嫌いだ」

　ライナがこちらを見て、言ってくる。

　シオンはそれに、苦く笑しようして答える。

「知ってる。俺が好きなんだろ？」

「吐ぬかせよ」

「まあ、でも俺が泣くのはいい。俺が犠牲になるのも……」

「それはだめだって約束しただろ」

「だが」

「だがじゃねぇよ。第一、おまえを喰ったところで、どうにもできなかった。根本的になにかを変えなきゃ、たぶん無理だ」

「根本的って、たとえば？」

　が、ライナはそれに、即そく答とうした。

「わかんない」

　あきれたような顔で、シオンは眠ねむそうな顔の親友を見る。

「未来が見えるんじゃないのかよ」

「全部見えるわけじゃないし、見たやつは全部」

「悪い未来ばかり？」

「うん」

「ひどいな。おまけにルシルも、その未来は見てたんだろう？」

「たぶんな」

「全部の未来がよくないものなのに、命をかけて俺たちを守ってくれたのは、なぜだ？」

　それにライナが答える。

「俺たちに未来を託たくしたんだろ。『未来眼トーチ・カース』で見た未来は、変えられるはずだから」

「根本的ななにかを変えれば？」

「そう。根本的ななにかを変えれば」

「でも、なんだろな。おまえが昼寝やめるとか？」

「うえー」

「フェリスがだんごを禁止するとか？」

「ははは」

　ライナが笑う。それから、

「でも、それで世界が救われるなら、きっと俺もフェリスもやるよ。未来ではあいつ、子供のためにだんご以外の、普ふ通つうの料理も作ってたし」

「まじで？」

「まじで」

「まじか～」

　そんな、ライナとフェリスの夫婦の姿は少し、見てみたい気がした。意外と本当に、仲のいい、幸せな結婚生活を送るのかもしれない。

　まあそれは、さっきこの部屋にきていた赤毛の友人が泣く展開ではあるのだが。

　シオンは聞いた。

「なあライナ」

「ん？」

　その未来には、キファやミルクとの未来は、なかったのか？　そう聞こうとして、やめる。そして、フロワードが言っていた言葉を思い出す。

　いま、ライナは外の世界の神ではない、また別の、正体不明の神に狙ねらわれているのだという。そいつらはエルトリア共和国を援えん助じよしていて、現状維い持じをよしとする勢力なのだという。

　現状とは、この、あと十年でリセットされる世界のことだ。

　そしてその維持のためには、どういうわけかライナが愛に飢うえている必要があるのだという。愛に飢えている間は、世界はいままでどおりに回るから。

　だが、ライナが愛を得て安定すると、世界の理ことわりを破は壊かいしてしまう可能性があるのだという。

　だからライナを傷つけようとしている勢力がいる。絶望や怒いかりにふりまわされて、安定しないように。

　シオンや、フェリス、キファ、ミルクといった仲間の命を狙っている勢力がいて──現に、ミルクも、キファも、すでに命を狙われた。

　キファにいたっては、ガスタークの奴やつらが守らなければもう、人ひと質じちに取られて、死んでいたはずだ。

　つまり、ライナの心を傷つけようとしている勢力がいる。未来が、変わる可能性があるからだ。

　だが世界はいまだ戦乱状態だ。エルトリア共和国はガスタークを襲おそい、そして、ローランドにも攻せめてくるだろう。

　人間同士で争いあい、戦争をしていれば、どうせそのうち大切な人間を失う。

　簡単に失う。

　殺し、殺され、憎にくしみは連れん鎖さして、血と絶望の中できっと、十年が終わるだろう。

　それを防ぐためにはどうしたらいいか？

　エルトリア共和国をうまく処理して、その後、強制的に世界を平和にする必要があった。せめて残りの十年だけでも続く、争いのない、希望に満ちた、誰だれも泣かなくてすむような平和な世界を、作る。

　と、そこまで考えて、

「……大変だなぁ」

　と、シオンは少し、顔をしかめる。

　だが、不可能ではないと、いまは思える。メノリス大陸はいま、もう、大きく分ければ三つの勢力しかない。

　ローランド帝てい国こく。

　ガスターク帝国。

　エルトリア共和国。

　そのうち、ガスターク帝国とは手を結べる可能性がある。というか、向こうも同じ結論になっているだろう。タイムリミットは少ししかない。なら、人間同士は手を結ぶ必要がある。

　だからこそ、奴らも使者を寄こしたのだ。

　キファの命も守ってくれたし、フロワードの威い圧あつ的な態度も、受け入れてくれた。

　だから、人間はもう、世界の三分の二は手を結ぶことができる可能性は、ある。強大な敵が現われたことによって、ついに、そこまできた。

　だが、

「…………」

　エルトリア共和国は、もう無理だろう。

　正体不明の神からの援助を受けているのなら、話し合いには応じないだろう。

　潰つぶすしかない。

　それは凄すさまじい戦争になるだろう。

　世界の三分の一を、潰すという選択だ。

　大勢の人が死ぬ。こちらも殺される。

　だがたぶん、やる必要がある。

　七か月後。他の神が再び侵しん蝕しよくしてくる前に、人間だけで手を結ぶ必要がある。

　そして、十年王国を作るのだ。

　誰も泣かない、死なない、悲しまない、安定した国。

　それを作れれば。

　なんとかそれさえ作れれば──

　世界を、どうにかできるか？

「…………」

　結局それもわからない。

　だがそのへんについても、ミラーやルーク、フロワード、そしてガスタークの人間たちも入れて、きちんと話し合うことになるだろう。

　話し合うなら、もう、いま考える必要はなかった。もう、わからない未来のことを必死に悩なやむのには、疲れた。

　だから、シオンは言った。

「ライナ、なんか腹減らない？」

「んぁ？　あ～、ちょっと減ったけど」

「街に食べ行くか？」

「おまえ仕事は？　いっつも仕事しながら食べるじゃん」

　と、シオンの目の前に積み上がっている書類の山をライナが指さしてくる。

　だがそれに、彼は両手を上げて、

「今日は仕事したくない気分なんだ」

　と言うと、ライナは少し驚おどろいた顔で、

「おまえそれ、明日あした雪降るぞ」

「はは、根本的ななにかを、変えられたかな？」

「ん～」

　まあ、そんなことで変わるのなら、ルシル・エリスは死なないですんだだろうが。

　シオンは立ち上がる。

「なに食べる？」

「おまえのおごり？」

「王様だから、なんでもおごっちゃうぞー。なに食べたい？」

「ん～。カレーハンバーグかな」

「それ美お味いしいの？」

　と、シオンが言うと、ライナが答える。

「この国出る前に、最後に喰くったのもそれだったんだよね」

「ん？」

「ほら、あのおまえと別れた、雨の日」

「うん」

「フェリスと、カレーハンバーグ食べたんだよ。けっこううまくて。でも喰ってる間にも雨がどんどんひどくなってさ」

「ああ、あの日か。そうだったな」

　本当に、ひどい雨の日だった。

「で、もうすぐ宿につくーってときに、傘かさ持ってるおまえがいて。おまけに泣いてんの」

「泣いてないよ」

「泣いてたろ？」

「うーん」

　途と中ちゆうからは泣いていたかもしれないが、しかし、それは雨でわからなかったはずだ。

　そしてそのときのことを、少し思い出す。

　ライナが何度も、何度も、友達だからあきらめないと叫さけんでくれた日のことを。

　あのときは、

「……おまえを喰ったら、世界の終わりを止めることのできる力が手に入ると、思わされてたんだ」

「ふむ。でも、出来なかった？」

　出来なかった。そしてそれは正解だったと、いまは思う。もしもライナの力を取り込んだとしても、運命は変わらなかったろう。勇者は『女め神がみ』たちを駆く逐ちくすることができるだけの力を手に入れて、で、世界中の『女め神がみ』たちを殺し尽つくしたあと、世界も壊こわす。

　結局、『女め神がみ』が世界を食い尽くすか、勇者が世界を破壊し尽くすかしか、ないのだ。

　その運命を壊すには、なにか根本的ななにかを変えないといけないのだが。

「……なんか、お腹なかが減ってもう頭が回らないよ」

　とシオンが言うと、ライナは笑う。

「飯食いにいこか」

「うん」

　二人で執しつ務む室を出る。横を歩くライナが言う。

「つっても店知らないから、結局、よく夕飯食うのに使ってた酒場にいくことになるんだけどなー。ってか、あそこまだある？」

　ライナとフェリスがよく食事のたびに出入りしていた酒場のことは覚えている。安くてそれなりの味の店。

　いまも繁はん盛じようしているはずだ。

「あるよ」

「おー、ならそこいこそこ」

　と、酒場にいくことになったところで、廊ろう下かの向こうから長い黒くろ髪かみを持った部下がやってきた。

　フロワードだ。ライナと並んで歩くこちらをじろりと見つめていて。

「うわ、出た」

　とライナが言う。

　そのときにはもう、フロワードは近くまできている。シオンを見て、

「目を覚まされたと、聞いてきました。どちらへお出かけでしょう？」

　と、聞いてくるので、シオンは答える。

「食事にいってくる。会議まではまだ、少し時間があるだろう？」

「ですが以前話した通り……」

　それにシオンは、うなずく。

「俺やライナは、狙ねらわれてる、だろう？」

「はい。ですから、護衛をおつけください」

　するとライナがうんざりした顔で、

「カレー食うだけで大変になったなぁ」

　フロワードが答える。

「食べたいものがあれば、私の部下に用意させましょう。酒、女、食事、なんでもお申し付けください」

「だってさ。どうするシオン」

「ん～」

　と、シオンは少し悩む。だが、このあとの会議が終わればまた、忙いそがしい日々に戻もどってしまうはずだ。

　その前に、少し、世界や未来に対して投げやりになった気分のまま、外に出たかった。

　だから、

「フロワード。護衛を連れていく」

「陛下」

「いつもの二倍連れていくから」

　フロワードが不服そうな顔でこちらを見て、それから忌いま々いましそうにライナを見てから、うなずく。

「……いいでしょう。三倍連れていってください」

「うん。わかった」

「それと、私が同行……」

「いやいや、おまえはこなくていいよ。まだ仕事があるだろ」

「しかし陛下の命にはかえられません」

「ライナがついてる。ライナにどうにもできない相手なら、おまえも無理だろ？」

「…………」

　とまた、フロワードはライナを見てから、一歩下がった。

「いいでしょう。ライナ・リュート」

「ん？」

「きちんと陛下を守るように」

「ほーい。んじゃいくかシオン」

「うん。フロワード、いってくる」

「はい」

　と、フロワードに見送られて、二人は酒場へと出かけた。
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　酒場でカレーを食べて、ライナはシオンと別れた。

　シオンは護衛をつけなければだめだと言っていたが、彼は無視した。

　独りでいきたいところがあったのだ。

　そこは、歩いていくには少し時間がかかる場所だった。

　城からも、街からも少し離はなれた、郊こう外がいだ。　景色のいい丘おかの上。

　夢の中で。

　いや、ついさっき見た、未来の中で見た場所。

　フェリスと家庭を築き、子供二人が暮らしていた場所。

　まだそこに、家は建っていなかった。いや、その場所へいたる道も、夢の中とは違ちがって舗ほ装そうされていなかった。

　だがそこから見える景色は一いつ緒しよだった。夢で見たのと同じ、美しい光景。やはりあの夢は、ただの夢ではないようだった。実際の、未来なのだ。

　彼はその景色を見つめ、

「……まあ、こんな綺き麗れいな場所で穏おだやかに暮らせたら、そりゃ幸せだろうなぁ」

　と、呟つぶやく。

　夢の中と同じように、空が青い。

　そしてまだ、遠くに煙けむりのようなものは見えていない。

　滅めつ亡ぼうまでにはまだ、十年のときがあるはずだ。

　ライナは腕うで組ぐみをしてしばらくその空を見つめ、それから振ふり返る。家は建っておらず、舗装もされていないからそこは少し荒あれた景色だが、夢で見た家を思い出す。

　四人で暮らすにはちょうどいいくらいの、赤い屋根の家だった。庭があって、ブランコがあって。

　そして上の子は、六歳だった。世界が滅亡する十年後に六歳、ということは、いまから四年後に産んだ、ということになる。

　なら、自分がフェリスと一緒に暮らすようになったのは、いつだろうか。

「…………」

　そんなことを、考える。それからルシルはこの未来を、見たのだろうか？　と、考える。

　ルシルはこう言っていた。

『まったく、うんざりだよ。君みたいに眠ねむそうで、やる気のない、馬ば鹿かそうな男の前で嬉うれしそうに笑う妹を見るのは。でも妹は笑う。君さえいれば、どの未来を選んでもしばらくの間フェリスは幸せでいられる。その側かたわらに私は必要ない』

　もしも本当にそうなら、それはとても光栄なことだ、と思う。自分なんかで、誰だれかが幸せを感じてくれるなら。

　自分のようなバケモノで、幸せを感じてくれるなら、それはとても、幸せな話だと思う。

「…………」

　いまはまだない、未来の家が建つ場所を見つめ、彼は、ゆっくり、しっかり、ルシルの言葉を思い出していく。

『おまえは、私の妹が、好きなのか？』

　そうルシルは言った。

『もし好きなら、妹を守ってやってくれ。私はそのために君に喰くわれてやる。もしも世界と、妹、どちらか選ばなければならない、という選せん択たく肢しがあったなら、君はフェリスを選べ。それを約束するなら、私は君に喰われて、君の半身になろう』

　そうルシルは言った。

　ライナはそれを思い出し、自分の胸をそっと押さえる。

　自分の中にはたぶん、いまもルシルがいる。それを感じる。ルシルの思考や感情はもう、存在しない。影えい響きようしてきたりもしない。そうなるように喰おうとしたわけじゃなかったのだが、たぶん、ルシルがそうしたのだろう。

　だが、それでも、ルシルの言葉を思い出す。彼はライナを信じて──こんな呪のろわれた、みっともないバケモノに、妹を託たくしてくれた。

　そしてこう言うのだ。

『世界は救わなくていい。フェリスを守れ』

　ライナは考えながら、ブランコが作られるであろう場所へと移動する。子供が喜んで、でも、怪け我がしたりしないようにするにはどういう構造がいいか、なんてことを、たぶん、考えながら作ったものに見えた。魔ま法ほうの訓練が自動でできるようになる部分もうまく設計できていて、でも、最後のペンキ塗ぬりで失敗したので、いまいち塗と装そうはよくない。

　フェリスはそれに、まったくおまえはいつもそうだなと言ってきて。

　子供たちは笑ってパパ大好きと言っていた。「…………」

　そんな、夢の中でフラッシュバックするように見た未来を思い出し、いまはなにもない、雑草の生えた地面を見下ろす。

　世界。

　未来。

　破は滅めつ。

　愛。

　家族。

　幸せとはなにか。

　タイムリミット。

　妹。

「…………」

　そんな言葉について、じっと彼は思考を巡めぐらせていく。

　たった十年しかないこの世界で、生きるとはどういうことなのか？

　人生の意味とはなにか？

　たぶん、いままで自分はそういうことから逃にげまくっていた。

　呪われた瞳ひとみを持つ自分には、価値なんてないから、生きる意味を考えるなんておこがましい。

　もしくは、考えるのが怖こわくて、逃げていた。

　だってそうだろう？

　バケモノの生きる意味を考えたって、悲しい結論が出るだけじゃないか。

　間違って生まれた。

　運悪く生まれた。

　おまえには意味なんてないんだ。

　そういうふうに結論が出るだけだと、そう思ってしまっていた。

「…………」

　でもたぶん、それは違う。

　今日までに出会ったみんながそう、教えてくれている。

　シオンや、フェリスが、一緒にいて楽しいといってくれた。

　リューラが、おまえは愛されて生まれてきたと教えてくれた。

　そして、未来まで見てしまったのだ。

　自分の子供を。

　やはり子供のことを、自分は愛していた。バケモノだろうがなんだろうがどうでもいい。自分なんかは本当にどうでもよくて、その子たちに未来を作ってやりたいと、感じていた。

　リューラと同じだ。

　父さんと同じだ。

　もしも自分のことを人と呼んでもいいのであれば。自分はバケモノではないと錯さつ覚かくしてもいいと許されるのであれば、きっと、人間の意味は、それだと思う。

　誰かに認められ、それに応こたえるために命がけで愛すこと。

　それだけだと思う。

　自分もそうして生まれてきたのだから──父さんや母さんが命をかけて自分を守ってくれたのだから──逃げずに、自分を愛して、それから、誰かを愛さなければならないと、そう思った。

　もしも本当に世界が十年しかないのであれば、それこそ急いで、きちんと生きなければならない。

「……で、四年後じゃ間に合わなかった」

　と、ライナは呟く。

　四年後に子供を作って、子供が六歳になるころには、手て遅おくれだったことに絶望していた。なにが手遅れなのかは見えなかった。どのタイミングで、世界の未来をあきらめ、戦うのをやめたのかは、見えなかった。

　だが、あの世界はだめだ。

　あの世界の絶望は、戦って、皆みな殺ごろしにされたときよりも深かった。

　ならなにを変えたらいい？

　根本的な、なにかを変えるとして、なにを変えたらいい？

　そこで今度は、フロワードの言葉を思い出す。いや、フロワードがどこかで会ってきた、よくわからない、またも神を名乗る奴やつが言った言葉だ。

　そこで、神はこう言っていた。

『ニンゲンは、愛に狂くるって正しい道を歩めないようにプログラムされている』

『だがライナは違う。あのバケモノは違う。目の前の愛に狂っている間は、ごく、普ふ通つうのニンゲンに見えるが──愛されたい愛されたいと叫さけんでいる間は、とても普通の、弱い、強い、かわいらしいニンゲンに見えるが──あのバケモノが愛を手に入れてしまうと急に、プログラムが狂う。理ことわりから出てしまう。なのに最近、あのバケモノは自分が愛されていると、気づいたらしい』

　愛されていると気づくのが、まずいらしい。　それを神は恐おそれるらしい。

「でも、俺はもう気づき始めてるぞ」

　と、彼は空を見上げて、誰かに言う。それを誰かが聞いているかはわからないが、

「おい、聞いてるか？　怯おびえてるか？」

　と、彼は言う。

「バケモノの役目はもう、うんざりだ。誰かに愛されて、俺は誰かを愛す。そしておまえらが理だのなんだのっていってるのから、抜ぬけ出してやる。聞いてるか？」

「…………」

「聞いてんのかおいっ！」

　と、怒ど鳴なりつける。

　返事はない。

　ただ、ここは高台なので、心ここ地ちのいい風がふいてくるだけで。

　しかし彼はそれに、満足気にうなずく。

　踵きびすを返す。

　やるべきことを、やるために城に戻もどるのだ。時間はあまりに足りない。たった十年しかないのだ。十年で、誰かに愛されたり、ちゃんと愛していることを証明したりするのは、とても大変なことだと思う。

　父さんや母さんがやったみたいに、責任を持つのは大変なことだと思う。

　でも、それをしなければならない。

　そして破滅することが絶対に決められてしまった理だとしても、それを無理矢理にでもぶち壊こわさなければならない。

　だから。
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　初めにキファに会った。

　そしてライナは状じよう況きようを説明した。

　自分はこの十年をどう進もうと思っているかを、伝えた。

　誰だれと歩もうと思っているかを。

　だからもしも彼のことを好きならば、彼には期待しないで、誰かと楽しい人生を歩んで欲しい、と、出来るだけ誠意の伝わるように、眠ねむそうじゃない、しっかりした態度で、伝えた。

　するとキファはまるで、そうなることを予想していたかのようだった。

　こうなるとわかってたと、言った。

　ライナがフェリスさんと一いつ緒しよにいるときの顔を見て、ほんとはすぐにわかっていたと。でも、もう少し頑がん張ばりたかった、と。

　でもわかっていたのに、彼女は泣いた。

　ひどく泣いた。

「……ご、ごめん……泣いたら……泣いたらライナが辛つらいって、わかってるのに」

「いいよ」

「……ごめん。ごめん」

「いいよ」

「……ねえ、ライナ」

「うん？」

「……私は、魅み力りよくなかったかな？」

　どう答えるのが正解か、わからなかった。自分は彼女の人生には、責任を取らないのだ。なら、答えるべきではない。

　するとキファが、こちらを見る。涙なみだでぐしゃぐしゃの顔で見つめ、

「……ここで、黙だまるんだ……もう、ほんとに、ライナは優やさしいなぁ」

「…………」

「ひどいよ。また好きになっちゃうじゃん」

「…………」

「ああ、ごめん。違ちがう。うう、どうしたらいいの。困らせるようなことばっかり言っちゃう」

「…………」

「どうしよう。私どうしたらいいの。こんなふうになるはずじゃなかった。もっと、なにか、頑張って……違う。ごめん。それはライナに言うことじゃない」

「…………」

「ううう、ライナ」

「…………」

「ライナ、あの、お願いがあるんだけど」

「ん？」

　泣きながら、キファが言った。

「あの、ライナが私を好きじゃなくてもいい。でも、私」

「うん」

「私、私、ライナの子供が欲しい」

　と、彼女は言った。

　意を決するような表情だった。そして当然それを、受け入れるわけにはいかない。キファの人生の未来や可能性を潰つぶすわけにはいかない。だから、

「……俺は、キファのことを大切な仲間だと……」

　が、そこでキファが遮さえぎった。

「なんてねー。噓うそ！　噓にきまってるじゃーん。忘れて。冗じよう談だん」

　涙でぐしゃぐしゃの顔のまま、彼女はそう言って、笑った。

「冗談？」

「うん。冗談」

「冗談かぁ」

「そー。女って怖こわいでしょー？　このタイミングで冗談ですよ」

「そうか」

「びっくりした？」

「うん。びっくりした」

「じゃあ大成功。ねね、ライナ」

「ん？」

「ちょっと、そろそろ、部屋出てくれるかな？　私、これから用事があるから」

「あ、うん、わかった」

　と、ライナはうなずいた。そのときにはもう、彼女の涙は止まっていて、にこにこ笑え顔がおだった。

　そしてその顔を、彼は覚えている。初めて会ったころに彼女がよく作っていた笑顔だ。ローランドに妹を人ひと質じちに取られていたころに浮かべていた、瞳ひとみの奥に、孤こ独どくが隠かくれている笑顔。

　だが、その孤独に寄り添そうのはもう自分じゃない。きっと、もっといい奴がいるはずだ。自分よりも大人な、出来た男がいるはずだ。

　だから彼は、言われた通り部屋を出た。扉とびらを閉めた。部屋の中から、嗚咽おえつが聞こえてきたが、それは聞こえなかったことにした。
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　次にミルクのところへいった。

　部屋に入る前にルークがいて、なにをするつもりか聞いてきたので、すべて話した。

　ルークはいつも糸目のように細い目を少しだけ開き、

「なるほど。そうですか」

　と、言った。

　言ったのはそれだけで、扉を開いてくれた。中は狭せまい部屋になっていて、ベッドにミルクは寝ねかされていた。ライナとシオンは神の侵しん蝕しよくから比ひ較かく的明めい瞭りような意識で回復することができたが、もしかしたらミルクは少し、起き上がるのに時間がかかったのかもしれない。

　いつも元気そうに笑う彼女には珍めずらしく、少し疲つかれた顔をしていた。

　それでも彼女はこちらを見ると、驚おどろいたように目を見開き、

「あ、あ、ライナ！」

　と言った。

　それに彼は、起き上がらないでいいと、伝えた。少し話があると言った。

　そしてキファにしたのと同じ話を、同じだけの時間をかけ、ゆっくりと話した。

　その間中、彼女はまるで子供のように唇くちびるを嚙かんでいた。目に涙がたまっていて。でも、涙が流れないようにこらえているようだった。

　話がすべて終わると、黙ったままだった彼女は小さく、こう言った。

「……そうしたいって、ライナが決めたんだよね？」

　彼はうなずいた。

「うん」

「本気で本気で決めたんだよね？」

「うん」

「なら……あの……それなら、私はそれがいいと思う」

「…………」

　彼女はそれから、涙を目にためたまま、笑顔でこちらを見上げた。

「よ、よかった！　私も嬉うれしい。もう、ライナが自分を……バケモノじゃないって、思ってくれてるなら」

「ミルク」

「ほんとに、嬉しいんだー、私！」

　と、まるで子供のような笑顔で、言った。

　しかし彼女の瞳からはそこで、涙がこぼれてしまう。それに少し慌あわてて、

「これね、あのね、うれし泣きでね」

　などと言う。

　うれし泣きなのに、どんどん、たくさん涙が溢あふれてきてしまって、
















「あの、その」

「…………」

「あの、うううううう」

　顔をあげてられなくて、布団に顔を突つっ伏ぷしてしまう。

　いつもの彼女ならそこで、結けつ婚こんの約束をしたとか、ひどいよライナとか、金きん髪ぱつ女に騙だまされてるんじゃないのとか、そんなことをたくさん言ってきていたように、思う。

　だが、彼女はそのまま、顔を上げなかった。うっうっうっと、苦しそうな声を布団に押しつけてから。

「ごめん、ライナ。次は、あの……ちゃんと、笑顔で、応おう援えんするから……だからあの……」

　そこで、彼女の声は、終わった。

　だから、いまは苦しいから出ていって、だ。彼はそれにうなずき、部屋を出ることにした。ミルクは顔を、あげないままだった。

　外にはルーク以外に、ミルク隊のメンバーが揃そろっていた。リーレ、ラッハ、ムー。全員がミルクの心配をしている。というか、ルーク以外は、こちらをにらんでいる。

　だが、ルークはいつもの穏おだやかな顔のまま、言った。

「ライナさん」

「ん？」

「きちんとしてくれて、ありがとうございます。これで隊長は、寝てばかりで優ゆう柔じゆう不断なだめ男を追いかけずにすみます」

　ライナは苦く笑しようして、答える。

「まったくだよ」

「でも今日のあなたは優柔不断なクズではなかったので、隊長は辛いでしょうね……」

　と、少し心配するように、ルークは部屋のほうを、見る。

　それにライナは、言った。

「でも、おまえらが慰なぐさめてくれるんだろ？　おまえら全員、俺より全然まともだしな」

　するとルークが、少しだけこちらをにらむような目をして、言った。

「それは私たちの問題なので、部外者は黙って消えてくれますか？」

　部外者。

　そう、言われた。

　そしてそれはその通りだ。もう、ミルクに優しくできないのであれば、そうあるべきだと思う。

　だからライナはうなずいて、

「わかった。ありがとう」

　その場を去った。




　　　　◆

　　　　◆

　　　　◆




　少し、疲れた。

　そもそも、誰だれかとこんなに真まっ直すぐ向き合うこと自体、いままでなかったのだ。

　ずっと逃にげてきて、前に進むことから目を逸そらしてきた。

　だから慣れないことを頑がん張ばりすぎて、もう、家に帰って昼寝をしたかった。それでずーっと寝続けるのだ。一日八百九十二時間ずつくらい寝続けたい気分だった。

　だが、どうやらもう、そんなことをしている暇ひまはないようだ。

　世界の残り時間は十年だと知って、慌てていままで怠なまけていた分を穴あな埋うめするように、彼は前に進むことした。

　責任を取らないのに、すべてから逃げているのに、誰も泣かない世界を作りたいだなんて、やっぱり戯たわ言ごとだった。

　だからきちんと向き合うことにしたのだ。

　もしも根本的ななにかを変えなければ世界をどうにもできないのだとしたら、最初に変わるべきは自分だから。

　だから、もう逃げないことにした。それはたとえば、自分の気持ちから。自分がどう生きていきたいかという気持ちから。

　自分がどうなって、誰に笑ってもらって、誰を守っていきたいか、という気持ちから。

　だから、彼女の部屋にいかなければならない。

　その途と中ちゆうの廊ろう下かに、シオンが立っていた。壁かべを背にして、まるでライナを待っているかのようだった。

　この国の王が、こちらを見る。

　そして、言う。

「キファ、泣いてたぞ」

　ライナは肩かたをすくめて答えた。

「ダメな男を好きになるのが悪いよ」

「まあ、そうだな」

「認めんなよー」

「はは」

「でも、まあ、そうだな。俺じゃなく、おまえを好きになりゃよかったんだ」

「ああ、そうだな。そう思うよ」

「ああ？」

「ははは」

　と、シオンは笑う。

「でもなぜそんなに急ぐ？」

　そう聞かれ、しかしライナは答えた。

「むしろ急がなすぎたよ。俺は逃げすぎてた」

「ふむ」

「でもこれで、俺の大切なものは減った。弱みは減った。あとはおまえとフェリスだけだ」

「…………」

「殺されて、俺が絶望して愛に狂くるうとしたら、おまえとフェリスが死んだときだけだ」

「……そうか」

「たぶん、それはもう変えられない。どれだけ考えてみても、変えられない。おまえとフェリスが死んだら、俺は耐たえられないと思う。どの未来でもそうだった。おまえと、フェリスが死んだら、無理だ。正しい、理性的な道は選べなくなる。だから悪ぃけど、そこは付き合ってくれ」

　シオンはそれに、うなずく。

「最初っからそのつもりだよ。腐くされ縁えんだしな」

「んじゃ、まあ、いってくる」

「どこに？」

「フェリスに、プロポーズしてくる」

　するとそれにシオンが少し驚いたような顔になったあと、

「それも必要なの？」

　ライナはその問いに、答える。

「十年しかないんだ、シオン。おまけに俺は、この世界にまだ、執しゆう着ちやくが足りない。だから、子供を作って。家を建てて。で、父さんみたいに、その家族を守るために命をかける。この世界の理ことわりに、穴を開けるんだ」

　それにシオンはこちらを見つめて、笑う。

「そりゃ、凄すごい……大事業だな。それがおまえが思った、根本的ななにか、か？」

「…………」

　そう問われて、でもそれが正解かどうかは、わからなかった。だが、それでも、目の前のことからきちんと向き合っていかなければもう、どうにもならない気がした。

　だから、

「フェリスのところに、ちょっといってくるわ」

　と、歩き出すと、シオンが聞いてきた。

「フラれたら？」

　それにライナはシオンのほうを見て、笑った。

「傷ついちゃうなー。でもありうるな。相手はフェリスだもんな。だんごと結婚するって言われるかも」

　するとシオンは笑った。

「たぶんないよ。でも、だめだったら慰めてやるよ。だっせーって言って」

「おまえ応援しろよー」

「ははは」

　そしてシオンと、別れた。

　ライナは城を出た。

　向かう先はエリス家だ。

　彼女はいま、少しの間家に帰っている。ルシルが死んだことによって、思い出の品でも見に行ってるのかもしれない。

　エリス家は城からほど近い、貴族たちがかつて住んでいた区画にあった。

　固く閉ざされた門は、ライナがくるとあっさり開かれた。大きな屋や敷しきなのに、そこにはほとんど人の気配がない。

　老執しつ事じ一人と、ルシル、フェリス、イリスだけが暮らしていた屋敷。

　そこへとライナは入っていく。

　その、屋敷の中の訓練道場に、フェリスはいた。

　背筋を伸のばし、道場で正座をして、しかしぼんやりとなにかを見ているようだった。

　その姿はとても綺き麗れいで。

　というか、彼女は結局いつだって異常なほどに綺麗なのだ。もしも彼女が自分を受け入れてくれて、愛してくれて、子供を産んでくれるのであれば、それはとても光栄なことだった。

　だから少し、緊きん張ちようした。声をかけることに、躊ちゆう躇ちよがあった。

　自分はバケモノだから。

　自分は醜みにくいバケモノだから。

　自分は生きる価値のない、地面を這はいつくばっているだけの呪のろわれた生き物だから。

　そんな言葉が頭の中をぐるぐると回り。

　だがそれが、消える。

　フェリスが振ふり向いたから。

「どうした、ライナ」

　と言った。

　彼女は青く澄すんだ瞳ひとみでこちらを見つめた。

　それはバケモノを見る目ではなかった。

　だからそれに彼は勇気づけられる。

　そしてライナは……

　彼は。

　ずっと一いつ緒しよにいてくれた相棒に、

「…………」

　大切な話を始めた。
















　　　あとがき







　みなさまお久しぶりです！

　ついに『大伝勇伝』の最新刊です！

　いかがでしたでしょうか！

　伝勇伝、ついにここまでやってきました！　ここから怒ど濤とうの展開で最終巻までいくのですが、その前に、謝罪をさせてください。




　いや──、たぶん、本当にお待たせしてしまったと思います。

　申し訳ありません。

　言い訳をするつもりはないのですが、家庭内でいろいろなことが起きて、人の生死を感じたり、病院に通ったり看病とかを頑がん張ばっていたらこんなに時間が空いてしまいました。（その物語は大変だったのですが、奇き跡せき的にハッピーエンドで終わったのでみんな心配しないでね！）




　でもそのせいで、時間が空いてしまいました。

　発売予告を二回くらいしたのに飛ばしてしまい、期待して待ってくださっていたみなさんをがっかりさせてしまったと思います。

　あと、自じ慢まんだった、原げん稿こうを落としたことがないという実績も失ってしまいました。

　で、そのお休みをいただいている間たぶん、僕はこの十何年のキャリアで初めて数か月、小説を書けない、という時間を経験しました。それまでは少なくても年に六冊は書いていて、最近は年十何冊は書いてきてしまっていたので、急に物理的に書くことができなくなったことで、気づくことがたくさんありました。

　とくに人生とはなにか。

　人とはなにか。

　を、いままで以上に考えるようになりました。

　仕事を休んでもいろいろな仕事の関係者のみなさまが優しくしてくれるということもわかりました。

　結局仕事をしているのではなく、人と人の繫つながりをしているのだなぁと、強く強く感じて。それは僕があとがきでいつもいっていた、作品はみなさんが支えてくれているからこそ続けられている、というのにも自分の中で強く繫がっていく感じでした。




　そして、いろいろな仕事が同時に一度止まってしまっていたのですが、復帰一発目の仕事はやはり、伝勇伝をやらせていただくことにしました。

　伝勇伝は僕がデビューしてから長い間、僕とみなさん全員の時間を使って、一いつ緒しよに成長してきたような作品だと僕自身が思っているからです。

　だからこそ、僕が経験したことをそのまま受け止めてくれる作品が伝勇伝で、おまけに支えてくれている読者のみなさんも、きっとその思いを受け止めてくれる方々だと思うから、伝勇伝から復帰しよう、と思いました。




　で、復帰して、すでに書いてあった七〇枚を破は棄きして、ライナや、シオン、フェリス、伝勇伝世界のみんなのことをより深く深く考え、真しん剣けんに向き合っていったら、今回、こういう内容になりました。

　いかがでしたでしょうか？




　というわけで、伝勇伝、再開しまーす！

　みんなラストまで、よろしくお願いします！




　ってね、なんか重い話っぽいものを書いたけど、いろいろハッピーエンドだったので、のど元過ぎれば何とやら、最近はへらへらしてます。




　近況１

　僕は車好きなのですが、でもそれではあまりに運動不足なので、最近はまた、自転車が欲しいなーと思い始めてます。




　近況２

　お酒が飲めないんですが、ちょっとだけこの間飲んだら飲めて、うわうわ飲めるぞ、これは僕飲めるんじゃないか!?

　ともう少し飲んでみたら二時間後ゲロゲロになって死んで二度と飲まないと決意したりしました（高校生かよ）




　などなど、完全に日常に戻もどっているのですが、日常っていうのがいかに大切かというのを最近はかみしめてます。

　僕の作品をみんなが読んでくれるということ。

　このみんなと過ごせる平へい凡ぼんな時間が、どれだけ大切な、一いつ瞬しゆんのきらめきなのか、みたいなのを最近はよく考えます。

　だからみんな、ありがとね。

　本当にありがとう。

　あと、これからもまだまだよろしくね！




　あとあとちなみに仕事では、『終わりのセラフ』がアニメになったり！

　あと、『新約アルカナスレイヤー』っていうスマホゲーム（シミュレーションＲＰＧだよ）の、戦記のシナリオを原作から全部書いたりしました。

　アルカナスレイヤーはこれからリリースされるはずなので、基本プレイ無料だから機会があったら登録してみてねん。




　さてさーて、最近は僕は大復活なので──


　九月『終わりのセラフ９』　コミック

　九月『大伝16』

　十月『終わりのセラフ６　一いちの瀬せグレン、16歳の破滅カタストロフイ』（ドラマＣＤ同どう梱こん版のシナリオも書き下ろし！）＆アニメ二期

　十一月『新約アルカナスレイヤー』



　十二月も、二冊！




　という状じよう況きようです。

　なんだろね。

　復帰した瞬しゆん間かんから殺人スケジュールになってる気がするのは気のせいだろうか。




　うち、十月からのやつは全然書き上がってないが───────！（ええええええ）

　富ふ士じ見み担当「ちょ、大伝のスケジュール入れますからね！　絶対入れますからね！」

　わかってます！

　復活したからやれるはず！

　頑張るのでよろしくお願いしまーす！




　ってね、終わろうと思ったら、今回あとがきページすげぇまだまだいっぱいあるといま、いま判明しました！

　なんてこった。




　でもって、前記のあとがきを書いてから、数日後にいま、これ書いてます。

　なのでまさかの！




　あとがき２




　って、書くことないんだがー！

　あ、でも、近況１で書いた、自転車買いました。

　ビアンキのカメレオンテという、クロスバイクという街乗りもできて、よく走るやつ買いました。

　試しに荒あら川かわのサイクリングロードへいってみて、ばーっと三〇キロくらい走ったら、翌日足が筋肉痛で死にました（お酒のとこでも書いたけど、高校生か笑）




　あとあと、僕は原稿を書くとき、もう、ものすごい紅茶を飲むんだけど。ス───パ────紅茶を飲むんだけど。あと緑茶も。ウーロン茶も。お酒飲まないから飲み会の場でもウーロン茶一色！

　でもこれ、カフェイン中毒になっちゃってるんじゃないの？　最近夜あんまり眠ねむれないし、なんか胸もドキドキするときあるし、恋こいじゃなければカフェインのせいじゃないの？　……ということで、前回あとがき書いたあとに、カフェインを断ってみました。

　カフェイン断つと、もしも中毒になってたらすごい反応があるんだけど。

　もう、初日からすごかった！

　まず一日中眠い！

　頭痛がする！

　ああ、まあ、主な反応はそれだけだけど（笑）。

　で、あまりに頭痛がするので、頭痛薬飲んだんです。そしたら頭痛がなくなって。で、さらに、すっごい元気になってきて、おいおいなんだよ頭痛薬に変な成分まじってたんじゃないの？　やばい薬だったんじゃないの？　と、頭痛薬の箱を見たら、こう書いてありました。




　『無水カフェイン80ミリグラム』




　カフェイン入ってんじゃねぇかぁああああ！

　みんな、カフェイン断つときは頭痛薬に気をつけてね！

　でもこれで判明しました。僕はカフェイン中毒だったのです。ってまあ、一週間も飲まなければ元に戻るらしいのだけど、いま、一週間と三日くらい。

　いまは日中全然眠くないし、夜は十一時くらいにはあくびがでて、朝日の出とともに目が覚めます。

　さあみんな、僕と一緒にカフェイン飲まない教に入りませんか！




　あ、ちなみに僕は、二週間たったら、一日三杯ばいは紅茶飲むつもりだけどね！（え）




　って、どーでもいい話をわーわー書いてみたけど、ページは埋うまったでしょうーかー？




　さてさて今度こそお別れです！

　みんな、こっから鏡かがみ貴たか也や祭りがまた、わ───っと始まるので、よろしくお願いしますー！

　いろんなことの詳しよう細さいは、僕のホームページにも更こう新しんされていくと思うので、チェックよろしく！

　ほいじゃー、また次巻！





鏡　貴也　






　たぶんこの本がでるころは、ホームページを大々的にリニューアルしてますきてみてねー。

　鏡貴也のツイッター https://twitter.com/kagamitakaya/

　鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」http://www.kagamitakaya.com/
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